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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少し肌はだ寒さむいほどの日々が続く、冬を控えたラトロアの地において──

　来訪者ビジターカトルは、殊こと更さらに平へい穏おんな時間を過ごしていた。

　ここ数ヵ月、上官であるイリスは、いつも狩人かりうどの少年の傍そばにいる。

　その甲斐かい甲斐がいしい看かん護ごの末、少年、エンジュ・シェパードの怪け我がはすっかり快かい癒ゆしたが、それでもまだ、何かと理由をつけてはエンジュの傍からあまり離れようとしない。

　それどころか、パンプキンやバニッシュ、カトルにも、さして必要とも思えない用事を言いつけて、二人きりの時間を作ろうとしている節ふしさえある。

「……だが、おそらくイリスは、自身のそんな行こう為いを自じ覚かくしておらぬのだな」

　滞たい在ざい先さきであるメイスン家の庭を歩きながら、パンプキンが含ふくみ笑いとともに呟つぶやいた。

　カトルはパンプキンと二人、邸てい内ないの巡じゆん回かいを命じられている。

　一応は警けい護ご目的だが、これもつまりは、イリスがエンジュといる時間を作ろうとして下くだした命令だった。

「カトルよ。汝なんじも気づいているであろうが、イリスはほとんど自覚なしに、このあまり意味のない命令を出しているのだ。否いな、当人としては、〝警備〟という目的を見出しているはずだが、実じつのところ、警備が必要なのはイリス自身の身しん辺ぺんであり、我らを遠ざけることに利りはない。それでもあえて、このような命令を下している理由はただ一つ──我らがいなければ、我らの視線を気にせず、存ぞん分ぶんにエンジュとの時間を過ごすことができる。イリスは自覚がないままに、深しん層そう心しん理りではそのことを理解しているのだ。いやはや、女はまさに、自身すら騙だます天てん性せいの役者である」

　パンプキンは朗ろう々ろうと謳うたうように分ぶん析せきし、

「──というわけで、カトルよ。任務はそこそこに、我らも街まちへでも出て暇ひま潰つぶしと参まいろうぞ」

　そんな不ふ謹きん慎しんなことを言い出した。

「我われ、最近は歌って踊おどれる素す敵てきなカボチャとして、広場でもなかなかの人気を博はくしているのである。近くに手て頃ごろな鉢はちを置いておくと、いつのまにか見けん物ぶつ料りようがじゃらじゃらと溜たまっているほどなのだ。不ふ可か視しの汝が手伝ってくれれば、新たな芸を開かい拓たくできる。さ、いざともに参らん！」

　当然、カトルは耳を貸かさない。カトルにとって、上官の命令は絶対である。パンプキンの戯ざれ言ごとより、イリスの命令のほうが遙はるかに優ゆう先せん度どが高い。

　パンプキンもそのことは承しよう知ちのはずで、いつもは一人でも街に出てしまうが、今日は何故なぜかカトルについてきた。

　もう一人の仲間のバニッシュは、メビウス達との連絡係をはじめたために、頻ひん繁ぱんに留守るすを繰り返している。これは、〝メビウス達の動どう向こうを警戒したい〟と、バニッシュ自身が提案してきたことで、イリスも許可をした。

　情報収集にあたるバニッシュ、エンジュの看かん護ごをするイリス、そしてその護ご衛えいを務めるカトルに、悠ゆう々ゆう自じ適てきに過ごすパンプキンというのが、ここしばらくの彼らの生活である。

　そして、エンジュの怪け我がが完かん治ちした今も、なし崩くずし的てきにその状況が続いていた。

　無言で邸てい内ないを見回るカトルに、パンプキンは瓢ひよう々ひようと踊るような足取りでついてくる。

　植え込みを刈かる庭にわ師しの老人が、〝またか〟とでも言いたげな冷さめた視線をパンプキンに据すえたが、その程度で動どうじる彼でもない。

　当たり前のことながら、やたらと目立つカボチャ頭のせいで、パンプキンは邸内でもすぐにその存在を知られた。

　同時にその奇妙な言動と性格も知れ渡り、決して人気者とは言い難いが、生なま温ぬるく白はく眼がん視しされる程度には親したしまれている。

　一方で、見えないカトルの存在に気づいている者は、まだほとんどいない。元げん首しゆのジェラルドをはじめ、シズヤやメビウスといった物ぶつ騒そうな者達には知られているが、この屋や敷しきで彼の存在に気づいたのは一人と一匹だけだった。

　そして、その一人と一匹も、カトルを〝見た〟わけではない。一人のほうは音と気け配はいで、一匹のほうは匂においで感づいたのだろう。

　広い庭を経へて本邸の傍そばに差しかかったところで、カトルとパンプキンは、不ふ意いのけたたましい吠ほえ声によって迎えられた。

「ミハエル、静かになさい。お客様に吠えてはいけません」

　犬をたしなめる幼い少女の声が、そこに重なる。

　これもカトルにとっては、もはや聞き慣れたものである。

　視線を転じれば、いつもと同じく、角かど部べ屋やの窓辺に子供の姿があった。可愛かわいらしい人形のような衣い装しように身を包み、彼女は眼めを閉じたまま外を向いている。

　ミハエルという名の大きな犬は、主あるじの指し示じを受けるや、その窓の外側に伏ふせた。

　イリスに命じられて屋敷の周囲を巡めぐるたびに、カトルはこの犬に吠えられ、少女からは話しかけられてきた。たとえカトルが無言で佇たたずんでいても、彼女は一方的に言葉をよこす。カトルが話せないことにも、薄うす々うすと気づいているのかもしれない。

「こんにちは。聖せい霊れいの方かたですよね？　でも、今日はもう一つ足音が……」

　ほう、と、パンプキンが意い外がいそうに声を漏もらした。

「これはこれは。屋敷の者より聞いておる。汝なんじがユーディエ・メイスンであるな？」

　パンプキンの朗ろう々ろうたる声に、窓辺のユーディエはびくりと反応し、小さく頷うなずいた。

「はい。貴方あなたは──聖霊様ではなくて、お父様のお客様ですか？」

「いかにも、我わが名はパンプキン。御ご覧らんの通りのかぼちゃであるが──そうか、汝は眼が見えぬのであったか」

　パンプキンが残念そうに声のトーンを落とした。

　見た目で他人に違い和わ感かんを与えられないのは、彼にとって残念なことであるらしい。

　ユーディエがわずかに首を傾かしげた。

「パンプキン様……？　変わったお名前ですのね。聖せい霊れいの方かたとは、どんなご関係なのでしょう？」

「──聖霊とは、カトルのことであるか。なるほど、眼めが見えぬゆえに、見えぬものの存在に気づいたか。なに、我われはただの友人である。以い降こう、よしなに──」

　パンプキンが、くっくっと含ふくみ笑いを漏もらしながら、恭うやうやしく一礼をした。

　カトルは彼を無視して、ユーディエの傍そばに歩み寄り、窓越しにその頭を軽く撫なでる。

　ユーディエは嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめたが、パンプキンはカトルの背後で、わずかに驚いた様子だった。

　カトルの姿は見えていないはずだが、ユーディエの髪が不自然に凹へこんだことで、その手が頭を撫でていることに気づいたものらしい。

「……カトル？　汝なんじが、そのような──」

　パンプキンの声が潜ひそめられた。

　カトルは、掌てのひらで少女の頭を撫でながら、その感かん触しよくが妙に懐なつかしいことを不思議に感じていた。

　どうして自分がこんなことをしているのか、それはよくわからない。

　ただ、忘れ去ってしまった遠い遠い昔に──自分は誰だれかの頭を、こうして撫でていたような気もするのだ。

　それが誰だったかを思いだせないのは、イリスの養よう父ふであるバークライト・ディレインが施ほどこした人体実験のゆえである。

　カトルが人としての自じ我がをほぼ失ったのも、それ以来のことだった。そうなる危険を承しよう知ちで、なおかつ自ら志願して、彼はその実験を受けた。

　決断の理由は思いだせない。

　──思いだしたくも、ない。

　少女の頭を優やさしく撫でながら、カトルはパンプキンを振りかえった。

　ユーディエが、無む邪じや気きに問いかける。

「カトル様というのが、こちらの聖霊の方のお名前なのですか？　以前に私が祝しゆく福ふくを求めてからは、いつもこのように──」

　パンプキンが、その場でくるりと華か麗れいに回転した。

「──いかにも。カトルは常じよう人じんに見えぬ存在であり、そして言葉を持たぬ。だが、汝の言葉を理解することはできる」

　かぼちゃの頭を揺ゆらしながら、彼はカトルの傍に寄る。

　警戒した犬のミハエルが唸うなろうとするのを察さつして、先にユーディエが窘たしなめた。

「ミハエル、静かに──パンプキン様、貴方あなたは人の身でありながら、こちらの聖せい霊れいのカトル様と友人であると仰おつしやいました。それは加か護ごを受けているということですか？」

「否いな、特に加護は受けておらぬ。我われらはあくまで友人なのだ。カトルの加護は、おそらく汝なんじのものであろう。さもなくば──あるいは汝も、カトルの友人なのやもしれぬ」

　パンプキンはそう即そく答とうした。

　友人という言葉を受けて、ユーディエが清せい楚そに微笑ほほえむ。

　さらにパンプキンは歩を進め、その瘦そう身しんを窓辺に寄せた。

「ところでユーディエ・メイスンよ。少々失礼する。汝のその眼めを、我にも見せてもらいたいのだが、顔に触ふれても構かまわぬかね？」

　ユーディエは不思議そうに頷うなずき、カトルはその身を横にずらした。

　窓越しに手を伸ばしたパンプキンが、指先で彼女の眼に触れ、その瞼まぶたを少しだけ広げる。

　ユーディエは、焦しよう点てんを失った眼を瞬まばたきさせた。

　眼が見えぬといっても、眼球そのものに傷などはない。彼女は瞼も動かしているし、もし眼を開けていれば、一見しても盲もう人じんとはわからないほどだった。

　すぐ脇わきにいたカトルの耳には、カボチャ頭の内側から、機械部品の駆く動どうするごく微かすかな音が聞こえた。

　パンプキンは、ユーディエの眼の状況を確認しているらしい。特に医学的な知識があるとは思えないが、彼の被かぶった多た機き能のうなかぼちゃ頭は、間違ってもただの張りぼてではない。

「うむ、よろしい」

　パンプキンが、やがて手を引いた。

「あの……パンプキン様。この眼、いつかは〝見える〟ようになりますか？」

　少女の切せつ実じつな声によって紡つむがれた問いに、パンプキンは大きな頭を傾けた。

「幼おさなき者よ。汝の眼のことは、神ならぬ身の我にはわからぬ。だが、わからぬということは、可能性があるということでもあるのだ。汝はまだ若い。これから訪おとずれる時間を前に、楽観するも悲観するも汝次し第だいである」

　パンプキンの曖あい昧まいな言葉に、ユーディエは少し残念そうでもあり、また少しほっとしたようでもあった。

　眼が見えるようになりたいという彼女の願いは、カトルも理解していた。

　そもそも彼女は、〝眼が見える〟という状態がどういうものなのか、それすら知らないらしい。たとえば頷いたり首を傾かしげるような所しよ作ささえも、眼で見て学んだわけではなく、乳母うばや使用人達から〝肯こう定ていする時はこう〟、〝疑問に感じる時はこう〟と、直接に身体からだを動かされることで身につけていったと話していた。

　自分にとっての未知の感覚を、彼女は強く知りたがっている。

　その思いの強さは、感情を持たぬカトルにも伝わっていた。もっともそのことに対して、憐れん憫びんや同情といった感情はやはり持たない。

　そんな自分が彼女の元を訪おとずれている理由を、カトルはわからずにいる。

　そして、その疑問を〝疑問〟として自じ覚かくすることもない。

　心を失うとは、そうしたことである。

「カトルよ。我われはもう行くが、汝なんじはどうするね？」

　カトルは無言のまま、パンプキンの背に従った。

　ユーディエが声をよこす。

「カトル様、パンプキン様。またおいでくださいね。私はいつも、ここにおりますから」

　家の者以外では、訪れる者もいないはずの場所である。彼女は話し相手も欲しているのだろうと、カトルは理解していた。

　そしてそれなら、言葉を出せない自分よりは、パンプキンのほうが適てき任にんだとも思う。

　だがパンプキンは、そこでカトルの見えない肩を叩たたいた。

「約束しよう。我は頻ひん繁ぱんには来れぬが、こちらのカトルは、汝の話を聞くことを楽しみにしているようである。言葉を発さぬ者なれど、それは我にもわかるのだ」

　ユーディエはいつまでも窓辺に佇たたずみ、見えぬ眼めで二人を見送っていた。

　声が届かぬ場所まで離れてから、パンプキンがぽつりと呟つぶやく。

「──正直、驚いた。汝が他人に興味を示すとは──だが、悪い傾向ではあるまい。いやはや、イリスといい汝といい、この世界は人を変えるようである」

　パンプキンは感かん慨がい深げに、いつもより少しだけ真面目まじめな声をだした。

「我も『妖よう精せい』や『お化ばけ』、あるいは『野や菜さい』などと呼こ称しようされることは珍めずらしくないが、『聖せい霊れい』と勘かん違ちがいをされたのは初めてである。汝はこの地の書を読まぬゆえ知らぬであろうが、ラトロアの民話における聖霊とは、陰かげながら人を助ける、人ならぬ存在らしい。その姿は不ふ可か視しにして、その言葉は耳ではなく心に響くとか──汝の役やく回まわりとしては、ふさわしいところであるな？」

　パンプキンの軽かる口くちに、カトルは付き合わない。彼はイリスに命じられたとおりに、邸てい内ないの見回りを続行する。

　そしてパンプキンも、その後についてきた。

　姿そのものは見えていないはずだが、パンプキンはカトルの動きを把は握あくしている。彼の被かぶっているかぼちゃの中には、周囲の温度変化を感かん知ちする機能も仕し込こまれており、それを通せばカトルの動きは丸見えだった。

　後ろをひょこひょこと踊おどるように歩きながら、パンプキンは独ひとり言ごとのように呟く。

「それにしても、今の少女の眼は気きの毒どくなことである。我は医者ではないゆえに、はっきりとしたことはわからぬが、眼球そのものに傷などはなかった。もし生まれつき、脳と視し神しん経けいのつながりに障しよう害がいがあるのだとすれば──シアならば、あるいは治ち療りようができたやもしれぬな」

　その言葉は、カトルの足を無意識に緩ゆるめさせた。

　パンプキンはくらくらと首を横に振っている。

「もしかしたら、の話である。シアの腕輪は、対たい象しようの頭に電でん極きよくをつけることで、その脳のう内ないのニューロンを任にん意いに組みかえる力を持つ。無む論ろんこれは、シア自身に備そなわった超ちよう能のう力りよくまがいの力があればこそ、可能な処しよ置ちであるが──脳と視し神しん経けいとをつなぎ直すことなど、人格の複ふく製せいや記き憶おくの封ふう印いんに比べれば、たやすいことであろう」

　パンプキンはかぼちゃ頭で空を仰あおぎ、大おお仰ぎように肩を竦すくめた。

「とはいえ、ここにシアはおらぬし、可能性としては曖あい昧まいな話である。詮せん無なきことを申もうした。忘れよ」

　足を止めてしまったカトルを追い越し、パンプキンが屋や敷しきの庭を飄ひよう々ひようと歩いていく。

　カトルは、何も感じていない。

　パンプキンが口にした言葉の意味を理解はしつつ、それでも何も感じていない。

　──少なくとも、自身はそのつもりである。

　つい、足を止めてしまった理由──自らの心の疼うずきには決して気づかぬまま、カトルは感情を消し去り、与えられた無意味な任務へと戻っていった。
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　降りしきる雨に全身を打たれながら、少女は冷たい石いし畳だたみに身を横たえていた。

　体は寒く、傷口は熱く、体温は極端に高く、生存の確かく率りつはどうにも低い──そんな絶望的な状態で、意識も朦もう朧ろうとしている。

（……もう、だめかな……）

　その少女──〝アンジェリカ〟の思し考こうは、なかば麻ま痺ひしかかっていた。

　どうにも、悪いことが重なりすぎた。

　珍めずらしく流行はやり病やまいにかかって、高熱にうなされながら隠かくれ家がに伏ふせていたところを、ラトロアの秘密警察に強きよう襲しゆうされたのである。

　共にいた仲間達がどうなったのか、それもわからない。

　ともかくアンジェリカは窓から放り出され、病身のままに雨の中を逃げまわってきた。

　追おっ手てはどうにか振り切ったものの、その間に幾いく度どか刃やいばもかわし、手て傷きずを負わされた。その出血と高熱のために、ついには動けなくなり、彼女は数分前に石畳に倒れ込んだ。

　ひんやりと冷たい石畳に頰ほおをあててしまうと、もう動けなかった。

　熱のせいで、腕や足にはまったく力が入らない。すっかり麻痺してしまい、無む理りな逃とう亡ぼうで体力が尽きた今は、まさに指一本も動かすことができなかった。

　こんな身体からだで、よくここまで逃げられた──自分でも、そう思ってしまう。

　敵の目的はアンジェリカの上官達だったのだろう。十八歳と若い彼女は、取り逃がしても構かまわない程度の小こ物ものと見られていたはずで、それが逃げ切れた理由だと思う。この点は、運が良かったとしか言い様がない。

　もっとも、どうせこのまま野の垂たれ死しぬとすれば、その運の良さにもあまり意味はなかった。

　ラトロアの首しゆ都と、ラボラトリの裏通り──深しん更こうとあって、人通りはない。

　降り続く雨に身体は冷やされているし、とても朝まではもたないだろう。

（このまま、死ぬのか……）

　アンジェリカはぼんやりと、そんなことを考えた。

　このラトロアの地では、これまでに多くの仲間達が命を落としてきた。

　彼女の仲間達とは即すなわち、ジラーハに属ぞくする間諜スパイ、〝名無し〟である。

　生まれた時から国の裏側に生きることを義務づけられてきた彼女達には、明確に決められた組織名もなければ、自分自身の本名もない。

　もちろん、個人としての呼び名はある。だが、任務によって〝名前が変わる〟ことに慣なれるために、子供の頃ころは半年おきに、その名をも変えさせられた。

　アンジェリカとしては、名を変えること自体に、さほど意味があるとは思わない。

　強しいていえばそれは、「名無し」と呼ばれる自分達の伝統だった。

　あえて一般の民とは違った制せい約やくを自らに課かすことで、表の世界から一線を引く──そのための伝統である。

　潜せん入にゆうのたびに、違う人生を持つ別べつ人じんに成なりすますことが、彼女達には要求された。

　彼女がこの地での諜ちよう報ほう活動のために〝アンジェリカ〟という名を授さずかったのは、つい半年ほど前のことである。

　その半年の間に、幾いく人にんもの仲間が殺され、行方ゆくえ不明になり、拠きよ点てんも次々と変わった。

　そして──自分もとうとう、先に逝いった仲間達の元へ、今夜のうちに召めされるのかもしれない。もっとも、その仲間達に顔向けできるほどの仕事ができたかと問われれば、答えは否いなである。

（情けないな……私は……せっかくこの地に派は遣けんされてきたのに、何もできなかった）

　国を護まもることは綺き麗れい事ごとではない。世間の裏側で、歴史の影で、自分達のような名も知れぬ者達がジラーハを護ってきた。

　名無しとしての仕事には誇りを持っている。

　だからこそ、あまり役にも立てず、こんなところで中ちゆう途と半はん端ぱな死を迎えなければならないことが、彼女には無む念ねんに感じられた。

　なんのために、厳きびしい訓練を経へてきたのか。

　それ以前に、自分はなんのために生まれてきたのか──

　生きた証あかしを立てることもできぬままに、自分の命はここで終わろうとしている。

（次に生まれ変わるときは……もう少し、意味のある生き方ができたらいいな──）

　熱に浮かされ、雨に打たれながら、アンジェリカは眼めを閉とじて、意識を闇やみに委ゆだねた。

　意識が深しん淵えんへと沈む寸すん前ぜん──自分の死に顔は人からどんなふうに見られるのかと、ふとそんなことを考えた。
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　どのくらいの間、眠っていたのか──

　アンジェリカは夢を見た。

　夢の内容はあまり憶おぼえていない。子供の頃ころの夢だったような気もするし、ラトロアに来てからの、諜報活動の日々を反はん芻すうする内容だったような気もする。

　その夢の中で、彼女はいつも任務と訓練に没ぼつ頭とうしていた。

　過去の彼女は、比較的に恵まれた容よう姿しのせいで、人より目立ってしまうことを苦く痛つうに思っていた。名無しの任務では、大衆の中に埋まい没ぼつし潜せん伏ぷくできるか否いなかが、大きな要よう因いんとなる。

　とはいえ、容姿がいい方向に働くこともあった。旅たび芸げい人にんの踊おどり子こや歌うた姫ひめに扮ふんすることにかけては、アンジェリカはまさに適てき任にんだったのだ。

　若くしてラトロアへ派は遣けんされたのも、ラトロア国内を探たん索さくし巡めぐり歩く際に、芸げい人にんとして偽ぎ装そうできると期待されたためだった。

（役には……立てなかったかな）

　眩まぶしい光を顔に受けて、アンジェリカは眼めを開けた。

　天国にでも来れたのかと思ったが、身体からだはやけにだるい。寝ね汗あせも酷ひどく、衣服は肌はだにぴったりと貼はりついていた。死後の世界にしては、その不快感が生なま々なましい。

「……う……」

　光に眼を細めて、アンジェリカは身を起こそうとしたが、身体にはやはり力が入らなかった。

　そして同時に、自分がやけに柔やわらかい寝台ベツドに寝かされ、肩までしっかりと毛布を掛けられていることにやっと気づく。

　顔を照らしていたのは、窓から差し込む陽光だった。

「ここは……？」

　見上げた部屋の天井には、明らかに見み覚おぼえがない。さして広くもない寝室の内ない装そうは、質しつ素そながらも清せい潔けつで、古い屋や敷しきの一いち隅ぐうらしいとすぐに察さつしがついた。

　アンジェリカは無意識に、いつも身につけているはずの短剣ダガーを手で探した。

（……あぁ、襲おそわれた時に使ったんだっけ……今は無む手てか）

　着ている寝しん衣いも自分のものではない。

　敵の手に落ちたのか、それとも仲間に保護されたのか、はたまた見知らぬ誰だれかに拾ひろわれたのか──

　寝台に寝たままで、アンジェリカはその三通りの可能性に思いを巡らせた。

　まず敵の手に落ちたのなら、牢ろう獄ごくにいるべきである。仲間に保護されたにしては、自分の寝ている寝台と部屋の質が良すぎた。

　窓の外には広い庭まであり、市し街がいの狭せま苦くるしい貸し部屋などとは、明らかに気け配はいが違っている。

　状況から察さつして、善ぜん意いの第三者──それも裕ゆう福ふくな層に、たまたま拾われた公こう算さんが強い。

　そんなアンジェリカの推すい測そくは、扉とびらの開く音とともに証明された。

「……おや？　眼が覚さめたのか？」

　驚いたように言ってずかずかと踏ふみ込こんできたのは、熊くまのような巨きよ漢かんだった。

　当然のごとく、知らぬ顔である。

　男は廊下側に太い声を張った。

「おい、シュナイクを呼んできてくれ！　眠ねむり姫ひめがお目覚めだ」

　その堂どう々どうたる口調によって、彼がこの屋敷の主あるじだとわかった。

〝通りすがりの金持ちに助けられた──か〟

　ラトロアの金持ちに、ラトロアと敵てき対たいしている自分が助けられるなど、なんとも皮ひ肉にくな話ではある。

　状況を理解したことで、要求される演えん技ぎも自然と絞しぼられた。

「あ、あの、ここは……？」

　アンジェリカは寝台ベツドに寝たまま、不安の表情を顔に作って、家や主ぬしの男に問いかけた。

　男はいかつい顔に微笑を見せる。

「俺おれの家だ。道みち端ばたに倒れていたおまえさんを、うちの息子むすこが馬車の窓から見つけたんだよ。怪あやしい行き倒れなんざ、俺としては放ほう置ちしたかったんだが──息子のシュナイクはまだ怖こわいもの知らずでな。自分が介かい抱ほうするといって、そのままおまえさんを拾ってきた。我が息子ながら困ったもんだ」

　男は肩を竦すくめて、そんなことを言った。正直に〝放置したかった〟などと、本人の目の前で言うあたり、歯はに衣きぬ着きせぬ性しよう分ぶんらしい。

「……ありがとうございます。どうやら、助けていただいたみたいで……」

　殊しゆ勝しようかつ気き弱よわげに、アンジェリカは病びよう床しようから礼を述のべた。弱じやく者しやを装よそおい相手を油ゆ断だんさせておけば、体力が回かい復ふくするまでここに居い座すわれる──心の底にはそんな打だ算さんがある。

　男は軽く鼻を鳴らした。

「確かに、礼を言われるだけのことはしたよ。おまえさんは三日ほども眠り続けていたんだ。こっちは何の得とくもないのに、おまえさんを拾って寝る場所を用意して、医者を呼んで点てん滴てきまで打たせてやった。命の恩おん人じんもいいところだな。もっとも──俺は見み捨すてるつもりだったから、偉えらそうなことはいえん。うちの息子に感謝しろ」

　恩着せがましい言葉のわりに、声にはまるで嫌いや味みがない。

　アンジェリカが、今までにあまり会ったことのない性格の人物だった。

　そして巨きよ漢かんは、寝台のすぐ脇わきの椅子に腰掛け、彼女をじっと見み据すえた。

「まったく、〝名無し〟の娘なんざ下手へたに保護して、秘密警察に眼めをつけられでもしたら、それこそ厄やつ介かい事ごとなのにな」

　その言葉に、アンジェリカはすんでのところで舌した打うちを堪こらえた。

（……素す性じようがばれて……つまり、敵の手に落ちたのか!?）

　ここはそもそも敵国の首しゆ都とである。この地において、自分の素性を見み破やぶられるということは、即すなわち敵てき対たいを意味しているはずだった。

「ん？　こっちがおまえさんの素性を知っていて、驚いたのか？　そりゃわかるさ。あの夜、秘密警察の連中があの付近で間諜スパイ狩がりをやっていたことは、こっちの耳にも入ってきている。返かえり血ちを浴あびて、あんな状態で倒れていれば、だいたい想像はつくさ。おまけに──うわごとで神しん姫きやジラーハのことまで呟つぶやいていたとなれば、もう確定だ」

　男はからからと笑ったが、アンジェリカの方は次し第だいに眼を細くしていった。

　彼らは何の目的があって、敵であるはずの自分を保護したのか──それが読めない。

〝倒れていたから助けた〟などという、人じん道どう的てきな理由ではないだろう。

　アンジェリカの不ふ信しん感かんを察さつしたらしく、男はふと笑いをおさめた。

「──そう緊きん張ちようしなくてもいい。秘密警察に引き渡したりはしない。俺おれも連れん中ちゆうのことは嫌きらいだし、ただでさえ忙いそがしいってのに、これ以上の厄やつ介かい事ごとは御ご免めんだ。こう見えても立場のある身でな」

　彼の言葉は、アンジェリカにとって意い外がいなものだった。

　無言のまま、中年の巨きよ漢かんを見上げる。

　堂どう々どうとした立たち居い振ふる舞まいといい、人を見み定さだめるような眼めつきといい、どうにも御ぎよしにくい気け配はいが強い。

「……貴方あなたは、何者ですか？　ただの物好きな金持ちとは思えません」

　意を決して問うと、男は軽く鼻を鳴らした。

「名無しの連中でも知らんか。まぁ、一応はまだ若わか手てだからな……名は、ダルグレイ・バルトゥールという。この国の一議員だよ」

　男は事ことも無なげにそう言った。

　一方のアンジェリカは、ここで思わず絶ぜつ句くする。

　このラトロアという地では、選挙によって民が政治家を選ぶ。アンジェリカ達にとっては信じ難いことだが、この国はそうして各地の代表者を中央に集め、合ごう議ぎによって政治を行っていた。

　目の前の男は、そうして選ばれたうちの一人らしい。

　ダルグレイ・バルトゥールという名にも聞き覚えはある。

　本人は〝若手〟などと謙けん遜そんしたが、現在の与党である金きん糸し党とうの中ちゆう堅けんで、前国家元げん首しゆであるルースター・エアルの娘むすめ婿むこにあたる議員だった。

　少々、過か激げきな言動が災わざわいして、有ゆう識しき者しや達からは眉まゆをひそめられる存在らしいが、それでいてなかなか隙すきを見せない。大きな醜聞スキヤンダルもないままに当選回数を重ねてきた、いわば実力派の政治家である。

〝この男が、その……〟

　アンジェリカは戸と惑まどいつつ、目の前の巨漢をまじまじと見み据すえた。

　ダルグレイは思し案あんげに顎あごを撫なでている。

「……ひょっとして、俺の名は知っていたかな？」

「──当然です。お顔までは存ぞんじませんでしたが、お名前は以前から伺うかがっておりました」

　淡たん々たんと冷たい声でそう返すと、ダルグレイはわずかに微笑ほほえんだ。

「国こく防ぼう政せい策さくの件けんで、ジェラルド元首と真まっ向こうから対立しちまったからな。しかも新聞屋の連中が面おも白しろおかしく煽あおるもんだから、変なところで名が売れた。こっちは特に変なことは言っとらんつもりなんだが……」

　愚ぐ痴ちになりそうな気配を察して、アンジェリカは別の疑ぎ問もんを差さし込こむ。

「議員という立場にある者が何故なぜ、私などを助けたのです？　敵国の間者スパイを保護するなど……」

　ダルグレイは肩を揺ゆらして笑った。

「だから、俺おれは〝見み捨すてるつもりだった〟と、さっきも言っただろう。おまえさんを助けたのは、うちの息子むすこのシュナイクだ。理由なら奴やつに聞け。ほら──」

　絨じゆう毯たんの敷き詰められた廊下から、くぐもった足音が駆けてきた。

「……ちょうど、来たようだ」

　ダルグレイの開けた扉とびらから姿を見せたのは、まだ子供といっていい年とし頃ごろの少年だった。利り発はつそうなその顔立ちは、いかにも良りよう家けの子し息そくらしい。

　幼おさなさの残る命の恩おん人じんに向けて、アンジェリカは寝たままに軽く会え釈しやくをした。

　たちまちに少年の顔がほころぶ。

「よかった！　本当に気がついたんだね。一時はどうなることかと思ったけど、もうだいじょうぶかな」

　まだ声変わりも迎えていない涼すずやかな声を快かい活かつに張り、彼は寝台ベツドのアンジェリカに歩み寄った。

　人ひと懐なつっこい厚こう意いで身を固めたようなその雰ふん囲い気きは、彼女にとっては馴な染じみの薄うすいものである。まだ子供であると同時に、おそらくは苦労知らずなのだろうと勝かつ手てに思った。

　ダルグレイが少年の頭に手を置きながら、アンジェリカに彼を紹しよう介かいする。

「息子のシュナイクだ。親の俺が言うのもなんだが、なかなかの秀才でな。まだ幼いが、知識だけなら、いっぱしの錬金術師アルケミストなみだ」

　その少年、シュナイクは、確かに学がく士しのような長衣ローブをまとっていた。

「よろしく、シュナイク・バルトゥールです。貴方あなたは？」

「……アンジェリカといいます」

「アンジェリカ──うん、いい名前だね」

　少年はそう誉ほめたが、彼女自身は、この名に対して特に愛あい着ちやくももっていない。そもそも、〝名無し〟たる自分にとっては、任務のためだけに与えられた仮かりの名である。

　息子と入いれ替かわりに、ダルグレイが背を向けた。

「さて、シュナイクも来たことだし、俺は戻もどる。アンジェリカ、さっきの質問には、こいつが答えるはずだ。まぁ、体力が戻るまではゆっくりしていけ」

　そそくさと部屋を出て行く背を見送って、アンジェリカは内心で呆あきれた。

（……舐なめられているのか？　それとも、油ゆ断だんしきっているのか……）

　おそらく廊下には警備の者がいるのだろうが、幼い自分の息子と、敵国の間諜スパイであるアンジェリカとを部屋に二人きりにするというのは、豪ごう胆たんというよりは単たんに軽けい率そつな気がした。

　シュナイクは人懐っこい微笑を向け、アンジェリカの目の前に座った。

「僕ぼくに何か、聞きたいことがあるのかな。いま、父上がそんなことを言っていたけれど……」

　アンジェリカは数すう瞬しゆん、言葉を選んだ。

「……まずはお礼を申し上げます。危あやういところを助けていただいて──でも、敵と知りつつ私を助けた、その理由が気になります。私を通じて仲間達の情報を得ようというなら、それは無む駄だなことです。そもそも私は末まつ端たんの人間ですから、詳くわしいことは……」

「ねぇ、アンジェリカ。ジラーハって、どんなところなのかな？」

　アンジェリカの言を遮さえぎって、シュナイクがそんな問いを挟はさんだ。

　面めん食くらうアンジェリカの眸ひとみを、少年は真まっ向こうから覗のぞき込こんできた。

　青く澄すんだ眸は真しん摯しで、とても子供の眸とは思えない意志の強さを感じさせる。

　アンジェリカはふと、その眸に気け圧おされた。

「──機き密みつとかそんなことは、どうでもいいんだ。ジラーハがどんな国なのか、ラトロアについてどう思っているのか、そういうことを、実際に暮くらしていた貴方あなたに聞きたい。人々の世間話程度の情報で充じゆう分ぶんなんだ。それともう一つ──」

　シュナイクが声を潜ひそめた。

「僕ぼくはね。ラトロアとジラーハは、たとえ対立はしても、実際に〝戦う〟べきじゃないと考えている。君達も、別にラトロアを制せい圧あつしたいわけじゃなくて、ただジラーハを護まもることが目的だと聞いている。その意味では、そんなに立場が大きく違うわけじゃないと思うよ」

　アンジェリカは啞あ然ぜんとして、シュナイクを見つめた。

「つ、つまり、貴方は……母国であるラトロアを、裏うら切ぎる気ですか？」

　シュナイクは静かに首を横に振った。

「むしろ逆ぎやくかな。僕はこの国を不幸にしないためにこう言っているんだ。もし今、戦争が起きれば、ラトロアは勝つかもしれない。だけど不幸を撒まき散ちらすだけの、実み入いりのない戦争になる。僕は安あん易いな非ひ戦せん派はじゃないつもりだけれど、この国に暮らす一人として、大国同どう士しの泥どろ仕じ合あいは避さけたい」

「……侵しん攻こうをはじめようとしているのは、ラトロア側のはずですが……」

「みんながみんな、その動きを支持しているわけじゃないんだよ」

　シュナイクは溜ため息いきで応じた。

「どうも僕達は、少し時間をかけて、意見を交こう換かんしたほうがいいみたいだ。もちろん、君の体力を回復させるのが先だけど……」

　そう呟つぶやいて、シュナイクは長衣ローブの懐ふところから、小さな薬くすり瓶びんを取り出した。

「君は三日間も眠り続けていたんだ。今は起きたばかりで実感できていないだろうけれど、身体からだは衰すい弱じやくしきっている。特に胃い腸ちようはからっぽの状態で、まともに食べ物も受け付けないよ。この薬は、胃腸に負ふ担たんをかけずに栄養を補ほ給きゆうできる。飲むといい」

　シュナイクがアンジェリカの肩を支え、その半身を起こさせる。

　差し出された薬瓶を、恐おそる恐おそる覗き込み──彼女は思わず息をつめ、眉まゆを寄せる羽は目めになった。

　そこに満たされていたのは、毒どく々どくしい緑色の液体だった。塗と料りようとでも言われれば納なつ得とくしただろうが、これが薬と言われても、なかなか口に入れる気にはなれない。

「こ、これは？」

　やや引きながら問うと、シュナイクはにっこりと柔にゆう和わな笑みを返してきた。

「主な成分は薬やく草そうだよ。特に変なものは入っていない。弱った身体からだでも吸収しやすいように、いくつかの工夫はしているけど──慣なれると美味おいしいよ」

〝毒など入っていない〟とでも言いたげに、シュナイクはそれを自らも口に含ふくんでみせた。

　突き出された薬くすり瓶びんを一度は受け取ったものの、アンジェリカはそれを返そうとした。

「せっかくですが、これはやめておこうかと思います。まだ貴方あなたがたを信用したわけでは……」

「飲んで」

　シュナイクは、にっこりと──ただただ柔和に微笑ほほえみ、優やさしくアンジェリカに囁ささやいた。

　アンジェリカはわずかに頰ほおを引きつらせる。

　シュナイクは完全に〝笑顔〟ではある。だが、その少年らしい笑顔の向こう側に、〝恐おそろしい何か〟がいる──そう感じさせる、不思議な威い圧あつ感かんのある微笑だった。

　アンジェリカは戸と惑まどいつつ、なおも拒きよ絶ぜつした。

「お心遣づかいは嬉うれしいのですが、私はこうしたものを口にはしたくな……」

「いいから、飲んで。我わが儘ままを言える立場じゃないことはわかっているよね？　いま飲んでおけば、回かい復ふくが二日は早くなる。秘密警察の人達が万が一、ここを嗅かぎつけないとも限らない。こちらもリスクを負おっている以上、貴方には是ぜが非ひでも、早く回復してもらわないと」

　シュナイクはあくまでにこやかに、半なかば脅きよう迫はくじみた言葉を紡つむいだ。

　そして彼は、絶ぜつ句くしたアンジェリカの口元に薬瓶を添そえ、強ごう引いんに傾けていく。

「や、やめ……！」

「不味まずいのは最初だけだよ。気にせず一ひと息いきに……」

（こ、この子、見た目とは裏うら腹はらにめちゃくちゃ強引……!?）

　覚かく悟ごを決めて、彼女は液体を口に含んだ。

　初めは特に何も感じない。どろりとした感かん触しよくが舌したを流れて喉のどへと至り、そして──

「────っ!?」

〝味〟を知ち覚かくするや、アンジェリカは硬こう直ちよくし、声にならない悲鳴を漏もらした。

　決して、苦にがかったわけではない。

　もっと恐ろしいことに、ただひたすらに、〝甘あまい〟のだ。

　舌が痺しびれ、喉がひりつき、視し界かいが一瞬揺ゆらぐほどに甘い。否いな、甘いというより、甘すぎてもはや辛からい。

　間違っても糖とう分ぶんの甘さではないだろう。薬に含まれるなんらかの成分が、舌に甘かん味みとして感じられるのだろうが──下手へたをすると、人を殺せそうな常じよう軌きを逸いつした甘あまさである。

　溜たまらずに口に含ふくんだものを吐はこうとすると、シュナイクがすかさず、その口を手で塞ふさぎ、鼻までつまんだ。手て馴なれたその動どう作さに驚きつつ、アンジェリカは身をよじる。

　にこにこと笑いながら、少年はアンジェリカの顎あごをあげさせた。

「飲んじゃえばなんてことないよ。父上や屋や敷しきの人達にも、風邪かぜをひいた時とかには飲ませているんだ。みんな、初めは抵てい抗こうするけど、薬としての効果は認めている」

　間諜スパイとはいっても、アンジェリカは〝拷ごう問もん〟に対する訓練などは受けていない。そのことを後こう悔かいしかけたほどの暴力的な甘みは、やがて喉のどを流れ落ちて胃いに染しみていった。

　飲み込んだことを確認してから、シュナイクがやっと手を離す。

　アンジェリカは気が遠くなるのを感じて、そのまま寝台ベツドに倒れこんだ。

　シュナイクが子供扱いにその頭を撫なで、薬くすり瓶びんを懐ふところに仕し舞まう。

「病やみ上あがりの体力回かい復ふくには、特に良く効きく。これから三日ぐらいは、一日に三回ずつ、きっちり飲んでもらうからね」

　シュナイクは事ことも無なげにそういったが、アンジェリカは絶望に近い恐怖に慄おののき、その眸ひとみを見開いてしまった。

「子供じゃないんだから、薬くらいは嫌いやがらずに飲めないと。汗あせもかいているだろうから、後で侍じ女じよに着き替がえを持ってこさせるよ。じゃ、次の薬の時間にまた来るから」

　恐おそろしい予よ告こくを残して、シュナイクはすたすたと部屋を出て行った。

　吐はき気けを堪こらえて寝台に寝そべり、アンジェリカは呆ぼう然ぜんと天井を見上げる。

　食べ物や薬の味について文もん句くを言うほど、贅ぜい沢たく者ものではないつもりだったが──限度というものは確かに存在すると、彼女は他人ひと事ごとのようにそう思ったものだった。
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　秋晴れの空の下、ラトロアへと向かう馬車の群むれは、順じゆん調ちように旅路を進んでいた。

　整せい然ぜんと隊たい列れつを作り、互たがいに速度を合わせての動きゆえに、流れとしてはゆったりしている。

　だが、一歩ずつであろうと確実に、一団はラトロアの地へと向かっていた。

　その後方に位置する一台の馬車に、アンジェリカはシュナイクと共に乗っていた。

　すぐ脇わきからは、悲ひ鳴めいじみた声が聞こえてくる。

（かわいそうに──）

　内心で同情するその相手は、アルセイフの騎士で、ライナスティという青年だった。

　ジラーハを旅立ってしばらくした頃ころに、彼は風邪かぜをひいてしまい、シュナイクの〝獲え物もの〟となったのである。

　にこにこと嬉うれしげに自じ慢まんの薬を飲ませるシュナイクは、まるで善ぜん意いに満ちた悪あく魔まのようだった。

　その薬は、効きくことは効く。そのことはもう、アンジェリカ自身が身をもって知っていた。

　一年ほども前のこと。ラトロアで諜ちよう報ほう活動をしていたアンジェリカは、秘密警察に追おい詰つめられ、シュナイクに拾われた。

　病やまいのせいで倒れた彼女に、シュナイクは嬉き々きとして同じ薬を飲ませ、そしてアンジェリカはめでたく快かい癒ゆした。

　飲み始めたその日のうちから、身体からだに活力が戻もどってくるのを実感できたほどで、その意味ではいい薬に違いない。

（もう二度と、飲みたくはないけれど……）

　そんなことを思いながら、せめてもの口くち直なおしにと、アンジェリカは騎士に水すい筒とうを渡した。

　金きん髪ぱつの騎士は震ふるえる手でそれを受け取り、すかさず水を口に含ふくむ。

「あ、ありがとうございます……俺おれも薬やく草そうの調ちよう合ごうは少しかじってますが、こんなのは初めてで……！」

　もはや半泣きといっていい。

「……そんなに凄すごいのか？」

　同じ荷に馬ば車しやに乗ったディアメルという女騎士が、恐おそる恐おそる問いかけた。

　アンジェリカは無言で大きく頷うなずいたが、シュナイクは首を横に振る。

「そんな、大おお袈げ裟さな。ただの栄養補ほ給きゆうの薬です。でも、人間のもつ治ち癒ゆ力りよくを高める効果もありますから、軽い風邪かぜならこじらせることなくすぐに治なおしてしまいます。胃い腸ちようにも優やさしいですから、身体からだに負ふ担たんもかかりません」

「で、でも、舌したと喉のどと精神にはすごい負担が……！」

　そう呻うめいた青年騎士の額ひたいに、女騎士は濡ぬらしたタオルをあてがった。表情は苦笑混じりだが、相あい棒ぼうの身を心配してはいるらしく、彼女は朝から同じ馬車にいる。

「……ともあれ、助かりました。ありがとうございます、シュナイク様」

　ディアメルが頭を下げるのへ、シュナイクが穏おだやかな笑みを返した。

「弱った時はお互たがい様さまです。では、我われ々われはこれで」

　坂道をゆっくりと登る馬車から、シュナイクは身み軽がるに飛び降りた。

　アンジェリカもその後に続き、少し前を走る自分達の馬車へと戻りはじめる。

　護ご衛えいの騎き馬ばや馬車が多数に渡って同行しているために、その列は長い。

　何分にも、神しん姫きの妹を他国へと送るための一団である。そうそう小しよう規き模ぼになるはずもなかったが、それでもなお、アンジェリカの予想より少し多かった。

　これは、アルセイフからついてきた王おう弟ていフェリオと、その護衛役の騎士達が同行しているせいもある。

　他ほかに来訪者ビジターと呼ばれる者達や、シャジールの民も二人ほど混ざっているが、彼らの目的は〝死の神霊アービタ・スピリツト〟にあり、旅の途中から別行動をとる予定となっていた。

　シュナイクを連れてラトロアからジラーハへと渡った時には、要よう所しよ要よう所しよで協力者はいたものの、基本的には二人きりの旅だった。

　それを思うと、ずいぶんと大おお仰ぎような事じ態たいになってしまったものだと思う。

　早足で歩きながら、シュナイクが振りかえった。

「どうしたんだい、アンジェリカ？　溜ため息いきなんか吐ついて」

　悩みなどないかのように振ふる舞まう少年に対し、アンジェリカは小声で応じる。

「いえ──あと二日ほどで国境かと思うと、少し緊きん張ちようしまして。ジラーハからラトロアへ要よう人じんの使者など、前例のないことです。本当に、何事もなく通してもらえるのでしょうか」

「あぁ、そのことか──大丈夫、国境は越えられるよ。情報を得るために他国の使者を招くことは、議員に認められた特権だ。政府や党の許可を得ていないから、公式の使者としては認められないけれど、交こう渉しようの糸口としては止められるいわれはない。前例についても、ジラーハからの使者は初めてだけれど、過去のラトロアとかつての周辺国との間では、頻ひん繁ぱんにあったことだ」

　シュナイクは自信ありげにそう言った。

　ラトロアには、いくつか奇妙な法がある。

〝それぞれの議員が、それぞれの判断で他国の使者を呼ぶことができる〟と聞いた時、アンジェリカは耳を疑った。そんなことを許せば、必ず外交の混こん乱らんを生むはずだと思ったのだ。

　いつだったか、そのことを問うと、シュナイクは彼女の懸け念ねんを否定はせずに、しかし別の観点からこう告つげた。

〝このラトロアという国は、元は多数の小国家の集合体だ。これまでの歴史の過か程ていで、周辺の小国を効こう率りつ良く吸収していくために、この法ができたんだよ。昔は、いきなり公式の使者をやりとりすることが難しかったから、まずは交渉の糸口をつくる目的で、あえて規則を緩ゆるくしていたんだ〟

　そう言われて納なつ得とくはしたものの、これは危ない橋でもあるらしい。

　この法は前ぜん提ていとして、〝周辺の小国〟から、〝大国であるラトロア〟に、使者を呼ぶためのものだったという。

　しかし、今回はジラーハという大国──しかも、明確に対立しつつある敵国からの使者である。実際、法が未み整せい備びな部分の隙すき間まを突くような着ちやく想そうだったらしく、ダルグレイも初めは実行を迷まよったらしい。

　もしバルトゥール家とアンジェリカとの縁えんができていなければ、おそらくこの案も出なかったはずである。ダルグレイとシュナイクは、アンジェリカを通じてジラーハのことを知り、そしてこの決断を下した。

　無む論ろん、アンジェリカは母国の機き密みつなどは漏もらしていない。話した内容は、〝ジラーハの人々がラトロアのことをどう思っているのか〟などの、一般常識に近いことばかりだったが、そんな程度の情報さえも、ラトロアの内側にいる者達にとっては手に入れにくいものらしかった。

　そして、そんな程度の情報しか話さなかったアンジェリカを、ダルグレイやシュナイクは何故なぜか信しん頼らいしている。

　彼女自身は、自分が信頼された理由がよくわからない。他ほかの護ご衛えいもなしでシュナイクを預けたいと言われた時は、驚くより先に呆あきれたし、正しよう気きの沙さ汰たではないとも非ひ難なんした。

　自分は、あくまでただの間諜スパイである。世間から身を隠かくし、事じ態たいの裏側に暗あん躍やくする、卑ひ怯きようで誇ほこり高い存在だと思っている。

　だから敵国を出だし抜ぬくためなら、得た信頼を裏うら切ぎることも厭いとわない。たとえばもし、シュナイクが邪じや魔まな存在になれば、アンジェリカは彼を始し末まつするつもりでいるし、彼にもそのことは告つげた。

　ところがシュナイクもダルグレイも、これをあっさりと笑い飛ばした。まるで、〝そんなことは好きにしろ〟とでも言わんばかりの態たい度どに、アンジェリカは戸と惑まどったものである。

（気き楽らくというか、楽らつ観かん的てきというか──この親子は、最悪の事態をあえて無視しているのか？）

　そんなふうにも思った。

　実のところ──彼女のこんな本ほん音ねを隠さぬ言動が、かえって彼らの信頼につながったことに、アンジェリカ自身は気づいていない。ダルグレイやシュナイクはただの変へん人じんなのだと、その程度に思っている。

　のんびりと進む自分達の馬車に追いつくと、シュナイクは颯さつ爽そうと荷に台だいに飛び乗り、アンジェリカに向けて手を差さし伸のべた。

　その手を握にぎって馬車に乗り込みながら、アンジェリカはなんとなく、少年に問いかけてみた。

「シュナイク様。国境を越えれば、使者のことがジェラルド元げん首しゆ達の耳にも届くはずです。父ちち君ぎみや貴方あなたに、危き険けんが及およぶ可能性もありそうですが……」

　戻もどった馬車の中では、フェリオとウルクが肩を寄せ合い居い眠ねむりをしていた。ウルクの膝ひざにはシアもおり、彼女も毛布にくるまって、安らかに寝息をたてている。

　そんな彼らを起こさぬよう、アンジェリカは静かに、シュナイクの隣となりへ腰を下ろした。

「そんなことを心配していたのか？　当然だよ。こっちは最初から、命いのち懸がけでやっているんだ」

　声を潜ひそめつつも、シュナイクはやはり笑顔のままだった。

　それは、子供らしい恐おそれを知らないだけの表情にも見える。

　だが一方で、全すべてを承しよう知ちの上で覚かく悟ごを固めた、一人の政治家の顔にも見えてしまう。

　命懸けとは大おお仰ぎような言い方だが、これは彼の偽いつわらざる本心なのだと、アンジェリカにはわかっていた。

　これは命を懸けるに足たる仕事だと、彼はそう判断している。

　少年らしからぬ思し考こうながら、一方では青あお臭くさいほどに若いとも思う。その若さはしかし、アンジェリカにとって不ふ快かいなものではない。

　笑顔を浮かべるシュナイクの眼めには、強い意志の光が宿やどっていた。

「どのみち、今のままだと、ジェラルド元げん首しゆ達は確実にジラーハとの戦争を起こそうとする。いざ戦せん乱らんになったら、僕達だって無事じゃいられない。どうせ命いのちを懸かけざるを得えないなら、今のうちに、戦乱を避さけるために懸けておきたいんだ。たぶん──あのウルク司し祭さいも、同じような考えなんだと思うよ」

　馬車の隅すみでくうくうと眠る青い髪かみの司祭を、シュナイクが視線で示した。

　アンジェリカも頷うなずき、その尊そん顔がんをじっと見つめる。

　──彼女ほどの大おお物ものが動くとは、アンジェリカにとっても予想外のことだった。

　なにせ神しん姫きの妹である。和わ平へいの使者としてならともかく、それ以前の段階で敵国へ発たつような軽い立場ではない。

　ウィータ神殿の上層部でも意見は割れ、特にウルクの父であるマディーン司し教きようなどは、それこそ卒そつ倒とうしかねない勢いで反対にまわったと聞く。アンジェリカ達の直接の上官であるカシナート・クーガさえも反対に回ったが、ここで意い外がいな人物が、ウルクの味み方かたをした。

　カシナートの父、シュタインベック・クーガ大司教である。

〝現体制の主しゆ導どう者しや達の動きを見るに、放っておいても、ラトロア側の宣せん戦せん布ふ告こくは時間の問題である。一方、今回の提てい案あんを受け入れれば、ラトロア内部の主張を分ぶん裂れつさせられる可能性も見えてくる。駄だ目めで元もと々もと、誘さそいに乗ってみる価か値ちはあるだろう〟

　彼が会議の席でそう発言したことを後から聞き、アンジェリカはぞっとしたものである。

　この言葉は、決して額がく面めん通どおりには受け取れない。

　シュタインベックは、冗じよう談だんにも楽らつ観かん的てきとは言いい難がたい政治家だった。むしろ逆ぎやくに、常に最悪の事じ態たいを想そう定ていしてから動く男である。

　その彼がこう発言した真しん意いは、つまりもし、ウルクが旅先で死んだとしても、〝その死を利用できる〟と踏ふんだからに他ほかならない。

　人々の支持が厚いウルクにもしものことがあれば、彼女の仇あだ討うちという名めい目もくで士し気きが高まるし、おそらくは志し願がん兵へいも大幅に増ふえる。亡なきウルクの存在を象しよう徴ちようとして団結すれば、ラトロアの侵しん攻こうを食い止める上で、大きな効果をあげるだろう。

　上手うまくいけば良し、駄目で元々、失敗しても今より状況が悪くなることはない──シュタインベックのこの考え方は、人間味には欠かけるかもしれないが、ジラーハを護まもる政治家としては正しい。

　ウルク自身もこのことには気づいているはずだが、彼女がラトロアへ向かうのはあくまで〝開かい戦せんを止とめる〟ためであり、むざむざ死にに行くわけではない。アンジェリカ達も、それこそ命を捨ててでも彼女を護る気でいる。

　紆う余よ曲きよく折せつは経へたものの──結局、シュナイクの招まねきに応じる形で、ウルクの派は遣けんはどうにか承しよう認にんされた。

　シュナイクにとっては、願ねがったり叶かなったりのことである。

「でも驚いたな。まさかジラーハで、ハーミット叔父おじさんに会うとは思わなかった。おまけにアルセイフの王おう弟ていと知り合いになっているなんて──」

　剣士のハーミット・エアルは、エアル家の三男坊らしい。シュナイクの母は、そのハーミットの姉にあたる。だから叔父とはいっても、ハーミットはまだ若い青年だった。

　彼はラトロアの秘密警察に眼めをつけられ、国を出しゆつ奔ぽんしたと聞いている。

　この家の親しん戚せきまわりはどうにも危なっかしいが、逆ぎやくにいえば、そんな家か風ふうだからこそ、シュナイクのような性格の子供が出てくるのだろう。

　そのハーミットは、シルヴァーナという北方民族の娘らと共に、玄げん鳥ちように乗ってラトロアへと先せん行こうした。

　情報収集と、後続する者達のための拠きよ点てん確かく保ほが目的である。

　シュナイクが小声で、アンジェリカに囁ささやいた。

「あのシルヴァーナって人は、ハーミット叔父さんの恋こい人びとなのかな？」

「そんな風ふうには見えませんでしたが……」

　ませたことを言う子供に、アンジェリカは溜ため息いきを返す。

「そうかなぁ。でも綺き麗れいな人だったよね」

　こうした会話は苦にが手てだったが、無む視しするのも失礼な気がして、アンジェリカは話を合わせた。

「シュナイク様は、ああした女性がお好みですか？」

「うーん……僕は、アンジェリカのほうが好みかな」

　無む邪じや気きにそんなことを言うシュナイクに、アンジェリカはまた深ふか々ぶかと溜め息を吐ついた。

「……貴方あなたの将来がとても不安です。その口くち八はつ丁ちようで、どれだけの人を誑たぶらかすことか──」

　世の中には、子供に殊こと更さら弱い女もいるが、アンジェリカはそうではない。彼のからかうような言葉にも、極きわめて冷静に対たい応おうできる。

　シュナイクはくすくすと可愛かわいらしく笑った。

「本当だよ？　特に、君のそういう現実的なところが大好きなんだ」

「老ろう婆ば心しんから申し上げますが、その性格のまま成長すると、いつか誰だれかに刺さされますよ」

　アンジェリカの容よう赦しやない切きり返かえしも、シュナイクは笑顔で受け止めた。

「確かに、子供だからこそ言えることなのかもしれないね」

　子供らしからぬ理り知ち的てきな声で、シュナイクがそう応じる。

「でも僕は、噓うそはついていないよ。助けた名無しが君じゃなければ、信しん頼らいしなかったかもしれない。その場合には、この旅も実現しなかっただろうね」

「現状が〝私のせい〟のような言い方は卑ひ怯きようです。責せき任にんは貴方とダルグレイ議員にとっていただきます」

　皮ひ肉にく混じりに冷さめた声で応じると、シュナイクが笑った。

「もちろん責せき任にんはとるつもりだよ。でも、上手うまくいったら、それは君のおかげだ」

　シュナイクは小さな手で、アンジェリカの頭をぽんぽんと撫なでた。

　子供にそんなことをされても腹が立たないことが、アンジェリカには少し不思議だった。

　シュナイクはごく小声で呟つぶやく。

「アンジェリカ。君は嫌いやがるだろうけれど、ひょっとしたら君の存在こそが、ラトロアとジラーハとの開かい戦せんを阻そ止ししたきっかけだと、後こう世せいの歴史家は判断するかもしれないよ。君は今、それだけの事じ態たいに立ち会っているんだ」

　そう言われて、アンジェリカは眼めをしばたたかせた。

「……私が？」

「だってそうだろう？　君が僕ぼくをジラーハに導みちびいてくれなかったら、この旅は実現しなかった。もちろん、開戦を阻止できるかどうかは、今後の動き次し第だいだけれど──何もしなかったら、ほぼ間違いなく、ジェラルド元げん首しゆの主しゆ戦せん派はに人数が流れる。ウルク司し祭さいやフェリオ様のおかげで、それを阻止できる可能性が出てきたんだ」

　もし本当にシュナイクの狙ねらいが当たれば、開戦は止められるかもしれない。

　だが──あくまで、〝うまくいけば〟の話である。
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　アンジェリカは薄うすく笑い、空の遠くを見つめた。

「実際に阻そ止しできれば、貴方あなたの名前は残るのかもしれませんね。ですが、私は名前ももたず、歴史の裏側に生きる者です。後こう世せいの歴史家達も、私の名は見ないでしょう」

　そうであるべきだし、そうでなければいけない。

　アンジェリカを含ふくむ〝名無し〟とは、ジラーハの、そしてウィータ神殿のためだけに生きる、殉じゆん教きようの徒とでもある。自分の名を歴史に残すことなどには、意味を感じない。

「成功、失敗に関かかわらず、この任務が終われば、アンジェリカという人間は死に、私は新たな名を得て、別の任務につきます。それが私達の使し命めいであり、生き方ですから」

　アンジェリカがそう告つげると、シュナイクがその眼めつきを改めた。

「決まった名前を持っていなくても──今、君はちゃんと、ここにいるよ」

　やけに真しん摯しなその声に、アンジェリカは内心で驚く。

　シュナイクは視線を俯うつむけた。

「僕だって、名無しの人達の生き方を否定する気はない。自分で選んだ道なら、その道を進む覚かく悟ごは尊とうといと思う。でも、だからといって、自分の今の名前を否定するようなことはしないで欲しい。任務のたびに得るいくつもの名前を、ただ使つかい捨すてにするんじゃなくて、その名前と、その名前での生き方を、もう少し大事にして欲しい」

　シュナイクの言葉に、アンジェリカは違い和わ感かんを持った。

「確か、エアル家の始し祖その方かたも、多数の名前を使い分けていたと聞きましたが──？」

　そんな始祖を持つシュナイクが、たかが名前のことでとやかく言うのは妙な気がした。

「エルシオン・エアルか。昔の人のことだから、僕にはわからないけれど……彼の使い分けた名は、その多くが歴史に残っているだろう？　彼がどういうつもりで名前を変え続けたのかはわからないけれど、一つ一つの名前に対して、きっと誠実に生きた結果なんだろうと思うんだ」

　シュナイクが何を言いたいのか、アンジェリカにはよくわからなかった。

　首を傾かしげていると、少年は不ふ意いに寂さびしそうな眼を向けた。

「話がずれちゃったな。ええとね、要するに──もし名前を変えて、別の名前で次の任務についたとしても、僕のことを忘れないで欲しいって……そう思ったんだ」

　アンジェリカは、ぽかんとしてシュナイクを見つめた。

「……この任務が終わったら〝アンジェリカ〟はいなくなって、別の人間になるって……君はいつも何なに気げなくそういうけれど、それって、置いていかれるほうは寂しいよ。たとえ名前が変わっても、君がアンジェリカであることには変わりないんだ。少なくとも、僕にとっては」

　アンジェリカは素す直なおに戸と惑まどった。

　こんなことを言われたのは、もちろん初めてのことである。

　少年は怖こわいくらいに澄すんだ眸ひとみで、アンジェリカを見つめていた。

　アンジェリカはしばらく思し案あんして──彼の頭を、軽く撫なでる。

「シュナイク様。なら、約束します。今後、名前を変えても、私はこの任務のことを忘れませんし、シュナイク様のことも忘れません。それでよろしいですか？」

「──うん」

　シュナイクは微笑を見せて頷うなずいた。

　少年の顔は、まだ少し寂さびしそうにも見えた。

　彼は本当は、こう言いたいのだろうと思う。

〝このまま、ただのアンジェリカとして、ラトロアにいて欲しい──〟

　シュナイクはひょっとしたら、自分のことを姉のように感じてくれているのかもしれない。アンジェリカとしても、ラトロアで知り合い、旅を共にしてきた彼に、多少は情が移ってしまったのも事実である。

　だが聡さといシュナイクは、無む理りを言ってアンジェリカを困らせるようなことはしない。

　そしてアンジェリカもまた、自分の生き方を変えるつもりはない。

　彼女にも背せ負おったものがある。死んでいった仲間達のことを思うと、自分だけが責せき務むを捨てて、勝かつ手て気ままに生きることなどできなかった。

　任務とともに名前を変え続け、そのたびにそれまでの人生を忘れていくことが、自分に定められた生き方である。

　ただ──恩おん人じんである目の前のシュナイクのことだけは、憶おぼえていようとも思った。

　隣となりに座ったシュナイクが、アンジェリカにもたれかかった。

　その小さな肩に手を回しつつ、アンジェリカは彼に毛布を掛けてやる。

　そろそろ冬が近いとあって、馬車の中も肌はだ寒さむい。アンジェリカは寒さにも慣なれているが、温室育ちのシュナイクには厳きびしいだろうとも思った。

　それでも彼は、この旅の間、一度たりとも弱よわ音ねを吐はいていない。

（……幼おさないくせに、強い子だな……）

　脇わきのシュナイクを抱き寄せてから、アンジェリカは穏おだやかに眠る貴き人じん達に視線を移した。

　そこには、来訪者ビジターの少女を抱いた司し祭さいウルクと、彼女を護まもると言ってついてきたアルセイフの王おう弟てい、フェリオがいる。

　彼らを中心として、この旅路の同どう行こう者しや達は、それぞれに責務と覚かく悟ごを背せ負おっているはずだった。

　誰だれもが危険な橋を渡りながら、事じ態たいの歯車は徐じよ々じよに嚙かみ合あいつつある。

　その歯車によって動かされる未来が、善よきにつけ悪あしきにつけ、どんな形に流れていくのか──今の時点では、アンジェリカには判断がつかなかった。
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　リセリナ・エリニュエスにとって、義ぎ父ふであるエルシオン・エアルの存在は、とても大きなものだった。

　彼は、リセリナを初めて〝一人の人間〟として扱ってくれた大人おとなだった。

　それまで番号で呼ばれていた彼女に、〝リセリナ〟という名をくれたのも彼である。

　実験動物として、複数の姉妹達と共に造つくられた彼女にとって、その義父との記き憶おくは大切なものだった。

　だから、元の世界で義父が失しつ踪そうした時には──それこそ死んでしまおうかと思ったくらいの絶ぜつ望ぼうが、その胸を満たした。

　死ななかったのは、〝義父がまだ生きているかもしれない〟と、そんな希望をもっていたからだとも思う。

　だが、その義父ももう、死が確認されたに等しい。

　この世界に来た時には、まだ〝もしかしたら〟と思っていたが、今はもう諦あきらめがついている。義父によく似にたメビウスという男についても、ハーミットから聞いた感かん触しよくでは明らかに敵だったし、そもそも失踪した義父よりもだいぶ年下に見えた。

　あるいは彼も、ハーミットらと同じく義父の血を引いていて、たまたま隔かく世せい遺い伝でんなどで顔が似てしまったのかもしれない。

〝お父さんは、こっちの世界で……どんな一生を過ごしたんだろう……〟

　リセリナは、そんなことを考える。

　ハーミットは、〝幸せだったはずだ〟と言っていた。

　そのこと自体は、嬉うれしいと思う。

　だが一方で──その義父の過ごした〝幸せ〟の中に、自分はいなかったのだと思うと、どうしても涙が出てきてしまう。

　この事実を知った直後、フェリオの前で泣いてしまったのも、その寂さびしさを彼に慰なぐさめて欲しかったからだった。

　もしこの世界で彼に出会っていなかったら、リセリナはそれこそ、寂しさで潰つぶれてしまっていたかもしれない。

　自分の弱さは、それなりに自じ覚かくしている。

　だからこそ、強くなりたいとも思うし、挫くじけないフェリオやウルクのことが眩まぶしく見える。

　その眩しさに、眼めが眩くらんでしまうほどに。

〝この世界の私って……なんなんだろう〟

　リセリナはいつも自問している。

　同じ顔をした姉妹達を見み捨すてて、独ひとり生いき延のび、元の世界では殺人という罪つみを犯おかして、この異い世せ界かいに逃げてきた。

　ほとんど流されるがままに生きていると、自分でも実感する。

　だから今回は、自ら決断をした。

　フェリオ達から離れて、ラトロアに行き、死の神霊アービタ・スピリツトに対たい処しよすると──それが自分の役割だと見出し、彼女はこの旅路につく決意を固めた。

〝それが、どうして……〟

　リセリナは膝ひざを抱かかえて、揺ゆれる馬車の中に顔を俯うつむける。

　彼女から離れた荷に台だいの隅すみでは、ムスカが難しそうな本を読んでいた。

　ここは荷運び用の馬車で、座席などはない。板敷きの上に荷物が積み重ねられており、ムスカもその荷物を背もたれにしている。

　しばらく前まで、リセリナはフェリオ達と同じ馬車にいた。

　フェリオとウルクは並んで眠ってしまい、その光景に居い心地ごこちの悪さを感じて、こちらの馬車に逃げてきたのである。フェリオ達から離れられれば、居場所は何処どこでもよかった。

〝なんだか、もう──悩むのに、疲つかれちゃった……〟

　それがリセリナの本ほん音ねだった。

　今はもう、何も考えずに、任務か何かに没ぼつ頭とうしたい。早くラトロアに入って、フェリオ達と別行動になればいいのにとも思う。

　離れてさえいれば、フェリオのことも忘れられるかもしれない。

　黙もく々もくと本を読んでいたムスカが、ちらりと顔を上げた。

　リセリナは小声で話しかける。

「教授──私、読書の邪じや魔まですか？」

「いや、別にそんなことはないが──何か読むかね？」

　ムスカが、手元に置いた本の束たばを指差した。

　リセリナは黙だまって首を横に振る。ムスカの好むような本は、たとえこの世界のものでも、リセリナには難しい。

　ムスカはそれきり口を閉ざし、再び書物に視線を落とした。
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　山越えの坂道をゆっくりと登る荷に馬ば車しやの中──

　リセリナの沈んだ気け配はいを感じながら、ムスカは一冊の本を読みふけっていた。

　それは錬金術アルケミーに関かかわる書物である。

　この世界における錬金術アルケミーとは、つまりは擬ぎ似じ科か学がくのような位置づけらしい。そして、必ずしも〝金をつくる〟ことだけに焦しよう点てんをあてているわけではなく、本質的には〝変化〟を模も索さくするための学問だった。

　鉄を金に変える、卑ひ金きん属ぞくを貴き金きん属ぞくに変える、そういった変化はもちろん、その本は〝時の変化〟についても興きよう味み深い考こう察さつをしていた。

『時の流れる速さとは、どこにあっても一定なるものではない。時は移ろいを重ねる上で、常に波のようにうねり速度を変化させているが、人を含ふくむすべての事じ象しようもその時に合わせて一いつ緒しよに動いてしまうがために、変化を知ち覚かくできないだけのことである。結果、時の流れは一定であるかのような錯さつ覚かくが、そこに生まれる』

　その一節を読んで、ムスカはふむと唸うなった。

　妙な考え方だと思う。

　光速に近づくに連れて、時間の進み方がゆっくりになる──そうした意味での記き述じゆつならば、納なつ得とくはできる。だが、この記述はそうではない。

　時はうねりながら、その速さを変えているが、人間も一緒に動くために、それを知覚することはできない──そう記しるしている。

（この論では、〝時〟の定てい義ぎが不明確だし、どうにも観かん測そく者しやが不ふ在ざいだな……）

　すべての事象が時と共に動くということなら、そのうねりを観測することはできないだろうと思う。もとより、〝そんなうねりは存在しない〟と考えるのが自然な思し考こうだろう。さらにはそれ以前に、〝時の流れ〟というものが、そうしたうねりを生じ得る概がい念ねんなのかどうかさえ、ムスカには判断がつかない。

　彼の専門は人体、特にその強化についての知識に偏かたよっている。

　この書物を、文明の劣おとる世界に住む、一人の妄もう想そう家かの戯ざれ言ごとと片付けることもできたが──それでもムスカは、その続きに興味を引かれた。

『この時のうねりを、我々が観測することは不可能である。また、我々の世界だけについて考えた場合、このうねり自体が問題とならない。この時のうねりが意味を持つのは、まったく別のうねりを持つ他の空間──それこそ〝別の次じ元げんにある空間〟と、我々のいるこの空間とが、なんらかの関係を持った時である。違う時のうねりが出合った時に、そこには大きな〝時間の差〟が、継けい続ぞく的てきに、しかも不規則な波をもって生まれることとなる──』

　読みながら、ムスカは思し案あんした。

　つまりこれは、四次元やら五次元やらといった別次元の概念と、時間の流れとの関係を絡からめた仮か説せつなのかもしれない。

『たとえば、この世界とは別の世界が、どこかにあるとする。この世界で一日が経たつ間に、その世界では一年が経っているかもしれない。その逆ぎやくもまたあり得るのだ。つまり、別の世界での一日が、こちらでは一年に相当する──否いな、一年どころか、五年、十年、はたまた何百年、何千年というずれが生じる可能性もある──』

　想像力のたくましい著ちよ者しやもいたものだと、ムスカは感心した。

　実際のところ、この本の著者は、主張を裏付ける根こん拠きよを何も示していない。推すい論ろんというより、もはや妄もう想そうに近い内容ではある。

　しかしながら、その妄想は偶ぐう然ぜんにも、現実と近い関係にありそうな気もした。

〝ムスカ達が元いた世界〟と〝こちら側の世界〟との関係は、まさにこうしたものなのかもしれない。

　二つの世界ではそれぞれ、時の流れ方が違う──なればこそ、こちら側の世界には、何千年か前から不定期に少数の〝来訪者ビジター〟が訪おとずれ、ムスカ達の世界では、数年前から頻ひん繁ぱんに〝行方ゆくえ不明者〟が出てきた。

　その痕こん跡せきは、文化や風習、書物に形を変えて、いたる所に残っている。

　たとえば、この世界における施せ療りよう師しを象しよう徴ちようする紋もん章しようと、ムスカ達の世界における軍の印しるしが同じなのも、その一例らしい。

　シャジールの民の話では、かつて医い療りよう班はんに属していたある来訪者ビジターが、この世界で施療師達の祖そとなったという。その人物が使っていた軍の印がそのまま、この世界では〝施療師〟の印として定てい着ちやくした。

　そして──その人物の名は、ムスカにとっては知人でもある。親したしい仲ではなかったが、元の世界ではエルシオン・エアルより前に失しつ踪そうした研究者だった。

　元の世界ではつい最近に失踪したエルシオン・エアルも、こちら側の世界では、百五十年前の人物である。

（世界の謎なぞ、か……シャジールの民は、まだ何か隠かくしているようだが……）

　こうした知識欲は、学者としての本能のようなものだった。いくつかの疑問について、シャジールの民に問いかけても、彼らは明めい言げんを避さけた。

　それらに対し、ムスカなりの推論は得ているが、確かく証しようはないし、証明するための手段も思いつかない。

　漠ばく然ぜんとした思し考こうを適当に巡めぐらせ、ムスカは視線をさまよわせた。

　その視し界かいの隅すみ、馬車の荷に台だいの端はしに、膝ひざを抱かかえた黒髪の少女が再び映うつる。

　リセリナ・エリニュエス──

　元の世界から来た仲間の彼女は、冷たい板の上に座り込み、ムスカと視線を合わせることもなく、ただぼんやりとしていた。

　しばらく前に、彼女はフェリオ達のいる馬車から、この荷馬車に乗り移ってきた。

　落ち着いて読書をするために、ムスカは座席もないこの荷馬車を居場所と決めていた。リセリナはそんなムスカに会いに来たわけではなく、どうも〝逃げてきた〟様子である。

　フェリオやウルクのいる場では、いたたまれないのだろうと察さつしたが、あえてそのことを問うのも酷こくな気がして、ムスカはできるだけ黙だまっていた。

　ただ、改めて横目で見た彼女の顔色の悪さには、若じやつ干かんの不安を覚える。

「……リセリナ。まともに眠っていないんじゃないかね？　昼寝でもしたらどうだ」

「……いえ。別に、眠くないです」

　気き遣づかうと、リセリナはぽつりと応こたえた。

　その声には覇は気きがなく、いかにも彼女らしくない。

　ムスカは改めて嘆たん息そくした。

　──フェリオからも、〝リセリナの様子がおかしい〟と、相談は受けている。

〝恋こい患わずらいだ〟などと率そつ直ちよくに告つげるのは憚はばかられて、ムスカは適当に濁にごしたが、どうやら思ったよりも重傷らしい。時間が経たてば持ち直すかと楽らつ観かんしていたが、ジラーハを発たってから一ヵ月あまり、リセリナの様子は改善するどころか、より悪化している。

（意い外がいに打たれ弱い娘だったんだな……）

　そのことに、少し驚いたのは事実である。

　どちらかといえばしっかり者で、あまり愚ぐ痴ちも言わず、他人に弱みを見せない娘だと思っていた。

　彼女がおかしくなった原因はもちろん、フェリオとウルクの関係にあるはずだが、探していた父親の死を知ったことも、少なからず影響しているのだろう。

　ムスカは彼女のことを、あまりよく知らない。リセリナはエルシオン・エアルの養よう女じよであり、助手の真似まね事ごともしていたから、昔からの知り合いではある。だが、個人的な話をしたことはほとんどないし、彼女のほうでも、ムスカに限らず研究所の職員全すべてとの間に、見えない壁を造つくっていた。

　この世界で、彼女と再会した時、ムスカはその壁をあまり感じなかった。

　それはきっと、フェリオ達のおかげなのだろうと思う。リセリナはフェリオ達と出会ったことで、おそらくは良い方向に変わったのだ。

　ところが──今は、以前のリセリナが周囲に対して持っていた壁が、さらに分ぶ厚あつく強きよう固こなものとなって、彼女の身を囲んでいるように思える。

　旅の間に崩くずれるかと思っていたその壁はより堅かたくなり、内側にあるリセリナの心のほうは、逆ぎやくに崩れてしまいそうな予感さえあった。

（時間が解決するかと思ったが──ほうっておくのは、逆効果か？）

　迷まよいながらも、ムスカはようやく、そう結論づけた。

　閉とじた本を脇わきに置き、リセリナをじっと見つめる。

　その視線に気づいた少女は、気だるそうに首を傾かしげた。

「……なんですか？」

「リセリナ、話がある。こんなことを言うのは気がひけるんだが……最近の君は、明らかにおかしい」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに告つげると、リセリナは表情を変えぬまま、細い肩をぴくりと震ふるわせた。

「……おかしくなんてないです。慣なれない旅が続いて、ちょっと疲つかれているかもしれませんけれど……」

　強がる声にも自信はない。

　どう話したものかと少し考えてから、ムスカは理り詰づめでいくことにした。

「君自身が気づいているかどうかわからんが、おかしいのは確かなんだよ。私が確信したのは、ウィータ神殿での件けんがきっかけだ。御柱ピラーが揺ゆれて、神しん姫きの居室が崩くずれた後のことだが……君は、突然に現れたリカルドと戦ったな？」

　しばらく前の話を急に持ち出されたリセリナは、そこで不ふ審しんそうな顔をした。

　ムスカは続けて、ゆっくりと低く語りかける。

「そして、あの戦いで傷を負った君は、何故なぜか〝昇しよう華か〟しなかった」

「……え？」

　ムスカがそのことを指摘するや、リセリナが呆ぼう然ぜんと眼めを見開いた。

　自分でも、特に気にしていなかったことらしい。

　だがムスカは、リセリナの変へん調ちようのもっとも憂ゆう慮りよすべき点は、そこにこそ隠かくれていると考えた。

「あの、それって……？」

「まぁ、聞きなさい。君の昇華は、切せつ実じつに命の危険を感じた時や、強い恐怖心を抱いた時に、その事じ象しように対する〝逃とう避ひ行動〟として起きる。そのため、自分では制せい御ぎよが効きかない」

　彼女は、昇華の研究過か程ていにおける失敗例である。自らの意思や、あるいは上官の指し示じとは無関係に、自じ己こ防ぼう衛えいの目的で勝かつ手てに昇華してしまう。

　ムスカは、リセリナを凝ぎよう視しした。

「そんな君が、あの時は昇華をしなかった──つまり、あの状況にありながら、君は〝命の危険を感じなかった〟、あるいは〝その危険に怯おびえていなかった〟ことになる。これがどういう意味をもっているか……自じ覚かくしているか？」

　リセリナは無言をもって返事とした。ムスカの言葉の真しん意いが、まだ伝わっていない顔である。

　太い指を組みながら、ムスカは慎しん重ちように言葉を選んだ。

「──つまり、私はね。潜せん在ざい意識の部分で、君が自じ暴ぼう自じ棄きになっているんじゃないかと、そう懸け念ねんしているんだ」

　リカルドの剣で傷を負ったリセリナが、昇華しなかった理由──それは、〝死んでも構かまわない〟という歪ゆがんだ思いが、心の奥おく底そこにあったからではないかと、ムスカは推すい測そくしている。

　リセリナ自身がそのことを自覚しているとは思わなかったが、彼女は心のどこかで、生きることに絶ぜつ望ぼうしつつある──そんな気がしたのだ。

「エルシオン博士の死と──それから、フェリオ様とウルク様のことが、その原因だろう」

「違っ……！」

　びくりと小動物のように反応したリセリナを、ムスカは冷静な眼まな差ざしで見つめた。

　心の内では、〝図ず星ぼしをついた〟と確信する。

　養よう父ふの死と未確定の失恋、この二点だけで生きることに絶ぜつ望ぼうしてしまうなど、心が幼おさなすぎるとは思う。ほとんど病的なほどに繊せん細さいなその心を、彼女は理性と良心で覆おおい隠かくそうとしているが、それがムスカには痛いた々いたしい。

　実際のところ、彼女はまだ十六歳である。もし平和な世であれば、学校にでも行って、友人達と他愛たわいのない交流をして日々を過ごす、そんな生活をしていてもおかしくない年とし頃ごろだった。

　しかし実際の彼女は、優やさしかった養父を失い、見知らぬ異い世せ界かいへとやってきて、戦たたかいの日々の中で恋をし──そして今は、懊おう悩のうに沈んでいる。

　リセリナは眸ひとみを震ふるわせて、ムスカを睨にらんだ。

「教授、変なことを言わないでください」

「──もし違うなら、失礼なことを言った。だが、リセリナ。なんにせよ、君は少し身を引きすぎているんじゃないかね？　自分の心を殺して、それで全すべてが丸くおさまると思っているのなら、それはとんでもない欺ぎ瞞まんだ」

　あえてムスカは厳きびしい言い方をした。

　明らかに動どう揺ようした様子で、リセリナが四し肢しを強こわ張ばらせる。

「私は一応、君より年上だ。だからはっきりと言おう。君はフェリオ様とウルク様の仲に遠えん慮りよしているわけじゃない。半分くらいはそれもあるんだろうが、私にはわかるよ。月並みな言い方になるが──君はむしろ、自分が傷つくことが怖こわいんだろう」

[image: ]

　そのことを指摘するや、リセリナは一瞬だけ、完全に硬こう直ちよくした。

「──もしフェリオ様に、拒きよ絶ぜつされたら……そんな恐怖から逃げるために、体ていよく身を引く振りをしているだけだ。違うかね？」

　彼女は答えない。

　反論したいはずだが、そのための言葉が見つからないのだろう。

　──リセリナは、そういう性格をしている。

　彼女は、こと人間関係においては、傷つくくらいなら逃げることを選んでしまう。

　実験動物として生を享うけた過去の忌いまわしい記き憶おくが、そんな思し考こうを培つちかったのだろう。

　他ほかの姉妹達が死んでいった中で、彼女だけが逃とう亡ぼうして生いき延のびた──そのことが、彼女の〝逃げ続ける〟考え方にも影響していた。

　彼女はいつも、生きることに罪ざい悪あく感かんを持っているのだ。

　エルシオンに引き取られた後も、彼女は周囲に対し、親したしい人間関係をつくろうとはしなかった。親代わりのエルシオンにはどうにか気を許したが、彼の消えた後で、その孤こ立りつする傾向はさらに強くなった。

　失う痛みを知っているからこそ、失うことを殊こと更さらに恐おそれ、また新たに大切なものを得ることさえも恐れている。

　今のフェリオと彼女の関係などは、まさにその例だった。

　彼女は今、友人として、フェリオからの信しん頼らいを得ている。

　もし恋こい心ごころをぶつけて避さけられれば、その信頼さえも失ってしまう。

　逆ぎやくに受け入れられても、今度はいつか、それを失う恐怖にさらされることになる。極端なことを言えば、それこそ死が二人を別わかつとも限らない。

「自分は身を引くという、君の出した解答は、失うことへの恐怖に怯おびえるがゆえの逃とう避ひ行動だ。同時に今の君は、下手へたをすると生きることからさえ逃げようとしている。あの状況下で〝昇しよう華かしなかった〟という事実は、そういう意味をもっているんだよ。そのことは自じ覚かくしたほうがいい」

　この程度の対人関係を恐れていては、まともに生きていけないだろうとムスカなどは思う。

　必要以上におとなしい少女は、視線を震ふるわせ固まっていた。

「──リセリナ、君は臆おく病びようで、繊せん細さいすぎる。悪い意味で子供じみているんだな。不思議と、そんなところだけはイリスとそっくりだ。性格はまるで違うが、感情から逃げている点では変わりない」

　ウルクもフェリオも、リセリナのこの性格についてはあまり気づいていない。

　しかしムスカは、彼女の自じ己こ犠ぎ牲せいの心が、歪ゆがんだ逃避行動の結果であると看かん破ぱしている。

　リセリナの生き方がどこか歪いびつに見える理由も、彼女のこの屈くつ折せつした心が原因のはずだった。

　リセリナは戸と惑まどいを見せながら、ようやく口を開いた。

「で、でも──私はそれでも、決めたんです。ジラーハの神しん姫きにも言われました。私の行動如何いかんで、フェリオさんとウルク様のことにも影響がでるって──その通りなんです。フェリオさんは王族で、私は──私は、こことは違う世界から来た異い邦ほう人じんです。親切にしてもらえるだけでも大変なことなのに、これ以上、迷めい惑わくをかけられません。私が身を引けば、フェリオさんとウルク様はそのまま幸せになれると思います。それって……悪いことですか？」

　リセリナの青あお臭くさい問いに、ムスカは眉まゆ根ねをひそめた。

「神姫に何を言われたのかは知らないが……私は、君の選択について善悪を判断する立場ではないし、君がもし迷まよいなくその決断を下くだすならば、それでもいいとは思っている。だが、現実の君は、私の眼めにも明らかなほど迷っているじゃないか。さっきから言っているが、リカルドと戦たたかった時に、あれだけの傷を負いながら昇しよう華かしなかった事実は──君自身が思っているよりも重いぞ。正直なところ、今の君をラトロアには連れて行きたくない。そんな不安定な心のままでは、それこそ死にに行くようなものだ」

　ムスカはそう断じた。

　リセリナは、肩を震ふるわせる。

「だから──だから私は、けじめをつけに行くんです！」

　その高い声に、ムスカはびくりとした。

「わかってます、そんなこと──私は逃げてるだけだって、自分でもわかってるんです。そんな自分が嫌いやで、変えたいって、思ってるから──だからフェリオさんから離れて、少し冷静になりたくて……このままあの人の傍そばにいると、私、もうどうにかなっちゃいそうなんです！」

「リセリナ……」

　子供のように叫んだリセリナを、ムスカは痛いたましい思いで見つめた。

　リセリナ自身も、自分が声を荒げてしまったことに驚いた様子で、その口元を手で覆おおっている。

「……だって……だって、私には、フェリオさんもウルク様も、眩まぶしすぎるんです。二人とも前向きすぎて、だからあの二人を見ていると、自分がすごくだめだって、思い知らされるから……私も何かできることをしないと、このままだめになっちゃいそうで……ラトロアに行けば、私も、フェリオさん達のために、この世界のために、できることがあると思うんです。それをすれば、自分とも、フェリオさん達とも、もっときちんと向き合えるかもしれないって……だから……」

　すすり泣く声を聞きながら、ムスカは思し案あんを重ねた。

　今の彼女には、〝拠より所どころ〟が何もないのだと思う。

　知る者のいない異い世せ界かいに迷い込み、保護者だった義ぎ父ふの死を知り──そして自分の弱さを知り、想おもい人びとと向き合う勇気はなく、果たすべき責任も特に持っていない。

　ラトロアで死の神霊アービタ・スピリツトに対たい処しよすることは、彼女がやっと見つけた〝果たすべき責任〟なのかもしれなかった。

「──すまない。私は、不用意なことを言ったようだ」

　ムスカは嘆たん息そくとともに謝しや罪ざいした。

　彼女は彼女なりに、不器用ななりに、気を張っている。ただ気を張りすぎて、本人も気づかぬうちに無む理りを重ねていることは間違いない。

　その心を、少しでも軽くしてやりたかったが──これはやはり、彼女自身が、時間とともに解決しなければ意味のない問題なのかもしれない。

「私はただ、これから行くところで、君に死んで欲しくないんだ。エルシオン博士の娘である君には、どうか幸せになって欲しいと願っている。今の君を見ていると──すぐに自分を捨ててしまいそうで、それが不安なんだ」

　リセリナが首を横に振った。

「そんなこと……心配してくれて、ありがとうございます。でも本当に、誤ご解かいしないでください。私、自じ暴ぼう自じ棄きになんてなっていません。深しん層そう心しん理りとか、そういう難しい部分ではどう思っているか、自分でもわかりませんけれど……それと、いろいろなことから逃げているのも確かですけれど、でも、ラトロアで死ぬ気なんてありません。そんな覚かく悟ごもないですし、そこまで思い詰めてもいませんから。今はまだ、整理がついてないだけで……それと、フェリオさんと一いつ緒しよにいるのが、少しつらいだけで……本当に、それだけです」

　リセリナは目め許もとを拭ふきながら立ち上がり、ぺこりと一礼した。

「教授、大声を出してごめんなさい。少し頭を冷やしながら、外を歩いてきます」

　逃げるように馬車を飛び降りるその背を見送って、ムスカは深ふか々ぶかと嘆息した。

（やはり病びよう巣そうは深い、か……）

　とはいえ、まるっきりの無む駄だ話ばなしでもなかったことは、去さり際ぎわの彼女の眼めを見ればわかった。

　物もの悲かなしげで、不安そうで──しかし、必死に向き合おうとするひたむきさが生まれはじめていた。

　他人に感情を吐と露ろできたことで、多少はいい方向に心が動いたと、そう信じたい。

　後ろ向きかつ内ない向こう的てきな、彼女の過か剰じような繊せん細さいさは、気の短い人間から見れば鬱うつ陶とうしく感じる質のものだろう。

　それでも彼女は、そんな自分を少しずつでも変えられないかともがいている。その姿を嘲あざけることは、ムスカにはできない。

　リセリナが去ると、御ぎよ者しや席せきの仕し切きり越ごしに、商人の男が声をよこした。

「……なかなか大変ですな、リセリナ様も」

　声の主ぬしはサンクレット交こう易えきの商人、ロセッティである。

　彼はフェリオ達をジラーハへと送り届けた後、そこで役割を終えたことになっていた。しかし、フェリオ達がラトロアへと旅立つことが決まるや、〝クラウスから往おう路ろを任まかされた以上、道案内にはならずとも、最後まで同どう道どうする〟と言い出し、半なかば強ごう引いんについてきたのである。

　商人として、ラトロアの地に興きよう味みもあるのだろうが、なにより彼はフェリオのことを気に入っている様子だった。主あるじのクラウスを助けた恩おん人じんに対し、旅たび慣なれた身で少しでも役に立てればと、そんな誠せい実じつな心を持っている。

「ですがまぁ、若いうちは、いろいろと悩みがあるものです。リセリナ様は生き真面目まじめな分、余よ計けいに重おも荷にを背せ負おってしまうのでしょうが──いや、しかし、ムスカ様も年としの功こうですな。なかなか鋭するどいことを仰おつしやった」

　御ぎよ者しやを務める商人の軽かる口くちに、ムスカは苦笑を返した。

「よしてくれ、ロセッティさん。年の功なんぞというが……私はこう見えても、まだ三十代の前半だよ」

「え!?」

　これには明らかに驚いた様子で、ロセッティが頓とん狂きような声をあげた。

「い、いや、これは失礼を──とても落ち着かれているので、てっきりもう少し上かと思っておりました」

「この外がい見けんのおかげで、こういう話の時は説せつ得とく力りよくがでる。損そんだか得とくだか、わからんがね」

　無む理りな肉体強化のせいで、見た目が老ふけていることは、ムスカも自じ覚かくしている。

　──あるいは寿じゆ命みようも、そう長くはないのかもしれない。通常の肉体強化であれば、寿命はむしろ延のびる傾向にあるが、過か剰じような強化は反はん動どうを生む可能性もある。

　自分の未来がどうなるかは、いざその時が来てみないことにはわからないが、そんなことを考えてしまうから余計に、ムスカにとってはリセリナ達の若さが眩まぶしい。

（彼らの時代を、残してやらんとな──）

　実年齢のわりには年寄りじみたそんな感かん慨がいを抱きながら、ムスカは書物の頁ページを淡たん々たんとめくっていった。

　ある頁で、その手が不意に止まる。

　そこにあったのは、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟という単語だった。

　といっても、その書物での記き述じゆつはほんの数行で、〝存そん在ざいの有う無むも疑うたがわしいもの〟の喩たとえとして記しるされているだけだった。

　──だが、それは実在する。

　フェリオとウルク達はラトロアの議員との会談を目的としているが、ムスカ達の旅の目的は、むしろその〝死の神霊アービタ・スピリツト〟だけにあった。

　その神霊スピリツトこそが、各神殿の輝石セレナイトを失わせるきっかけを作り、そして現在の混こん乱らんを生み出した元げん凶きようである。

　同行するシャジールの民の話では、この世界の存そん亡ぼうにも関かかわる、危険なものらしい。

　揺ゆれる馬車はそこに向かい、旅を続けている。

　禍まが々まがしい予感と、ある程度の好こう奇き心しんと、そして身を戒いましめるような使し命めい感かんをもって、ムスカはまだ見ぬラトロアの地に、じっくりと思いを巡めぐらせた。
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　夕刻を迎えてようやく、馬車の隊列は一つの山を越えた。

　腰こし丈たけほどの草むらに道を囲まれた高原にて、一行は野の宿じゆくの準備に入る。

　フェリオも騎士達に混じって火起こしを手伝い、ウルクやリセリナ達も食事の支度したくを手伝っていた。

　本来、貴き人じんならば、旅の雑用などはしないものである。だが、騎士達の中で育ったフェリオにとってはごく自然なことだったし、司し祭さいであるウルクにしても、信仰の一いつ環かんとしての雑用は手て馴なれたものだった。旅ならではの不ふ便べんさはあるものの、それすら楽しむ余よ裕ゆうを持ち合わせている。

　良くいえば気さくで、悪くいえば腰が軽い。

　やがて準備が済すむと、豆のスープとパンだけの軽い夕食が配られ、それぞれは思い思いの場所で食事をはじめた。

　フェリオの傍そばにも、いつもの仲間達が集つどっている。

　ウルクと来訪者ビジターのシア、それにラトロアの使者であるシュナイクと、彼の護ご衛えい役やくである〝名無し〟のアンジェリカ──他ほかにもムスカやロセッティなど、気心の知れた人々である。

　ライナスティとその看かん護ごのディアメルだけは、風邪かぜを移さぬようにとの配はい慮りよから、今も馬車に残っていた。アルセイフからジラーハへの旅路ではフェリオが熱を出したが、ジラーハからラトロアへのこの旅路では、ライナスティにその番が回ってきたらしい。気候も夏から秋へと移ろい、体調を崩くずしやすい時期ではある。

　そして、来訪者ビジターのリセリナも、フェリオから少し離れた位置にいた。

　今はスープにパンを浸ひたしてかじりながら、少し思いつめたような顔をしている。

　このところの彼女は、明らかに様子がおかしい。

　それこそライナスティのように風邪でも引いたのかと最初は思ったが、決してそういうわけでもない。

　フェリオも心配してはいたが、彼女自身が何も言わず、それどころかフェリオを避さけるような素そ振ぶりも見せている。

　来訪者ビジターであるムスカにも、このことは相談した。

　ムスカは、〝リセリナ自身の心の問題だから、彼女が自分から立ち直らないと、またすぐに同じようなことになる〟と、意味ありげなことを言っていた。

　彼女は自分に好意を持ってくれているらしいが、その真しん偽ぎもよくわからない。直接に確かめようかとも思ったが、これもムスカには止められた。

〝今、問いかけても、彼女は噓うそしか返さない──〟

　ムスカの声は確信に満ちていた。

　実のところ、リセリナの悩みの本質がどこにあるのか、フェリオは摑つかみかねている。

　自分とウルクの関係に遠えん慮りよしているようでもあるが、それ以前に、もっと根本的なところで、彼女は一つの病びよう巣そうを抱かかえているようにも思うのだ。

　それがわからないのは、自分が恋れん愛あい事ごとに疎うといせいばかりではないと思う。

　彼女の生い立ちや考え方、亡なき義ぎ父ふとのことや、イリスとの確かく執しつ、さらには元の世界で犯おかしたという〝罪つみ〟なども、強く影響していそうな気がする。

　フェリオの眼めには──リセリナは心のどこかで、〝不幸になろうとしている〟ようにも見えるのだ。

　幸福になることを望みながら、しかしその望みを捨てたいという願望をも併あわせ持もっている──そんな印象がある。

　この点は自分の誤ご解かいだと思いたいが、どうにも放っておけない。

　野外での味あじ気けない質しつ素そな食事を済すませ、しばらく休んだ後で、フェリオはリセリナに話しかけた。

「リセリナ。食後に、久ひさ々びさに剣の練習でもしないか？　暗いから本気ではできないけれど、夜の戦たたかいに対応するための訓練にもなる」

　昼間は馬車や馬に乗っているため、フェリオも剣を振り回せるのは夜だけである。

「いえ、私は──」

　そう断りかけたリセリナに、ムスカが声をかぶせた。

「リセリナ、訓練は大切だぞ。ラトロアに入る前に、少しは勘かんを養やしなっておいたほうがいい。相そう当とう、腕が鈍にぶっているはずだ」

　フェリオとリセリナの会話にムスカが口を挟はさむのは、珍めずらしいことである。

　リセリナも戸と惑まどった様子だったが、やがて小さく頷うなずいた。

「そう……ですね。じゃあ、御ご迷めい惑わくでなければ、お願いします」

「うん。じゃあ、早さつ速そくやろう」

　彼女の返答に安あん堵どして、フェリオは腰の刀に手を添そえつつ立ち上がった。

　リセリナも、義父の形かた見みでもある細剣レイピアを握にぎる。

　視し界かいの端はしで、ウルクがちらりと二人の動きを見たが、彼女は何も言わずに笑顔でシアの相手をしていた。

　少し歩いて、野や営えい地ちのすぐ脇わきで、二人は刃を構えて向かい合う。

　リセリナはまだ、剣に慣れる段階である。まずフェリオは、あくまでゆったりと、攻防の型をなぞりはじめた。

　雲が流れるほどの穏おだやかさで、フェリオが刀を振り下ろすと、そこにはリセリナの細剣レイピアがもう待っている。

　刀を受け流したリセリナが、反撃に転じるその動どう作さも、剣けん舞ぶのように優ゆう美びで穏やかだった。

　攻撃に対して防ぼう御ぎよするのではなく、防御に対して攻撃をあてるような、ある意味では気の抜けた練習である。

　だが、それは幼おさない頃ころのフェリオが、ウィスタルから受けた教きよう導どうの再現でもあった。

　勢いに任せた荒い剣に慣れてしまうと、矯きよう正せいしにくい妙な癖くせも生まれやすい。その癖は隙すきともなり、いずれは身を危あやうくする──ウィスタルはそう諭さとし、まずは型を重視したものである。

　応用は基礎の上に成り立ってこそ、確かつ固こたる強さにつながるというのが、彼の教え方だった。

　フェリオが剣に慣れるにつれて、訓練はどんどん実戦的になっていったが、最初の頃はそれこそ剣舞を憶おぼえるような感覚だったのだ。

　フェリオは今、リセリナに同じことをしている。

　正直なところ、彼女の練習に付き合っていると、過去の自分を思いだすようで懐なつかしい。

　暗がりに打ち合うこと数すう合ごう──リセリナが、防御の手を誤あやまった。

　フェリオはすかさず、刀を止める。

　リセリナもそれと察さつして、残念そうに目め許もとを歪ゆがめた。

「……すみません。間違えました」

「久しぶりだから仕方ないよ。続けよう」

　そうは言いながら、フェリオは漠ばく然ぜんとした不安を覚えた。

　リセリナの動きは悪くない。彼女は戦たたかいに関する感覚も優すぐれているし、もし腕輪を使った本気の実戦ならば、おそらくフェリオよりも強いはずだと思う。

　だが、ジラーハではリカルドに傷を負わされたし、今も簡単な手て合あわせで不ふ覚かくをとった。油ゆ断だんしていたせいもあるのだろうが、どうもリセリナには、本人の自じ覚かくしていない隙がある。

　精神的な脆もろさが、戦いの最中にも垣かい間ま見みえてしまうのだ。

（……ラトロアでは別行動になりそうだけど……大丈夫かな）

　フェリオとしては、そんな不安を拭ぬぐいきれない。

　今、ラトロアには、シルヴァーナを含ふくむ北方民族が、ハーミットの案内で先せん行こうしていた。玄げん鳥ちように乗った彼らは、馬車とは比べ物にならない速さで動くことができる。

　今後のリセリナやムスカ達は彼らと合流し、死の神霊アービタ・スピリツトを巡めぐっての調査に入る予定だった。

　その間、フェリオはアルセイフの王おう弟ていとして、そしてウルクの護ご衛えい役やくとして、ラトロアの政治家達との接点を求めていくことになっている。

　リセリナの身も心配だが、かといってウルクのことも放っておけない。

　いつか──ある敵に言われた言葉を、ふと思いだす。

〝汝なんじは大切な全すべてを護まもろうとしている。だがそれは、人の身には叶かなわぬことであろう──〟

　かつてフォルナム神殿で言われたその言葉は、今もフェリオの心に重く沈んでいる。

　その声の主ぬしであるかぼちゃを被かぶった来訪者ビジターは、続けてこうも言った。

〝いずれは何かを、見み捨すてねばならん〟

　フェリオは、リセリナのこともウルクのことも、見捨てるつもりはない。どんなことになっても、彼女達の身は護りきりたいと願っている。

　だが現実には、二人が別行動をとる時には、フェリオはどちらかの傍そばにしかいることができない。

　パンプキンの言った言葉は、その意味では正しいのだ。

　──リセリナの細剣レイピアが、鋭するどい勢いをもって突きこまれた。

　フェリオは慣なれた動きでそれを捌さばき、反撃として刃やいばを下から跳はねさせる。

　彼女はこれを防ぼう御ぎよしようとして──

「あ……！」

　握にぎっていた細剣レイピアが指から外はずれ、くるりと回って地に落ちた。

「ご、ごめんなさい！」

　リセリナが慌あわてて剣を拾い上げる。

　腕輪の刃に頼たよっている彼女は、武器を〝握る〟こと自体に慣れていない。

　弱じやく兵へいを相手にする時には、この程度の隙すきならば身体能力でカバーできるだろうが、仮かりにシズヤのような暗あん殺さつ者しや達が相手の場合には、致ち命めい的てきなミスともなるだろう。

　こうした隙を眼めにするたびに、フェリオとしては不安になる。

　再び剣を構え直そうとした彼女に歩み寄り、フェリオは刀を納おさめ、静かにその手をとった。

　リセリナがびくりと肩を震ふるわせる。

「……ほら、指が硬かたくなっている。力をいれすぎなんだ」

　フェリオは、柄つかを握るリセリナの細い指を、一本ずつ丁てい寧ねいに引ひき剝はがした。

　それぞれの指は強こわ張ばってしまい、フェリオが触ふれるとぎこちない動き方をした。

「力を入れ続けていると、指先の感覚が麻ま痺ひしてきて、余よ計けいに変な力が入る。本当に強く握るのは、ここぞという時だけでいいんだ。もっと肩の力を抜いて、剣を自分の腕の延えん長ちようだと思って──」

　触れたリセリナの細い指は、とても剣を持つようには見えない。

「……は、はい。気をつけます……」

　困こん惑わくした様子で、リセリナはか細く呟つぶやいた。その頰ほおは、打ち合いのためかわずかに紅こう潮ちようしている。

　そしてフェリオは、柄から剝がした指を、今度は一本ずつ丁寧に、元の柄へと馴な染じませていった。

　少しずつ指の位置をずらし、正しい握にぎり方かたに直しながら、フェリオは言葉を紡つむぐ。

「リセリナ、ちゃんと指先に意識を集中させてくれ。今ぐらいの軽い打ち合いの最中に剣を落とすってことは、きちんと握れていないんだ。握り方は前に教えた通りだけど、変な力が籠こもっているせいで、全体の姿勢も崩くずれている」

「は、はい──」

　素直には頷うなずいたものの、彼女の動きは妙に硬かたい。

　フェリオは、剣を握ったリセリナの手を、両手でそっと押おし包つつんだ。

　しっとりと冷たい少女の手の甲こうは、とても儚はかなく感じられる。

「……なんでもそうだよ。力が入りすぎると、上手うまくいかない。ただ力を抜けばいいってものでもないから難しいけれど、加か減げんが大事なんだ。リセリナを見ていると──剣に限らず、そのあたりのことが不安になる」

　そう諭さとして、フェリオは彼女をじっと見つめた。

　来訪者ビジターの少女は、長い黒髪を風に揺ゆらしながら、息を詰まらせてフェリオの前に立っている。

「だからリセリナ。ラトロア入りする前に、一つだけ約束してくれ。絶対に……絶対に、命いのち懸がけの無む理りはしないで欲しい」

「……え？」

　リセリナの視線が、不安そうに宙ちゆうを泳いだ。

　使し命めい感かんゆえか、それとも責任感ゆえなのか──このところのリセリナは、ひどく張り詰めている。過か度どの緊きん張ちようは良くない傾向だった。

　身を捨ててこそ浮うかぶ瀬せもあるとはいえ、勇気と無む謀ぼうは大きく違う。

「生きてさえいれば、死の神霊アービタ・スピリツトへの対たい処しよもやり直しができる。リセリナが生きて帰ってきてくれれば、俺おれはそれだけで嬉うれしいんだ。だから、無理だけは……」

　リセリナの眸ひとみが震ふるえた。

「……む、無理なんて、しません。だいたい、フェリオさんにだけは言われたくないです。フェリオさんのほうが、よっぽど……王族の身で敵国への使者に発たつこと自体、異常なことなんですから」

　あえて強がるようなその声に、フェリオは違い和わ感かんを持つ。

「それは確かに非常識かもしれないけれど、俺はラトロアまで、戦たたかいに行くわけじゃない。だけど君きみの場合は、メビウスやシズヤ達と、事ことを構かまえる可能性がある。だからどうしても心配なんだ。君の命を狙ねらうイリスのこともある」

　リセリナの表情が、不意に険けわしくなった。

「私の心配より……今は、ウルク様の心配をしてください」

　彼女のその気け配はいの変化に、フェリオは戸と惑まどう。

「私は自分の身くらい、自分で守れます。フェリオさんに守っていただかなくても大丈夫です」

　やけに硬こう質しつな声で、彼女はそう言い切った。

　彼女の機き嫌げんを損そこねてしまったことは、鈍にぶいフェリオにもわかったが、怒いかりの理由はよくわからない。

　リセリナが、細剣レイピアを腰の鞘さやに納おさめた。

「生なま意い気きを言って、すみません……でも私は、フェリオさんの重おも荷にになんかなりたくないんです。守ってもらわなくても、独ひとりで戦えます」

　一礼の後、リセリナはすぐに背を向けて、つかつかと歩み去っていこうとした。

　その背を呼び止めようとして、フェリオは躊ちゆう躇ちよしてしまう。

（リセリナは……独り立ちしたいのかな）

　ふと、そんなことを思う。

〝重荷になりたくない〟という彼女の言葉は理解できた。本当にそう思っているとしたら、心配するのも余よ計けいなお世せ話わかもしれない。

　その一方で、フェリオには違い和わ感かんもある。

　それがリセリナの本心なのか、それとも、フェリオ達に気き兼がねしての言葉なのか、それがわからない。

　彼女とは、出会ってから数ヵ月に渡って、少しずつ交流を重ねてきた。

　だがフェリオは、彼女の普ふ段だんの姿は知っていても、その過去や背せ負おっているものについては、詳くわしいことをほとんど知らない。

　それらの多くが、シャジールの民によって禁きんじられた知識にあたるためだが、リセリナ自身も話したくないことなのかもしれない。

　興きよう味み本ほん位いにそのことを聞き出す気はないが、リセリナの悩みとその過去とがもし繫つながっているならば、あえて知りたいとも思う。

　そしてそれを話すことで、彼女が少しでも楽になってくれればと、そんなことも考える。

　だが最近のリセリナは──フェリオのそんな願いとは裏うら腹はらに、殊こと更さらにフェリオと距離を置こうとしているようで、そこが気がかりだった。

（やっぱり……無む理りしてるんじゃないかな……）

　不安に思いながら、やはり歩いていく彼女を呼びとめようとした時、フェリオはふと空からの異い音おんを察さつした。

　風を切って、野や営えい地ちの隅すみのほうに、黒く巨大な鳥の影が降りてくる。

　その付近が少し騒さわがしくなったが、降りてきたのは一羽だけでもあり、敵ということは考えにくかった。

　北方民族の誰だれかが連絡に来たのだろうと察して、フェリオはその方向に駆けながら、リセリナの肩を押した。

「リセリナ、玄げん鳥ちようが来たみたいだ。シルヴァーナかもしれない」

「きっと、私達の迎え……ですよね？」

　無視されるかとも思ったが、そこまで怒おこってはいないらしい。

　先せん行こうしたシルヴァーナ達は、ラトロア内の状況を確認しつつ、拠きよ点てんを確かく保ほするために動いていた。

　玄鳥に乗れる人数にも限りがあったため、ムスカやリセリナ達は後から合流することになっていたが、彼女の言うとおり、その迎えである可能性が高い。

　使者のフェリオとウルクは、体たい面めんのためにも関せき所しよを越えて正式に入国する必要があるが、リセリナ達は逆ぎやくに、隠おん密みつ裏りに潜せん伏ぷくする必要があった。フェリオ達と行動を共にすれば、まず間違いなくメビウス達にも捕ほ捉そくされてしまう。

　走るリセリナの眼めには決意が満ちていたが、フェリオにはそれが、良くない傾向として感じられた。

　彼女の決意は、やはり何処どこか危険な気がする。

　フェリオ自身も人から危なっかしいとは言われるが、フェリオは常に、生き残ることを考えながら危険に身を投じている。

　だがリセリナの場合は、その前ぜん提ていが微び妙みようにずれているようにも思うのだ。

　彼女の心にある闇やみが、ラトロアでどう転ころがるか──それが心配だった。

　騎士達に囲まれた黒い玄鳥の元へ走りながら、フェリオはずっと、リセリナの険けわしい横顔を見つめていた。
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　ラトロアの使者、シュナイク・バルトゥールは、降りてきた玄鳥の背に、ジラーハでも会った叔父おじの姿を見つけた。

「ハーミット叔父さん！」

　そう声をかけると、玄鳥の背から降りてきた青年剣士は苦にがい笑みを見せた。

　シュナイクの母の弟だから、続ぞく柄がらは叔父で間違いない。だが、まだ青年の彼からすると、その呼び名には違い和わ感かんがあるらしい。アンジェリカからも、〝せめて兄さんとでも呼んであげたらどうか〟とは言われたが、今いま更さらに変えるのも妙な気がする。

　ハーミットは、後から降りる銀髪の娘に肩を貸しながら、シュナイクに声を返した。

「シュナイク、フェリオ様はいるかい？」

　返事をする前に、シュナイクの背はい後ごからよく響く声が応こたえた。

「いるよ、ハーミット。やっぱり、シルヴァーナの玄鳥だったか」

　アルセイフの王おう弟てい、フェリオ・アルセイフと、その従じゆう者しやのリセリナが、騎士達の間をすり抜けて玄げん鳥ちようの元に駆け寄って来た。

　二人はすぐ近くで剣の練習をしていたはずだが、特に疲つかれた様子はない。

　シュナイクは剣術よりも学問に傾けい倒とうしているため、フェリオの腕うで前まえについても、詳くわしいことはよくわからない。ただ、王族らしからぬ剣けん腕わんだという点では、アンジェリカやハーミットの認識が一いつ致ちしていた。

　その剣腕のせいなのか、シュナイクの眼めには時折、フェリオの存在がやけに大きく見えることがある。使者として連れてきたウルク・ティグレーも大おお物ものだが、彼女は有能な政治家の卵ではあれ、まだいかにも若い。

　フェリオも若いことは若いが──妙に、底が見えない。

　聞いたところでは、アルセイフでは元もと々もと、第四王子という立場で、政治的には無視されていたらしい。そんな環境で育てば、多少は拗すねるなりひねくれるなりしそうなものだが、不思議なくらいに真っ直ぐな性格をしている。

　神しん姫きの妹であるウルクも彼を頼たのみにしているようだし、傍そばにいる者達のほとんどが、彼に好意的な感情をもっている様子だった。

（僕は、ウルク司し祭さいを連れてきたつもりだったけれど……案あん外がい、この旅の成せい否ひの鍵かぎを握にぎっているのは、この人なんじゃないかな……）

　たまにシュナイクは、そんなことまで考える。

　交流の浅いシュナイクにさえそう感じさせてしまう彼の存在は、ラトロアの議員達にも影響を与えられそうな気がした。

　初めは、ウルクを中心として会談の場を設せつ定ていするつもりだったものの、今は〝アルセイフの王おう弟てい〟としてのフェリオにも、使者たる役割を期待したいと思っている。

　そのフェリオが、人ひと懐なつっこい微笑でもって、玄鳥から降りた二人を迎えた。

「シルヴァーナ、ムスカ達を迎えに来たのか？」

　ハーミットと並んだ銀髪の錬金術師アルケミスト、シルヴァーナは、その王弟の問いにゆっくり頷うなずいた。

「まぁね。他ほかの玄鳥も近くに待たい機きしているから、潜せん伏ぷく班はんは全員連れて行ける。しかし、やっぱりフェリオやウルク司祭も来たんだな──」

　シアを抱かかえたウルクも、いつの間にか玄鳥の傍に歩み出て、今はフェリオの隣となりに立っていた。その反対側には、リセリナも並んでいる。

　シルヴァーナは、彼らを交こう互ごに見つめ、呆あきれたように大きく嘆たん息そくした。

「揃そろいも揃そろって、火の中に飛び込むような真似まねを──」

　ウルクがにっこりと、社交的な笑顔を見せた。

「当然です。これは、神姫の妹たる私の役目でしょうから。フェリオ様のほうは、なんだか巻き込んでしまったみたいで、恐きよう縮しゆくですけれど……」

「ウルクやリセリナだけを行かせられるわけがない。輝石セレナイトのことはアルセイフの問題でもある」

　毅き然ぜんとしたフェリオの態度に、迷まよいや不安は感じられない。

　ウルク達のラトロア行きについて、ジラーハの議会における承しよう認にんが出るまでには、さすがに数日がかかった。シルヴァーナ達は、その結果を待たずに出発したが、どんな結果が出るかについては確信していたものらしい。

　外がい套とうを翻ひるがえしたシルヴァーナが、フェリオ達に歩み寄る。

「来てしまったものは仕方ないけどね。それにしても、もう国境を越えているかとさえ思っていたのに、まだこんなところとは吞のん気きな旅路だな」

　月光に映はえる銀髪をかきあげ、彼女はシュナイク達にも視線を回した。

　シュナイクは、にっこりと微笑を向けた。

「旅そのものは予定通りに順調です。この人数で地上を動くとなれば、空を往ゆく叔父おじさん達とは違って、どうしてもそんなに早くは進めません」

「わかっているよ。これはただの嫌いや味み」

　溜ため息いき混じりに、シルヴァーナが怜れい悧りな視線を返した。

　彼女は、フェリオやウルク達のラトロア行きには反対だったらしい。彼女自身には何も権力がないため、その主張に影響力はなかったが、今も心中は複ふく雑ざつなのだろう。

　といって、その元げん凶きようとなったシュナイクにやつ当たりをするつもりはないらしく、彼女はすぐににっこりと笑ってシュナイクの頭を撫なでてくれた。

「ハーミットの紹しよう介かいで、貴方あなたの父ちち君ぎみにも会ってきたよ。〝変へん人じん〟だな、あれは」

「そういっていただけると光こう栄えいです」

　シュナイクはさらりと受け流した。

　おそらく、父のダルグレイはシルヴァーナを気に入ったのだろう。またシルヴァーナのほうでも、父のことを認めたのだと思う。でなければ、〝変人〟などという的まとを射いた誉ほめ言葉は出てこない。

　名無しのアンジェリカも、すぐ隣となりでひっそりと頷うなずいた。

　シュナイク達は焚たき火びの周りに集つどい、揃そろって車くるま座ざとなる。

　それぞれの交わす再会の言葉がひと区く切ぎりするなり、フェリオがまず、訪おとずれた二人に問いかけた。

「それで、ラトロアの状況はどうだったんだ？」

　これはシュナイクも気になっていたことである。アンジェリカと共にラトロアを旅立って以来、本国の情報はほとんど入ってきていない。

　シルヴァーナとハーミットは顔を見合わせ、揃って大きく頷いた。

「──あぁ、いろいろとあった。少し妙なことにもなっている。入国の前に詳くわしく話しておいたほうがいいだろうと思って、飛んできたんだ」

「妙なこと？　もしかして、政せい変へんでも起きたのですか？」

　ウルクが不安そうに問う。使者の役を務める彼女にとっては、現地の状況は安定していたほうが、話を聞いてもらいやすいはずだった。

「政変といえば政変かな。現体制が揺ゆらぐような政変じゃなさそうだけど……」

　そういって、シルヴァーナがハーミットに続きを促うながした。

　頷うなずいた剣士は声を潜ひそめて、フェリオ達を真まっ向こうから見つめる。

「我々が着いてすぐのことです。ラトロアの議会が反政府勢力によって占せん拠きよされ、現国家元げん首しゆ、ジェラルド・メイスンが人ひと質じちとなりました」

　その場の一同が息を吞のんだ。シュナイクも思わず、いつもの微笑を一時ひそめたほどである。

「元首は無事に救出されたものの、三名の議員が命を落とし、この事件のせいで政局までが混こん沌とんとしています。正直なところ、今のラトロアに使者として赴おもむいても、それが吉きちとでるか凶きようとでるか──」

　その知らせに、フェリオの表情は目に見えて険けわしくなった。

「……ハーミット、まずは詳くわしい話を聞かせてくれ。それから判断しよう」

「はい。少し、長くなりますが──」

　燃え盛る焚き火に照らされながら、ハーミットは事情の説明を始めた。

　一行は無言で、その話にじっと聞き入る。

　そして、ラトロアとの国境を目前にしたこの場所で、シュナイク達は首しゆ都との現げん況きようをつぶさに知ることとなった。
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　冬を間ま近ぢかに控え、ラトロアの首しゆ都とラボラトリには、冷たい木こ枯がらしが吹いていた。

　道を行く人々の装よそおいも重苦しい冬ふゆ支度じたくとなり、陰いん鬱うつな曇どん天てんとあいまって、街まちは沈んだ空気に覆おおわれている。

　その閉へい塞そく感かんを肌はだで感じながら、錬金術師アルケミストシルヴァーナは、石いし畳だたみの道をゆっくりと歩いていた。

　すぐ傍かたわらには、剣士のハーミット・エアルが道案内としてついている。

　二人がこの首都に入ったのは、つい昨日のことだった。仲間の用意した郊こう外がいの拠きよ点てんに玄げん鳥ちようを隠かくし、街の様子を探りに来たばかりである。

　ハーミットは、ラトロア国内では秘密警察に追われる身でもあり、変へん装そうのために帽子を目ま深ぶかに被かぶって、伊達だて眼鏡めがねまでつけていた。

　身につけたコートの襟えりも立てているため、その顎あごから口元までがきっちりと隠されている。

　並んで歩きながら、シルヴァーナは呆あきれた口調で囁ささやいた。

「ハーミット。やっぱりその格かつ好こうは、かえって怪あやしく見えないか？　いかにもやましいことがある人間みたいだ」

　ハーミットは軽く肩を竦すくめた。

「一応、この帽子と眼鏡は、ラトロアでは一般的な服装の一つなんです。昔、マークスという有名な作曲家がいたんですが、彼が好んでこうした格好をしていたので、マークス・ルックとして定てい着ちやくして──ほら、あちらにも」

　ハーミットが視線で示した先には、確かに今のハーミットと似にたような格好をした男が、悠ゆう々ゆうと胸を張って歩いていた。

　文化の違いに、シルヴァーナは思わず苦笑する。

「そういうものなのか……でもやっぱり、怪しく見えるんじゃないかな。さっきからすれ違う連れん中ちゆうが、よく物もの珍めずらしげに振りかえっているよ」

　昼の商店街とあって、人通りは決して少なくない。

　そのことを指摘すると、ハーミットがわずかに頰ほおを染めて微笑した。

「あぁ……それは私じゃなくて、シルヴァーナを見ているのだと思います」

「私を？　この格好、おかしいのか？」

　シルヴァーナは、いつもの錬金術師アルケミストらしい衣ころもの上に、黒い外がい套とうを羽は織おっている。ラトロアは錬金術師アルケミストの多い土と地ち柄がらでもあり、服装自体は浮いていないはずだった。

　ハーミットは小声で囁いた。

「いえ、服装のことではなくて……貴方あなたが美人だから、みんなつい、振りかえっているんでしょう」

　この下手へたな世せ辞じに、シルヴァーナは鼻はな白じろんだ。

「冗じよう談だんはその変へん装そうだけにして欲しいな。私だって目立ちたくはない。服装におかしなところがあるなら、はっきりと──」

　ハーミットは、そこで少し困った顔をした。

「冗談ではないんです。自じ覚かくはないようですが、ラトロアでの一般的な美人の条件に、貴方あなたはぴったりあてはまっているんですよ。輝くような銀髪で、目鼻立ちが凜り々りしくて、理り知ち的てきな表情をもっていて、白い肌はだはきめ細こまかく、細ほそ身みでありながら健康的で──ちょうど、往おう年ねんの人にん気き舞ぶ台たい女優、アリーナ・ベヘタシオンの肖しよう像ぞうにもそっくりです」

　シルヴァーナは露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。姓せいの部分に、妙な馴な染じみがある。

「……〝ベヘタシオン〟って、まさか……？」

「はい。貴方の父ちち君ぎみの、オズマ・ベヘタシオン氏の母親にあたる人物らしいですね。最近の若者は知らないかもしれませんが、劇場に行けば、今でも肖像画が飾かざってあります」

「……初耳だよ、そんな祖そ母ぼの話は」

　父のオズマは、ラトロアでのことをほとんど話さなかった。シルヴァーナの母と一いつ緒しよになってからは、それこそ生まれた時から北方民族の一員だったかのように、自然体で日々を過ごしていたと聞く。

「舞台女優、ねえ……好すき好このんで人の見み世せ物ものになるなんて、私の祖母はよほどの物もの好ずきだったんだな」

　歩きながら、ハーミットがシルヴァーナを振りかえった。

「そんな言い方をするものじゃないですよ。人を楽しませ、その記き憶おくに残るような、豊かな才能を持っていたんですから」

「別に非ひ難なんする気はないよ。ただ私自身は、演劇やらにはあんまり興きよう味みがなくてね」

　柱はしら守もりを生業なりわいとし、錬金術アルケミーを趣味としているシルヴァーナにとっては、人前で目立つ仕事など想像もつかない。

「そんなことを言いますが、ゴーダ殿どのだって講こう談だん師しでしょう？　共通する要素はありますよ」

「あぁ、うちの師し匠しようも要するに変わり者だからな」

　軽く流しておいて、シルヴァーナはある店先でふと足を止めた。

　ハーミットも合わせて立ち止まる。

　そこは雑ざつ貨か屋やらしく、薄うす汚よごれたガラス越しに商品が陳ちん列れつされていた。

　その中の一点に、シルヴァーナの視線が据すえられる。

「……なんだ、この悪あく趣しゆ味みな人形……」

「あぁ、〝ハロウィン・パンプキン〟ですね」

　ハーミットが苦にがい顔で笑った。

　目の前にあるのは、大きなカボチャを被かぶった瘦そう身しんの人形だった。何か仕し掛かけのあるらしい台だい座ざにぶら下がっており、足元には螺子ネジも飛びだしている。

「下はオルゴールになっていまして、吊つり糸いとの長さが変わることで、奇妙な踊おどりを見せるんです。原げん型けいは、エアル家の始し祖そ、エルシオン・エアルが手て慰なぐさみに造つくった玩具オモチヤだそうで……そういえば、来訪者ビジターのパンプキンとそっくりですね」

　ハーミットにとっては、見み慣なれたものであるらしい。

「貴方あなたの実家で造っていたのか？　気き味みの悪い人形だな。こんなものを買う奴やつはいないだろうに……」

「とんでもない。ラトロアでは人気の民みん芸げい品ひんですよ。何度も復ふつ刻こくしていますから、誰だれでも知っていますし、一般の家庭にも広く普ふ及きゆうしています」

「…………世も末すえだな」

　呆あきれ返って、シルヴァーナは眉み間けんを押さえた。

　シルヴァーナが初めてパンプキンを見かけたのは、タートムとアルセイフとの決戦の時だった。

　多数の玄げん鳥ちようを率ひきいて、シズヤ達の鳥を追おい散ちらした際のこと──敵の一羽に、そのカボチャ頭も乗っていた。

　あくまで遠とお目めに確認しただけだし、彼の言葉を聞いたわけでもない。それでも、その奇き異いな姿は印いん象しように残っている。

　国王殺しの犯はん人にんとしての手て配はい書しよでも見たし、フェリオやハーミット達からも噂うわさは聞いていたが、玄鳥の背で見た実物はさらに間まが抜ぬけていた。

　いま眼めにした人形は、かなり忠実にその姿を再現している。

　フォルナムから逃げだした来訪者ビジター達は、シズヤの導みちびきでこの地に来ている公こう算さんが強い。きっと彼らもこれを見つけたことだろうと思う。

　シルヴァーナは首を横に振って、再び歩き始めた。

　その半歩先を、ハーミットが先せん導どうする。

「……エルシオン・エアルは、実際にあのカボチャをモデルにして、人形を作ったのでしょうか？」

「私に聞かれても困る。ハーミットの先祖のことだろう？」

　問い返すと、剣士の青年は首を傾かしげた。

「それはそうですが、なにせ謎なぞの多い人物です。どうやらリセリナ様の養よう父ふと見てよさそうですが、百年も昔に亡なくなっていますし──」

　ハーミットは言葉を濁にごした。

　シルヴァーナには、彼の考えていることがなんとなくわかる。

　エルシオン・エアルに関かかわる謎は多いが、ハーミットがもっとも気にしているのは、秘密警察の〝メビウス・フロンダイト〟が、そのエルシオンと瓜うり二ふたつだったという事実だろう。

　あくまでリセリナが言っていたことだが、もしかしたら、彼もエルシオンの子孫なのかもしれない。その場合、ハーミットとも親しん戚せきということになる。

　ラトロアにおけるエアル家は、かなりの名家らしい。もちろんそれは、エルシオン・エアルが築きずいた財ざいの影響である。

　その財力を背はい景けいに、ハーミットの父も国家元げん首しゆにまでなったし、交こう易えき会社として有名なエアル交易も、一応は遠い親戚だという。

　そして名家のご多た分ぶんに漏もれず──愛あい妾しようや隠かくし子ごの類たぐいも、把は握あくできない状態だろうとは想像がつく。

　他愛たわいもない話をしながら、二人がラトロアの街まちを歩いていくと、広場に子供達の人だかりが見えた。

　その中心に立つ人影を見て、シルヴァーナは表情を強こわ張ばらせる。

　ハーミットも立ち止まり、道の端はしに身を寄せた。

　──たった今、話題にしたばかりの、〝かぼちゃ頭〟が、そこにいた。

　彼は集まった子供達を相手に、大おお仰ぎような身振りと手振りで、何かを話している。

　少女や少年が、眼めを輝かせてその話に聞き入る様子は、微笑ほほえましいようでもあり、同時に不気味でもあった。

　シルヴァーナとハーミットは、無言でその道を逸それ、建物の脇わきに隠かくれた。
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「……パンプキン、ですね？」

「あんなのが他ほかにいてたまるか」

　冷ひや汗あせを覚えながら、シルヴァーナは壁に背をあて、視し界かいの端で広場の様子を確認した。

　彼がこの首しゆ都とに来ていること自体には、なんの不思議もない。シズヤ達が彼らをラトロアへ連れて行ったということは、この地の有力な政治家──おそらくは、元げん首しゆであるジェラルド・メイスンの元に滞たい在ざいしていることも推すい測そくできた。

　だが、あの奇妙な被かぶり物ものをつけたままで、昼ひる日ひ中なかから堂どう々どうと外出していることには、少なからず驚かされる。

「どういうつもりだ、あの男は……？」

　シルヴァーナの呟つぶやきに、ハーミットが唸うなった。

「あえて姿をさらしているのかもしれません。名無しや北方民族がラトロアに潜せん入にゆうすることは、彼らも予測しているはずです。あの目立つ姿をさらせば、こちらとしては追つい跡せきしたくなります。そして彼はおそらく、追跡されれば、そのことに気づける自信があるのでしょう」

　彼の分ぶん析せきは、シルヴァーナにも納なつ得とくできる質のものだった。

「……つまり、自らを釣つりの餌えさにしているわけか」

「そうですね。釣る対たい象しようには、リセリナ様も含ふくまれているかもしれません」

　あのふざけた被り物を見る限りでは、とてもそこまで深く考えているようには思えなかったが、油ゆ断だんしていい相手でもない。

　シルヴァーナは思し案あんしてから、目の前のハーミットをじっと見つめた。

「わざわざ釣られてやるべきか、それとも──」

「ラトロアの情勢に疎うとい者なら、追跡したくなるでしょうね。でも彼らの居場所は、だいたい想像がつきます。この広場とも近いジェラルド・メイスンの屋や敷しきか、さもなくば官かん僚りようの宿しゆく舎しやのほうか──さすがに迎げい賓ひん館かんということは考えにくいですし、借しやく家やなどでは警備、あるいは監かん視しするのに不ふ便べんです。場所は絞しぼれますから、あえて今、危険を犯おかす必要はないでしょう。それに今の彼には、おそらく監視がついています。下手へたに追跡をしたら、確実に発はつ覚かくしますよ」

　そう言ってから、ハーミットはその眼めの奥に光を籠こもらせた。

「──ただし、もし彼らが、日常的に〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の傍そばにまで出入りしているようなら、危険を犯してでも追う価か値ちがありそうですが──」

　頷うなずいておいて、シルヴァーナは決断を下した。

「それにしたって、こちらの態勢が整ってからだな。今日のところは、あれに見つからないよう、回まわり道みちをして……」

　彼女はその言葉を途と中ちゆうで区切り、ハーミットの腕を引っ張る羽は目めになった。

　広場を挟はさんだ向こう側、商店が立ち並ぶ通りに、パンプキンよりずっとよく見み慣なれた顔を見出したのである。

　リセリナ・エリニュエス──

　否いな、彼女とそっくりの来訪者ビジター、〝イリス・エリニュエス〟が、同年代の少年と並んで歩いていた。

　街まちに出ていたのは、パンプキンだけではなかったらしい。

　ハーミットも慌あわてて背を向け、シルヴァーナと共に逃げに入る。

　イリスは、シルヴァーナ達の存在に気づいていない。おそらく彼女らの周囲にも、監かん視し役やくなどがいるのだろう。今の時点でハーミットが見つかるような事じ態たいは避さけておきたい。

「──シルヴァーナ。ダルグレイ議員の屋や敷しきには、裏通りから回りましょう。ついてきてください」

　幾いく分ぶん、緊きん張ちようした声で、ハーミットが呟つぶやく。

　シルヴァーナは頷うなずいて、最後に一目、こっそりとイリスを振りかえった。

　店先に並べられた商品を眺めながら、彼女は傍そばの少年と親したしげに何かを話している。

　遠すぎてその表情までは窺うかがえないが、楽しそうな光景ではあった。

（ラトロアの人間……じゃないな。エンジュとかいう猟りよう師しの子か？）

　タートムとアルセイフの決戦時に、アカツキの玄げん鳥ちようの背から落とされた少年のことを、シルヴァーナは思いだした。フェリオの話では、彼はどちらかといえば味み方かたであるらしい。

　落ちて死んだかとも思っていたが、どうやら元気な様子である。

　少年がシルヴァーナ達のほうをちらりと見たが、元もと々もと、まともに顔も知らない間あいだ柄がらだけに、気づかれた様子はない。

（……フェリオに知らせてやれば、喜びそうだな）

　そんなことを一瞬考えて、シルヴァーナは身を翻ひるがえし、すぐにハーミットの背に従った。
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　ラトロアの街には、アルセイフや旅路の町では見なかった、さまざまな品が数多く並んでいた。

　遙はるかに文明の進んだ世界から来たイリスにとっても、それらは珍めずらしいものばかりである。

　そして、田舎いなか育ちのエンジュにとっても、そこはまさに未知の世界であったらしい。

　怪け我がが全ぜん快かいしてから初めて街に出た彼は、しきりに周囲を見回していた。

　街の人通りはそれなりである。道を歩くのに邪じや魔まなほどではないが、走れば誰だれかに当たりそうな程度には混んでいた。

「凄すごいな……アルセイフの王おう都とセイラムより、ずっと大きな街だ」

　エンジュが呆ぼう然ぜんと呟くのへ、イリスは冷さめた声を返す。

「当然でしょ、国としての規模が違うんだから。こっちのほうが、いろいろ進歩してるみたいだし」

　当たり前のような顔をしてそう言ったが、正直なところ、イリスは人の多いところが苦にが手てである。エンジュが街まちを見たいと言ったために仕方なく付き合ったが、あまり落ち着かない。

　ある店の前で立ち止まったエンジュが、陳ちん列れつ物ぶつを指差した。

「イリス、ほら。パンプキンの人形が売っているよ。同じものみたいだけど、パンプキンもここで買ったのかな？」

「……もう見み飽あきたわよ、そんなの。そういうのって、珍めずらしいのは最初だけなんだから。慣なれると鬱うつ陶とうしくなってくるわ」

　イリスにとって、それはパンプキン本人にも通じる感想だった。

　エンジュが笑って、その脇わきに並んだ木き彫ぼりの魚を手にとる。

　特に仕し掛かけなどはないが、長い背びれの部分が薄いナイフにも似にた形けい状じようをしていた。おそらくはペーパーナイフの一種だろうと、イリスは見当をつける。

「これ──何かな？　置き物にしては地じ味みだけど」

　店の主あるじは奥にいて、いちいち通りかかる客など気にも留とめていない。イリスは仕方なく、エンジュの素そ朴ぼくな問いに応こたえた。

「ただのペーパーナイフでしょ？　手紙の封ふうを開ける時に使ったりする奴やつよ」

　エンジュが首を傾かしげた。

「……手紙の封？　そんなの、指でちぎればいいんじゃないのか？」

「……そうね。それはその通りだと思うわ」

　イリスは心から同意した。

　この手のものは、もし気に入って衝しよう動どう買がいをしても、あまり使わない気がする。

　そもそも彼女の場合、〝紙の手紙〟をやりとりする習慣自体をもっていない。おそらくエンジュも同様だろう。

　エンジュはペーパーナイフを指先で撫なでながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「よく考えると、パンプキンの人形も、別に役には立たないんだよな」

「あれこそ、ただの飾かざりだもの。でも世の中って、そんなものばかりよ。本当に必要なものなんて、そんなにないと思う」

　イリスのこの言葉にエンジュは頷うなずいたが、少し首を傾げもした。

「そうなんだろうな。でも、本当に〝必要なものだけ〟を身の周りに置いて、他ほかの物はなしっていうのも、それはそれで寂さびしい気がする」

　エンジュはナイフから視線を逸そらし、通りに並ぶ店の数々を見回した。

「要いるものも要らないものも含ふくめて、たくさんあるから、ここはこんなに賑にぎやかなんだろうな。それにたとえばさ。初めは要らないと思っていたものでも、なんとなく使っていくうちに、いつの間にか手放せなくなってる、ってこともあるだろ？　必要か不要かなんて、第だい一いち印いん象しようだけじゃ決められないんだよ、きっと」

　イリスは首を傾かしげた。エンジュがどうしてこんなことを急に言い出したのか、よくわからない。

「……じゃ、その使いそうにないペーパーナイフでも買うの？」

「これはいいや。それより、向こうの店に行ってみよう。イリスも何か、買いたいものはないのか？」

「……特にないわ。買い物とか興きよう味みないし、必要な物は調ちよう達たつしてもらえるから」

　それはイリスの本ほん音ねだった。

　身を飾かざるアクセサリーや服は気にもならないし、露ろ店てんで甘あまいものを食べたいとも特に思わない。パンプキンのように不要な品を求めるほど酔すい狂きようでもないし、つまりは、物を持つことに対する欲求が薄うすいのだと、自分でも思う。

　エンジュは意い外がいそうにイリスを見つめた。

「女の子って、買い物とか好きだって聞いたけれど……イリスはそうでもないのかな？」

「普通の女の子はどうだか知らないけれど、私は余よ計けいな物を持つの、嫌いなの。どうせいつか失なくすから」

　ぶっきらぼうに告つげると、エンジュは思し案あんげに指を顎あごへ添そえた。

「……パンプキンにさ、言われたんだ」

「何を？」

「買い物にでも誘さそえば、イリスが喜んでくれるんじゃないか、って」

　イリスはきょとんとした。

「俺おれのせいで迷めい惑わくかけたし、少しでもお礼になればと思って……でも、却かえって悪かったかな」

　申もうし訳わけなげに告つげるエンジュに、イリスは慌あわてて言い訳をする。

「べ、別にお礼とかどうでもいいわよ。それに、買い物は好きじゃないけど、そんなに嫌いやってわけでもないし……それより、どうしてパンプキンがそんなこと……」

「あぁ、俺のほうから聞いたんだ。何をしたらイリスが喜んでくれるかな、って」

　エンジュは何なに気げない口調で答えたが、イリスはかっと頰ほおを熱くした。

　自分がどうしてそんな風に緊きん張ちようしているのか、イリス自身に自じ覚かくはない。

　一人で言葉を詰まらせているうちに、エンジュは困ったような微笑を見せた。

「だから今日は、イリスに楽しんで欲しくて……何か、したいこととかないかな？　買い物がそれほど好きじゃないなら、他ほかの事でもいいんだ」

　問われて、イリスは返答に詰まる。

　趣味もないし、欲しいものも特にない。事実、〝なにかしたいことを〟と問われても、イリスには思いつく回答が何もなかった。

　エンジュから視線を逸そらし、イリスは勝かつ手てに道を歩き始めた。その後から彼もついてくる。

「……私のことなんか、どうでもいいじゃない。エンジュがしたいことをすれば？」

「俺おれ、あんまりそういうのないんだよな」

　ぼんやりとした口調で、エンジュが呟つぶやいた。

　イリスは彼の横顔に視線を移す。

　エンジュは街まち並なみに視線を巡めぐらせながら、少し寂さびしそうな顔をしていた。

「田舎いなか育ちだけど、街に憧あこがれてたわけでもないし、今は怪け我がも治ったから、こうして歩けるだけでも幸せかな。したいことも、一つだけあるけど……」

　エンジュがちらりと、イリスに視線を送った。

「……じゃあ、それでいいじゃない。何よ？」

「だから、〝イリスに喜んで欲しい〟んだよ。それで困ってるんだ」

「だから、私のことはどうでもいいってば！」

　嚙かみつくような勢いで拒きよ絶ぜつしておいて、イリスは額を押さえた。

　怒ったせいなのか、気づかぬうちに、顔がやけに熱くなっていた。

「だいたい、〝街に出よう〟って言ったのはエンジュでしょ？　人を誘さそっておいて〝何をしよう〟なんて、無責任もいいところだわ。歩けるだけでも幸せだって言うなら、暇ひま潰つぶしでもなんでもいいから、適当に歩いていればいいじゃない」

「でも、それじゃイリスがおもしろくないだろ？」

「だから、私は……もう！　何度も同じこと言わせないでよ！」

　わずかにむくれて、イリスはエンジュを睨にらんだ。

　そのエンジュの顔が、不意に険けわしくなっていることに気づく。視線はイリスではなく、広場を挟はさんだ別の通りに向いていた。

「……どうしたの？」

　問うと、狩人かりうどの少年はすぐにイリスへと視線を戻もどした。

「いや、向こうの道から、誰だれかに見られていたような気がして……」

　あぁ、と、イリスは軽く頷うなずいた。エンジュの視線の先では、背広の紳士や帽子を目ま深ぶかに被かぶった青年、短い銀髪の娘や赤ん坊を抱いた母親など、多くの通行人が歩いている。その中の誰が監かん視し役やくでも、特に不思議はない。

「メビウスがつけた監視役よ、きっと。気にすることないわ」

「あと……あっちの広場で子供たちに囲まれているの、ひょっとしてパンプキンじゃ……？」

「…………それも気にすることないわ」

　この界かい隈わいでの彼は、カボチャの被り物をした新あら手ての芸人だと思われているらしい。

　イリスは深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐つき、広場から離れるほうへとエンジュの手を引いた。

「関係者と思われたくないから、向こうに行きましょう。買い物なんかしなくてもいいじゃない。店を見てるだけでも暇潰しにはなるし」

「あ、跳はねた……」

「いいから！」

　パンプキンから逃げるように、イリスはエンジュを引っ張った。

　そして二人は、雨が降りそうで降らない曇どん天てんの下、商店の並ぶ通りを適当に歩いていく。

　特にたいした言葉を交わすわけでもなかったが、その時間はイリスにとって、妙に早く過ぎていった。

　やがて二人は、パンプキンがいたのとは別の広場に出た。

　道の脇わきには露ろ店てんがいくらか出ており、広場の向こう側にはやたらと巨大な煉れん瓦が造づくりの建物があった。

　シズヤから聞いたところでは、そこはラトロアの議会が行われる場所らしい。幅広の階段が正面の広場とつながっていたが、そのあたりには十人ほどの衛えい兵へい達が等とう間かん隔かくに立っており、どうにも近寄り難い雰ふん囲い気きがある。

　民主主義を象しよう徴ちようするような威い容ようにも、イリスは特に興きよう味みをもたなかった。

　会議場では、議員達がそれぞれに論を戦たたかわせているのだろう。見学者か傍ぼう聴ちよう者しやか、さもなくば記者らしき人々が出入りしていたが、イリスやエンジュのような若者はさすがに見当たらない。

「なんか……変な感じだな。城じゃなくて、あんなところで政治をしているなんて」

　エンジュが感かん慨がい深げに呟つぶやいた。アルセイフしか知らない彼にとっては、そんなことでも驚きの対たい象しようらしい。

「ジェラルド元げん首しゆも今、あそこにいるのかな？」

「でしょうね。新聞を見た限りでは、今は議会の期間中らしいから」

　ラトロアでは新聞が普ふ及きゆうしている。毎日配られるようなものではないが、週に一回から半月に一回ほど、露店でも売られるし、上流階級の家には配達もあるという。毎日の発行ではないにしても、複数の新聞社が日をずらして発行しているために、頻ひん繁ぱんに新しい情報が街まちに出回る形となっていた。

　それを読むのはあくまで一部の人間だけらしいが、そうした仕し組くみがあること自体に、イリスは驚いたものである。少なくとも、新聞の大量印刷となると、印刷技術の発展が不ふ可か欠けつなはずだった。

　この世界で初めて訪おとずれたアルセイフなどは、まさに中世のような印象だったが、このラトロアは産業革命の少し前程度までは、文明が進んでいるようにも思える。

　イリスが議事堂から露店へと視線を戻もどすと、地べたに座った店主の老人と視線が合った。

　人好きのする温顔を二人に向け、老人は店先に並べた安っぽいアクセサリーを指差す。

　きらびやかな指輪や首飾りなど、一見すると銀かとも思ったが、ただの金属の細さい工く物ものらしい。露店売りだけに、そうそうたいしたものであるはずもない。

「兄さん、どうだね？　安くしとくから、可愛かわいい彼女にプレゼントしてあげるといい」

「か、彼女じゃないわよ！　私はただの連れ！」

　エンジュの代わりにイリスが声を裏返らせて応こたえると、店主の老人は吹き出すように笑った。

「おや、そうかね。すまんすまん。じゃあ、友好の印しるしでもいいだろう。これなんかどうだね？　きっと似に合あうぞ」

　老人が細こまかい装そう飾しよくの指輪を差し出した。あしらわれた模も様ようは、草木の蔦つたのように見える。

「ちょうど二つある。お揃そろいでどうだね？　こいつは縁えん起ぎ物ものだぞ。シャルローの蔦といってな、若い子は知らんかもしれんが、往おう年ねんの名女優、アリーナ・ベヘタシオンがデザインして、恋こい人びとに贈おくったという──」

「だから、恋人とかじゃなくて……！　エンジュ、行きましょう」

　老人の講こう釈しやくを遮さえぎって、イリスはその場を離れようとした。どういうわけか、やけに心臓の鼓こ動どうが速い。エンジュは名残なごり惜しいのか、まだじっと指輪を見ている。

「いやいや、待ちなさいよ、お嬢さん。これがまたいい話で……ん？」

　からかうように笑っていた老人の声が、ふと訝いぶかしげなものに転じた。

　視線を逸そらしたイリスも、そこに奇妙な光景を見る。

　議事堂の前に、広場の四方から、合わせて二十台ほどの馬車が次々に走ってきた。

　何事かと首を傾かしげる間もなく、それらの馬車から完全武装の兵達がばらばらと降りてくる。

　制せい止ししようと身み構がまえた少数の衛えい兵へい達をあっという間に蹴け散ちらし、彼らはそのまま、議事堂の中へと駆け込んでいった。

　その動きは迅じん速そくで、あまりに違い和わ感かんがない。

「何、いまの……？」

　イリスは訳わけがわからず、目の前の異い変へんをただ第三者の眼めで眺めていた。

　たまたま見ていた周囲の通行人達も、これには呆ぼう然ぜんとしている。

　しかし露ろ店てんの老人だけは、眼を細めて小声に呟つぶやいた。

「──まさか、〝亡ぼう国こく派は〟の連中が動いたか──？」

　声質は一変し、彼は手にしていた指輪をエンジュに押しつけると、すぐさま店を畳たたみ始めた。

「……すまんな、兄さん。その指輪はやるよ。あんたらも、早くここを離れたほうがいい」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　今の……！」

　混乱するイリスの耳に、議事堂側から、メガホンを通した男の声が響いた。

『──我々は、平和と友好を愛し、真の自由を訴うつたえる勇ゆう士しの一団である！　国こく賊ぞく、ジェラルド・メイスンとその一いつ派ぱを説得すべく、この議事堂を一時占せん拠きよした！　話し合いの間、もし攻撃を受けた場合には、議員達を人ひと質じちとして活用することも辞じさない。善ぜん良りようなる一般市民は、早さつ急きゆうにこの場を離れるよう要よう請せいする！』

　低く野の太ぶといその声には、紙一重で狂きよう気きの側に傾いた覚かく悟ごが滲にじんでいた。

　突とつ発ぱつ的てきな事じ態たいに戸と惑まどいつつ、イリスは眉まゆをひそめる。

　素す早ばやく商品と敷しき物ものを片付けた老人が、ひっそりと囁ささやいた。

「……暴走した自じ決けつ覚かく悟ごの連れん中ちゆうだ。じきに特とく務む警けい邏ら隊たいや、首しゆ都と治ち安あん部隊が出てくるぞ。とばっちりを受ける前に、早く行きなさい」

　イリスとエンジュを気き遣づかうように厳きびしい口調で言い、老人は背を向けて足早に去っていく。

　呆ぼう然ぜんとするイリスの腕を、エンジュが摑つかんだ。

「聞こえただろ、イリス。ここを離れよう。何が起きているのかはよくわからないけれど、ろくな事じ態たいじゃないことは確かみたいだ」

　メガホンから、さらに声が響いた。

『我がラトロアは現在、ジラーハとの開かい戦せんに向けて、戦乱へと至る階段を昇りつつある！　こうした他国への侵しん略りやくを容よう認にんすれば、いたずらに悲ひ劇げきを繰り返すだけなのだ！　我らは戦争に反対し、ラトロア国内の安あん寧ねいと、後期流入国家への差さ別べつ撤てつ廃ぱいを切せつに願う者達である！』

　意味のわからない言葉はいくつかあったが、彼が、そして議事堂に入っていった彼の仲間達が怒おこっていることだけは、よく理解できた。ただ、とった手段の異い常じよう性せいからして、その怒り方は国を憂うれえてというより、どうにも自分本位なものにも感じられる。

（要するに、これって……クーデターの一種？）

　その可能性にやっと思い至るや、イリスは恐おそれるより先に、呆あきれて深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

　──この世界に来てまで、こんな間まの抜ぬけた事態が起きるということが、彼女には妙に虚むなしく感じられた。
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　シルヴァーナ達が訪おとずれたダルグレイ・バルトゥールの屋や敷しきは、堅かたい門もん扉ぴに閉とざされていた。

　監かん視しの眼めを警戒して表の門は避さけ、二人は適当な塀へいを越えて中に入る。

　庭に下りるなり、シルヴァーナは屋敷の広さに驚いた。

　塀に囲まれた広い敷地の中には森があり、その木々に囲まれて、黒い屋根が顔を出している。

　いかにも古びた屋敷だったが、外がい壁へきや庭先などは丁てい寧ねいに手入れされていた。

　ハーミットが勝かつ手てを知った顔で歩き出す。

「立りつ派ぱな家だな。議員て仕事は、そんなに儲もうかるのか？」

　シルヴァーナが問うと、ハーミットは軽く首を傾かしげた。

「儲からないとは言いませんが……この家に関しては、エルシオン・エアルの遺い産さんです。ダルグレイ議員の地元は離れているので、姉と結婚してからは、ここを首しゆ都とでの住まいにしているんですよ」

　そういうハーミットの実家は、また別の場所にあるらしい。

（エアル家というのは、やはり相当な資産家だな）

　薄うす々うすと感づいていたことだが、シルヴァーナは改めてそう思った。それはつまり、〝生前のエルシオンが、それだけラトロアの発展に貢こう献けんした〟という意味でもある。

　さまざまな仕事を手広くこなしたらしいが、よほどの才さい人じんだったのだろう。

　建物に近づいたところで、家庭菜さい園えんに水みず遣やりをする婦人の姿が眼めに入った。

　にこやかに微笑ほほえみながら、じょうろを畑のあちこちに向けている。

　ハーミットと同じ艶つややかな黒髪は、片側に束たばねて垂たらされており、一見して気き取どらない気け配はいが察さつせられた。

　彼女はシルヴァーナ達に気づいて顔を上げる。

「あら……？」

　ハーミットが前に歩み出た。

　婦人は眼を細め、たおやかに背筋を伸ばして出迎える。

「……姉さん、ただいま」

　いかにも申もうし訳わけなげに、ハーミットが呟つぶやいた。よほど肩かた身みが狭せまいらしく、そのまま下げた頭を上げようとしない。

　婦人はくすりと笑って、じょうろを足元に置いた。

「あらあら、やんちゃ坊ぼう主ずがやっと帰ってきたわね。一体、どこを出歩いていたの？」

　彼女の嬉うれしそうな笑顔に、シルヴァーナは一ひと目めで好感を持った。

　年長には違いないが、婦人の顔立ちは妙にあどけない。ちょうどシュナイクとよく似にている。

　だから、彼女が誰だれなのかは、紹しよう介かいされるまでもなくすぐにわかった。

　ハーミットが頭を下げたまま、小さく呟く。

「本当にごめん、姉さん──何も言わずに出しゆつ奔ぽんして、義兄にいさん達にも迷めい惑わくをかけて……」

「あら、別に迷惑なんかかかっていないわよ？　それに私、心配もしていなかったんだから。貴方あなたはとても強くて、運がいいもの。兄弟の中では一番、しっかりしていると思うわ」

　そう言って、彼女──シスカ・バルトゥールは、屋や敷しきの方を掌てのひらで示した。

「お客様もご一いつ緒しよなのね。立ち話もなんですから、まずは中へどうぞ。主人は外はずしていますけれど、夕方には戻ると思いますから」

　屋敷の勝かつ手て口ぐちへするすると歩いて、彼女はシルヴァーナ達を手て招まねきした。

　頷うなずいて、シルヴァーナはハーミットの肩を押す。

　久ひさ々びさに姉と対面を果たした彼は、少しきまり悪そうにしながら、それでも安あん堵どした様子で屋敷へと入った。

「それにしてもびっくりしたわ。いきなり帰ってくるんですもの。手紙でも出せばいいのに」

　そうは言いつつも、彼女には少しも驚いた様子はなかった。

　ハーミットは首を横に振る。

「無む理りだよ。手紙なんて出したら、秘密警察に嗅かぎつけられる。ここに来るのだって、本当は危ないかもしれない」

「だって、お客様もいらっしゃるなら、お菓子でも用意しておいたのに。なんにもないわよ？」

　言葉の内容もずれているが、口調もいたって吞のん気きなものだった。

　ハーミットから道どう中ちゆうに聞いた限りでは、シスカ・バルトゥールは、シュナイクに輪をかけて天てん真しん爛らん漫まんな性格らしい。実際の彼女を眼めにして、シルヴァーナはつくづく納なつ得とくした。

「お気き遣づかいなく。私は客なんて上等なものじゃない」

　シルヴァーナが澄すましてそう告つげると、シスカは不思議そうに首を傾かしげた。

「え？　お客様じゃないって──あぁ！　ひょっとして貴方あなた、私の義妹いもうとになられる方かたなの？」

　その意味を一瞬考えてから、シルヴァーナは思わず苦笑した。

　そういえば自分とハーミットは年齢としも近い。彼女のありえない誤ご解かいは、素直におかしかった。

　ハーミットが慌あわててそれを否定する。

「姉さん、失礼なことを言わないでくれ。彼女はシルヴァーナといって、僕の恩おん人じんのお弟子でしさんなんだ。今の僕は、彼女の目的のために協力している」

　いつもは一人称を〝私〟というほど丁てい寧ねいなハーミットが、家族の前では〝僕〟になるらしい。そのことを微笑ほほえましく思いながら、シルヴァーナはシスカに目もく礼れいを送る。

「名乗りが遅おくれて失礼した。今、ハーミットにも紹しよう介かいしてもらったが、私はシルヴァーナという名だ。オズマ・ベヘタシオンの娘といえば、貴方達とも無関係ではないかな」

　そう告げると、シスカはさすがに眼を見開いた。

「まぁ！　オズマ様って、ウィスタル叔父おじ様のお師し匠しよう様の──？　こんなお嬢さんがいらしたなんて──どういうこと、ハーミット？　どちらでお会いしたの？」

「説明はゆっくりするよ。姉さんにも話すことはたくさんある。実はジラーハで、シュナイクとも会ったんだ」

「え!?　シュナイクと？　あの子、元気だった？　一いつ緒しよじゃないの？」

　息子むすこの名を聞くや、彼女はますます質問を重ねた。ハーミットは笑顔で頷うなずきながら、応接室らしき部屋の扉とびらを開けた。

「ああ、シュナイクは元気だったよ。説明するから、座って話そう」

　通された応接室で、シルヴァーナは椅子を勧すすめられる前に悠ゆう々ゆうと座った。

　その隣となりにハーミットがつき、シスカは半なかば身を乗り出すようにして正面に陣じん取どる。

　来客に気づいた召使めしつかい達が部屋を覗のぞくのへ、彼女は飲み物を用意するよう言いつけた。

「それで、シュナイクはどうしているの？　あの子とジラーハで会ったって──」

「こっちも驚いたよ。シュナイクは、ジラーハの神しん官かん達と、使者の派は遣けんについて交渉中らしい。僕と彼女は、その結果を待たずにラトロアへ来たんだ。今いま頃ごろは結果も出ていると思うけれど……」

「結果なんかどうでもいいわ。あの子が無事で帰ってきてくれるなら、私はそれで充じゆう分ぶん」

　すっかり母親の顔をして、シスカは安あん堵どしたように溜ため息いきを吐ついた。

　そしてシルヴァーナと視線が合い、彼女は嬉うれしげに眼めを細める。

「親から言うのもなんですけれど、昔から、あの子は妙に賢かしこくて……性格も容よう姿しも子供らしいくせに、考え方だけは妙に大人おとなびていたんです。今回の旅も、年齢としを考えるとどうかとは思ったんですけれど、本人と主人が乗り気で……でもよかった、無事に辿たどりついて。やっぱりアンジェリカは、シュナイクの信しん頼らいに応こたえてくれたのね」

　その喜ぶ様子に、シルヴァーナの頰ほおも緩ゆるむ。

　そしてハーミットは、彼女に通りいっぺんの事情を説明しはじめた。

　神殿側で、輝石セレナイトを産出する御柱ピラーに異い変へんが起きていること。

　その異変の原因は、ラトロアにあるらしいこと。

　異変に対たい処しよするため、自分はシルヴァーナ達に協力していること。

　そして、彼がアルセイフやジラーハで見聞きしたことを、手て短みじかにかいつまんで話した。

　シルヴァーナはその間、適当に話を合わせながら、二人の会話でエアル家の内情を再確認していった。

　亡なき父親のルースターは前の国家元げん首しゆで、長男のラドゥーカ・エアルも議員をしているらしい。長女のシスカもやはり議員の妻ということで、政治的にはそうそうたる血ち筋すじといえるが、ハーミットの純じゆん朴ぼくさを見ていると、あまりそうは思えない。

　親しん族ぞくも多いらしく、エルシオン・エアルの末まつ裔えい達は、しっかりとラトロアの地に根ね付づいていた。

「そういえば、アルタード兄さんは帰ってきた？」

　ハーミットのそんな問いに、シスカが肩を竦すくめた。

「アルタードなら、お父さんの葬そう儀ぎの時が、顔を見た最後ね。どこにいるんだか──貴方あなたと違って、別に秘密警察に眼をつけられているわけでもないのに、手紙一つよこさないんだもの。困った子だわ」

　シスカの声はあくまで朗ほがらかに笑っていたが、内心では心配らしく、その眼には不安が見えた。

　ハーミットが気を利きかせて、シルヴァーナに囁ささやく。

「アルタードというのは次男なんです。絵を描きながら、諸方あちこちを放ほう浪ろうしていまして、滅めつ多たに帰ってきません。このラトロア国内にいるのかどうかもわからない有あり様さまで……」

「へぇ、絵描きか。エルシオン・エアルも絵が上手うまかったらしいな」

　絵描きと聞いて、シルヴァーナはふと、ハーミットが話していた〝リセリナの肖しよう像ぞう〟のことを思いだした。

「そういえば、貴方がリセリナを見つけた時に驚いた原因という、例の絵──あれもここにあるのかな？」

　ハーミットは、あぁと頷うなずき、

「あれは私の恩おん師しのところにあるはずです。処しよ分ぶんしていなければ、ですが……御ご覧らんになりますか？」

　そう問いかけてきた。

　シルヴァーナは頷うなずきながら眼めを伏ふせる。

「そうだな。少し落ち着いたら、見てみたい。まぁ、当分は先でいいよ」

　その頃ころには──リセリナとも、こちらで合流しているかもしれない。

　シルヴァーナもその絵には興きよう味みがあったが、むしろリセリナに、養よう父ふの遺い品ひんであるその絵を見せてやりたいと思う。

　シスカが話に加わる。

「その絵って、貴方あなたが蔵くらから持ちだして飾かざっていた女の子の絵？　似にた子を見つけたの？」

　これまでの簡単な説明の中で、シルヴァーナ達は〝来訪者ビジター〟の存在を伏せていた。

　だからこの問いにも、真正直に答えるつもりはない。

「あぁ、よく似ていてびっくりしたんだ。何の偶ぐう然ぜんか、名前まで同じだった」

　ハーミットがすっとぼけてそう告つげると、シスカは首を捻ひねった。

「あら、名前まで……？　ふぅん、偶然てあるものね。私もついこの間、あの絵とそっくりな子を、街まちで見かけたのよ。髪は短かったけれど、顔なんて瓜うり二ふたつで──」

　彼女はいかにも世せ間けん話ばなしのような口調だったが、シルヴァーナはぴくりと反応する。

「二、三日前だったかしら……？　主人がお弁当を忘れていったものだから、金きん糸し党とうの本部まで届とどけに行ったの。そうしたら、その子がジェラルド元げん首しゆの馬車にちょうど乗るところで──地方の議員のお嬢さんかしらね？　ちょっと険けわしい顔つきだったけど、可愛かわいい子だったから、よく憶おぼえているわ」

　シルヴァーナは何も言わずに、ハーミットと視線を交わした。

　ほぼ間違いなく、それは〝イリス〟だろうと思う。

　議事堂の見学にでも行ったのか、はたまた他ほかの用事でもあったのかはわからないが、ずいぶんと自由に出歩いているらしい。実際、ついさきほども、大通りで見かけたばかりである。

　神殿側での来訪者ビジターは、その知識ゆえに行動を制限される。

　しかしラトロア側では逆に、積極的にその知識を生かすことを求められる。

　その違いが、神殿側とラトロア側とで、文化の違いを生んだ。

　神殿側は〝輝石セレナイト〟に頼たより、その効果によって潤うるおい、ラトロア側は〝知識〟に頼り、文明を進めてきた。

　ラトロアへ渡った来訪者ビジターは、エルシオン・エアルだけではないらしい。古い歴史はわからないが、他にも数人はいたはずだと、シャジールの民も言っていた。

　そして、そうした違いが、両りよう陣じん営えいの亀き裂れつにも多少は影響している。

「奥様！　奥様！　大変です！」

　廊下から、召使めしつかいの娘の悲ひ鳴めいじみた声が響いた。

　肩で息をしながら駆け込んできた彼女は、そこで初めて来らい客きやくに気づいて赤せき面めんする。まだ若いその召使は、外へ買い物にでも出ていたらしく、その手にまだ籠かごをもっていた。

　シスカは吞のん気きに首を傾かしげる。

「あらあら、どうしたの？　そんなに慌あわてて。またお財さい布ふでも落とした？」

「ち、違います！　旦だん那な様さまが……！　いえ、あの、議事堂が……」

　舌したをもつれさせたところで、彼女は別の召使が脇わきから差し出した水を、一気に飲のみ干ほした。

「議事堂が、〝亡ぼう国こく派は〟の人達に占せん拠きよされて……！　旦那様やラドゥーカ議員も、中で人ひと質じちになっています！　今、警察の人達が包囲してるんですけど、手が出せない状態で……」

　ハーミットが勢いよく椅子から立ち上がった。シスカはきょとんとして、絶ぜつ句くしてしまう。

　一方で、シルヴァーナは眼めを細め、深ふか々ぶかと沈ちん痛つうな溜ため息いきを吐ついた。

　──ハーミットから少しは聞いていたが、やはりラトロア側はラトロア側で、山ほどの問題を抱かかえているらしい。

〝ジラーハからの使者を迎える〟にあたって、ダルグレイ・バルトゥールの存在は鍵かぎである。

　その彼が巻き込まれたこの不ふ測そくの事じ態たいに、シルヴァーナは嫌いやな予感を覚えた。
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「……〝亡国派〟って、何なの？」

　議事堂を囲む包ほう囲い網もうの一角で、イリスは聞き慣れないその単語の意味を、仮か面めんの男に問いかけた。

　人質となった議員達の安あん否ぴは知れないが、現在は膠こう着ちやく状態が続いている。

　初めは〝説せつ得とくのための話し合い〟が目的だなどと言っていたが、結局のところ、亡国派と呼ばれる乱入者達の要求は、捕とらえられた仲間達の釈しやく放ほうという、非常にわかりやすいものだった。

　日にち没ぼつまでに返答を求めるとし、釈放する場合には一日の猶ゆう予よを設け、釈放しない場合には、人質の議員達を一人ずつ殺していくことも辞じさないと、彼らは主張した。

　官かん僚りよう達は、この要求への対応を検けん討とう中ちゆうらしい。

　そして仮面の男、メビウスは、秘密警察の幹部として、この〝不ふ祥しよう事じ〟への対応を迫られている。

　イリスも仲間の来訪者ビジター達と共に、近くの建物に用意された対策本部へと足を運んでいた。

　庇ひ護ご者しやであるジェラルド・メイスンも人質となっている以上、見過ごすことはできない。

「亡国派とは何か──ですか。一言で片付けるのは難しいですね」

　イリスの問いに、メビウスは苦笑をもって応じた。

　椅子に脚あしを組み、尊そん大だいな態度で机に肘ひじをつく。

「さて、どう説明したものか──そうですね。まずはイリス、貴方あなたもご存ぞん知じのとおり、このラトロアは、〝小国家の集合体〟のような体てい裁さいをとっています。といっても、その吸収や併へい合ごうの過か程ていが、必ずしも平和的にばかり進んできたわけではありません。当然、いざこざが起きて侵しん略りやくの形をとることもありましたし、なかなか凄せい惨さんな経過を辿たどったこともありまして──このことは、ご理解いただけますね？」

「……まぁ、想像はつくわ。つまり──」

　メビウスは頷うなずいた。

「──大きなラトロアに吸収された、小さな国、亡ほろんだ国──そうした国々の、権力者側にいた者達、あるいはその子孫達は、現在のラトロアに対して恨うらみをもっています。彼らは一般の民衆の中にも、反政府的な思想を根ね付づかせようと暗あん躍やくし、今では一つの無視できない勢力となりました。ラトロアの暗あん部ぶの一つ──今は亡んだ国の残ざん党とう達、即すなわち〝亡ぼう国こく派は〟です」

　イリスは眉み間けんに指を添そえた。

　今の簡単な説明だけで、状況はだいたい摑つかめてしまった。

　傍そばで聞いていたパンプキンも、重そうな頭を揺ゆらして何度も頷く。

「どこに行こうと、またいつの時代であろうと、人のやることはだいたい似にたようなものであるな。体たい制せい派はがいれば、反体制派もまた存在する。複数の人間がいれば利害が生まれるのが世の常である」

　達たつ観かんしたようなことを言うパンプキンに、メビウスが仮か面めんの下から微笑を向けた。

「実際、困った方かた々がたです。被ひ害がい者しや意い識しきばかりが先に立って、たとえ法に触ふれても、それを正せい統とうな権利だと主張するようなところがありましてね。それを取り締まれば不当な弾だん圧あつと言い、戦う自分達に陶とう酔すいする始し末まつで……さすがに議事堂の占せん拠きよというのは初めてですが、こうした人ひと質じちをとっての脅きよう迫はく騒さわぎ自体は、稀まれに起きていることです」

　おもしろくもない実情に、イリスは深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「……ま、大きな国には、複雑な事情が生まれるものだとは思うけど……要するにジェラルド元げん首しゆは、彼らからは恨うらまれてるのね？」

　この問いには、メビウスはくすくすと笑って応じた。

「ちょっと我々が遊んであげたものですから……そのせいで、逮たい捕ほ者しやが多く出ていることは事実です。ただ、油ゆ断だんすると彼らは、自分達に都つ合ごうのいい流りゆう言げん蜚ひ語ごまで飛ばしはじめますから、あまり野の放ばなしにもできず──ラトロアの政府が意い図と的てきに他国を〝外がい敵てき〟として設定し、国内の意思統一をはかってきた経けい緯いにも、多少は彼らの影響がありますね。つまり、〝外敵の脅きよう威いがあるから、国内で揉もめている場合ではない〟という主張で、亡国派への賛さん同どう者しやを牽けん制せいしてきたわけです。まぁお互たがい、結果的にやっていることは近いかもしれませんね」

　イリスは嫌いや気けが差してきた。

　別にラトロアを理り想そう郷きようだなどと思っていたわけではない。ただ、そうした政治的にぐだぐだとした話には、正直なところ飽あき飽あきしている。

「……あの人達、戦争には反対なのよね？　なんかそんなこと言っていたみたいだけど」

　念ねんの為ために問うと、メビウスが首を横に振った。

「必ずしもそうではないところが、ややこしいところでして──下のほうはそう妄もう信しんしている者が多いはずですが、彼らの上層部に関しては、むしろ開かい戦せんを望んでいるはずです」

「はぁ？」

　訳わけがわからずに、イリスは頓とん狂きような声を返す。メビウスは脚あしを組み直し、机をとんとんと指先で叩たたいた。

「簡単なことですよ。現政権に戦争を起こさせておいて、〝それに反対していた自分達は正しい〟と主張し、その政局の混乱に乗じようじて支持の拡大を狙ねらいたいというのが、彼らの本ほん音ねです。つまり口では反対と叫んでいますが、実際にやっていることは、主しゆ戦せん派はの後あと押おしなんですよ。戦争が起きなければ起きないで、それは自分たちの反対運動が功こうを奏そうしたからだといい、起きたら起きたで、その責任を追つい及きゆうできる──どっちに転ころんでも、とりあえず損そんはしないと思っているんですね」

　そう指摘されて、イリスは溜ため息いき混じりに納なつ得とくした。

「要するに、噓うそつきなのね？」

「だから、わかっている人間からは〝亡ぼう国こく派は〟などと呼ばれるのです。この呼び名には二種類の意味が込められています。〝すでに亡ほろんだ国〟の残ざん党とうであるという意味と、もう一つは、〝今のラトロアを亡ほろぼす〟ことを目的にしているという意味で……もちろん、壊かい滅めつさせる気はないでしょうが、現在の政治の形を崩くずし、自分達が権力者側にすり替かわろうとしているわけです。したがって、ダルグレイ議員のような本当の意味での非ひ戦せん派はからは、逆ぎやくに嫌われてさえいます」

　心しん底そこから呆あきれ返って、イリスは窓の外を見つめた。

　議事堂は夕日に照らされ、もう赤く染まりはじめている。

　そこには百人ほどの警備員が常じよう駐ちゆうしていたにも拘かかわらず、彼らはまともに機能しなかったらしい。不意を突つかれて右う往おう左さ往おうしているうちに、議員を人ひと質じちにされ、そのまますごすごと施設を追い出されたと聞く。

　そして議員達は、人質としての人数調整のために、すでに数百人が解かい放ほうされていたが、まだ百五十人前後が残っている。

　犯はん行こうグループの数は百人には満たないが、それなりの大人数ではある。武装は槍やりや剣、後はせいぜい弓ゆみ程度の原始的なものだが、捕とらえる側も同様であり、吞のん気きに刃やいばを打ち合っているうちに人質が殺されてしまいそうだった。

（人質さえいなければ、一般の衛えい兵へい達の力押しでも蹴け散ちらせるんだろうけれど……）

　考え事のために沈ちん黙もくした主あるじに代わって、バニッシュが口を開いた。

「メビウス。さきほど、彼らの上と下では、考え方に温度差があると言ったが──今、あそこを占せん拠きよしている連中は、〝上のほうの思おも惑わく〟で動いてるのか？　それとも、下したっ端ぱによるただの暴走なのか？」

　問われたメビウスが思し案あんげに顎あごを撫なでた。

「おそらくは後こう者しやでしょう。秘密警察の警戒網にも引ひっ掛かからなかったようですから、よほどの下っ端が勝かつ手てに動いたのだと思われます。起きてからこんなことを言うのも情けない話ですが、〝ここまで馬ば鹿かな真似まねをするとはさすがに思ってもいなかった〟というのが、我々の正直な感想です」

　皮ひ肉にく混じりのメビウスの言い方に、イリスは一つの含ふくみを感じた。

「……けしかけたの、貴方あなた達じゃないでしょうね？　その亡ぼう国こく派はとやらを悪わる者ものにして、ジェラルド元げん首しゆの側を正せい当とう化かするのが目的とか──」

　悪者と対立する者は正義と見られやすい。実際には、善悪の別など主しゆ観かん的てきなものだし、悪と対立するのは別の悪であることも多いはずだが、表面の印いん象しようだけで物事を判断する人間は存ぞん外がいに多いものである。

「まさか。我々だってそこまで暇ひまではありませんよ。今回のこれは、完全に予想外です」

　メビウスは苦笑して応じたが、イリスはなおも問う。

「──じゃあ聞くけど、その亡国派の上のほうって、それこそジェラルド元首と繫つながっていたりしない？」

　答えるまでに、メビウスは一いつ拍ぱくの間まを置いた。

「……イリス。さきほども言いましたが、政治というのは複ふく雑ざつ怪かい奇きなのですよ。たとえば、寝ね首くびをかくために、味み方かたのふりをする者もいます。そうした者は、信しん頼らいを得るために便べん宜ぎを図はかることもないとは言い切れません」

　否定も肯こう定ていもせずに、彼はそんなことを言った。

　イリスは冷さめた眸ひとみで彼を見み据すえる。

「……多少の政治的な駆かけ引ひきはあるってことかしら？」

「私の知らないこともあるかもしれない、という意味です。私とて、ジェラルド元首のすべて、あるいはラトロアの抱かかえる機き密みつのすべてを把は握あくしているわけではありませんから。ただ、今回のこれに関しては、狂きよう言げんなどではないと判断しています」

　そうは言いながらも、そんな主の危き機きに対し、メビウスに取り乱した様子は見えない。

　忠ちゆう誠せい心しんなどを持ち合わせているようにも見えないし、ジェラルドの命いのちなど、彼にとってはごく軽いものなのだろう。庇ひ護ご者しやとして便利だから従っているという点では、イリス達とも共通している。

　だから、その庇護者を守るつもりも、多少はあるらしい。

「──遅おそくなりました、メビウス様」

　足音も立てずに部屋の入り口付近に現れたのは、馴な染じみの刺し客かく、シズヤだった。

　あらかた予想していたイリスは、今いま更さらに驚きもしない。

　シズヤ達は、郊こう外がいにある〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の周囲に散っていたらしい。その彼女らをメビウスがこの現場に呼び寄せた理由は、一つしかない。

　黒こく衣いに身を包み、口元をベールで覆おおった暗あん殺さつ者しやは、艶つやっぽい視線でイリス達を見回し、深ふか々ぶかと一礼した。

「アカツキもリョガクも、エイミーも来ていますわ。他ほかに北方民族の出しゆつ自じの者が十五人──一同、御ご指し示じを賜たまわりたく」

　メビウスが席を立ち、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ありがとう、シズヤ。待っていたよ。救きゆう出しゆつ作戦は単たん純じゆんだ。突とつ入にゆうして不ふ穏おん分ぶん子しを処理し、議員の方かた々がたを救出する。不穏分子側は殺していい。もし生せい存ぞん者しやがいるようだったら、引き取って実験に使おう。議員の方々は無む傷きずで……と言いたいところだが、幾いく人にんかなら死なせても構かまわない。事故なら仕方ないからね」

　イリスはぞっとしたが、メビウスのこの悪意ある指示は、彼らしいものだとも思った。あるいはそれこそ、この機きに邪じや魔まな議員は殺してもいいと思っているのかもしれない。

「貴方あなたも行くの？」

　イリスが確認すると、メビウスは残念そうに首を横に振った。

「いいえ。議員達に姿を知られると、今後、不ふ都つ合ごうがあるかもしれませんので……ここはシズヤ達に任まかせます」

　メビウスはそう言ったが、彼が行かない理由は別にあると、イリスには察さつしがついた。

　彼のつけた腕輪には、周囲にいる人間の運動中ちゆう枢すうを麻ま痺ひさせる効果があるものの、その力が及ぶ範はん囲いはさほど広くない。しかもその範囲内においては、味み方かたまで動けなくなってしまう。

　人ひと質じちが少数ならばともかく、百人単位の救出には向かないし、ついでにいえば、救出対たい象しようである議員達には、その力を知られたくないはずだった。

「来訪者ビジターの方々は、どうされますか？」

　メビウスの問いを受けて、バニッシュが耳元に囁ささやいた。

「お嬢様──これが本当に不ふ測そくの事じ態たいならば、この機に元げん首しゆへの恩おんを売っておくのもいいかもしれません。信しん頼らいを得るには、よい機会かと……」

　イリスは頷うなずいた。

　彼に言われるまでもなく、イリスも同じことを考えていた。もし逆ぎやくに、これが仕し組くまれた事態だったとしても、救きゆう援えんに向かうか否いなかで、イリス達は心を試ためされることになる。

「もちろん、私は行くわ。バニッシュとカトルも来て。パンプキンは──目立ちすぎるから、エンジュとここで待たい機きね」

　エンジュ・シェパードは、この建物の別室に控えている。

　メビウス達と会う時は、彼には傍そばにいて欲しくない。心こころ根ねの真っ直ぐな彼は、イリスがメビウス達に協力することを快こころよく思っていなかった。

　パンプキンが不ふ服ふくそうに首を揺ゆらした。

「我はお留守るす番ばんであるか？　目立つなと言われれば、物もの陰かげや天井をゴキブリのごとくに這はい回り、人目につくことなく任務を遂すい行こうしようものを！」

「リアルだからやめて、その表現……一応、議員の救きゆう出しゆつが目的なのよ？　カトルはもちろん、私やバニッシュは布か何かで顔を隠かくせるけれど、貴方あなたはその頭を見せずに要よう人じんの保護なんてできないでしょ。それとも、その被かぶり物ものを脱ぬぐ？」

「ふむ、それは不ふ可かであるな」

　パンプキンは即そく答とうした。

　彼がこのカボチャを脱いでいるところをイリスも眼めにしたことがない。機械部分の点てん検けんや修理の時でさえ、基本的には被ったままだし、寝る時も同様だった。

　その徹てつ底ていした様子から、それこそ生命の維い持じにでも関かかわるのかと考えたこともあるが──パンプキンの被り物は多機能ではあるものの、別に必ひつ須すのものというわけではないらしい。

　常つね々づね思うことながら、よくわからない男ではある。

「いいから貴方は、エンジュの傍にいなさい。シズヤの部下達が嫌いやがらせをしないとも限らないし」

　そう告つげてシズヤを一ひと睨にらみすると、彼女は片かた眼めを瞑つぶってみせた。

「その点は、アカツキもちゃんと反はん省せいしていますから、ご心配なく。ちょっと短気なところはありますけれど、私とした約束を破るような子じゃありませんわ」

　イリスはその言を聞き流して、部屋の出口へと歩いた。

「メビウス、中の見み取とり図ずをお願いね。シズヤ、一応は共同作戦になるんだから、打ち合わせをしましょう。貴方達もこういうことにかけては専門だろうけれど──こっちも、向こうの世界ではこれが専門分野だったの。特にカトルは腕うで利ききよ」

　目に見えない部下が、イリスのすぐ背はい後ごに従った。

　今もその足取りさえ聞こえないが、もし彼が完全に気け配はいを消せば、イリスでもその存在を知ち覚かくすることはできない。

　来訪者ビジター達の中では最もつとも目立たない存在だが、なればこそ、その戦せん術じゆつ的てきな価値は随ずい一いちだった。

（今、ジェラルド元げん首しゆに死なれても困るものね──）

　夕ゆう刻こくを過ぎ、外はやがて暗くなってきた。

　いざ夜になれば、犯はん人にん側がわも一いつ層そうに警戒を強めるだろう。

　官かん僚りよう達の返答が遅おくれれば、見せしめに二、三人は殺されかねない。元首であるジェラルドをそう易やす々やすと殺しはしないだろうが、万が一ということもある。

　久ひさ々びさの実戦を前に、イリスは怯ひるむ様子も見せずに、毅き然ぜんとして事じ態たいに臨のぞもうとしていた。
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　議事堂の中に囚とらわれたダルグレイ・バルトゥールは、議席から動くこともできずに、じっと座らされていた。

　巨きよ体たいの彼にとって、議席はいかにも狭せま苦くるしい。することもないまま無意味にここへ縛しばられる現状は、まさに苦く痛つうだった。

　隣となりでは同僚の議員、ラドゥーカ・エアルが溜ため息いきを吐ついている。まだ若い彼は、こうした事態に取り乱してもよさそうなものだったが、存ぞん外がいに泰たい然ぜんとしていた。

　エアル家の人間としての矜きよう持じか、はたまた感かん性せいが鈍にぶいのか、彼は欠伸あくびまでしている。

（シュナイクのことでは取り乱していたが──こういうことには、動どうじない奴やつなんだな）

　ダルグレイは改めて、義ぎ弟ていの性格を確認できた気がした。

　事実、取り乱し震ふるえても意味がない事態だけに、最初は怯おびえていた議員達も、今はむしろ脱だつ力りよく気ぎ味みである。

　議会は乱入者達によって、完全に包ほう囲いされていた。一階部分には剣や槍やりを手にした二十人ほどがおり、記者や傍ぼう聴ちよう者しやが入る二階部分には、弓ゆみを手にした十人ほどが控えている。

　入ってきた人数は知れないが、ジェラルド元げん首しゆのような別室の要よう人じんにもそれぞれ数人がつき、さらには議事堂内部と外側への警戒も含ふくめると、百人近い集団が突とつ入にゆうしてきたのではないかと思う。

　正直なところ、それだけの人数でこんな大それたことを企くわだてておいて、この実行までに発はつ覚かくしなかったことが、ダルグレイには意い外がいだった。

　あるいは──秘密警察など関係機関側の誰だれかが、知っていて見み逃のがしたという可能性も、零ゼロではない。

（この件けん、裏があるかもしれんな──）

　そう直感したものの、その裏が、誰のどのような意い図とをもって為なされたものかについては、今の時点ではなんともいえない。

　ともあれ、ラトロアの議員のうち、百五十人ほどがこの場に囚とらわれている。

　人ひと質じちが多すぎるとして、半数以上が最初に解かい放ほうされたものの、ダルグレイもラドゥーカもその選せんからは漏もれた。

　無む論ろん、元首であるジェラルドなどは最重要の人質として、すでに別室に移されている。他ほかにも役職を得ている議員などは、一部が別室に連れられたが、ダルグレイやラドゥーカのような大たい概がいの議員は、烏う合ごうの衆しゆうのごとくにこの議場に押し込められたままだった。

「……腹が減へったな」

　ダルグレイの小声での呟つぶやきに、ラドゥーカが嘆たん息そくした。

「……何を吞のん気きな……そんなに姉さんの手料理が恋こいしいですか？」

　ダルグレイの妻、シスカは、ラドゥーカの実じつ姉しである。バルトゥール家には召使めしつかい達もいるが、シスカ自身が料理を趣味としており、ダルグレイの持ってくる愛あい妻さい弁当は、仲間の議員達の間ではつとに有名だった。

　二段組の弁当箱は、一段目が具ぐに変化をもたせたサンドイッチの数々、二段目が副食類で、パスタや煮込み野菜、肉や魚等、趣しゆ向こうをこらした品が小分けにぎっしりと並ぶ。

　そんなものを連日のように用意する手て間まは、尋じん常じようでない。

　今日の昼も、ダルグレイは黙もく々もくとその弁当を平たいらげた。

　ハーブを利きかせた鶏とり肉にくのパイ包み焼きは絶ぜつ品ぴんで、冷さめてもなお美び味みだったものである。

「シスカの料理は旨うまいぞ。あの母親から生まれたシュナイクが、どうしてあんな殺人的に不味まずい薬をつくるのか、理解に苦しむくらいだ」

「……姉さんの料理も、若い頃ころはひどいものでしたよ」

　呟きながら、ラドゥーカは頰ほおを引きつらせていた。

「前ぜん衛えい的てきなお菓子の実験台にされて、私やハーミットは散さん々ざんに泣かされました。次男のアルタードが早そう々そうに家から逃げ出したのも、そのあたりに一いち因いんがあったんじゃないかとさえ思います。貴方あなたと付き合いはじめてから、ようやく真面目まじめに味あじ見みをするようになり、急に食えるものになっていきまして……」

「それはあれだ、愛の力というやつだな」

　にこりともせずにのろけておいて、ダルグレイは首筋を揉もんだ。

　狭せま苦くるしい場所で動けずにいると、どうにも肩が凝こってくる。

　ラドゥーカはぼそぼそと、周囲の犯はん人にん達に聞こえぬ程度の小声で呟く。

「ダルグレイ議員はずるいです。貴方の好きな手料理は、我々の犠ぎ牲せいの上に成り立っていることを忘れないでください」

「だが、俺おれもシュナイクの薬には泣かされた。今の話を聞くと、あいつの薬が不味いのは、エアル家の血ち筋すじのせいということにならんか？」

「そんな責任までこっちに押しつけないでくださいよ。シュナイクは貴方の息子むすこでしょう」

「シスカの息子であり、君の甥おいでもある。この事実からは逃のがれられん」

「百歩譲ゆずってエアル家の血筋のせいだとしても、それは姉さんだけの影響です。ハーミットなんて自じ炊すいも上手うまいものでした」

「あぁ、それはシスカも言っていた。いい婿むこになりそうだな、彼は」

「しかし相手がいません。あれは女性に免めん疫えきがなくて……旅先で変な女に引ひっ掛かかってやしないかと、それだけが不安です」

「人のことが言えた義ぎ理りか。長男の君が先に身を固めるべきだろう。そういえば、リグル商会御ご令れい嬢じようとの見合いはどうなった？」

　そんな吞のん気きなやり取りの末すえに、ラドゥーカが急に口くち籠ごもった。

「…………いえ、仕事が忙いそがしかったので……」

「おい！　まさかすっぽかしたのか!?」

　思わず声を荒げたダルグレイに、見み張はりの男達が一いつ斉せいに反応した。他ほかの人ひと質じちの議員達も、びくりと身を竦すくませる。

　ダルグレイは周囲に目め線せんで謝しやしておき、再び声を潜ひそめた。

「……馬ば鹿かだな、君は……選挙の資金源としても、政治的な後援者としても、願ってもない良りよう縁えんだったろうに」

　ダルグレイが責せめると、ラドゥーカはぷいっと横を向いた。

「……そういう理由で結婚相手を選びたくないんですよ。相手の娘さんにも失礼でしょう」

「見合いをすっぽかすほうが、よほどに失礼だ」

「ちゃんと前日に断りをいれましたよ。先方の御令嬢だって引く手数多あまたなはずです。会ったこともない私のことなんて気にもしません」

「もう少し出会いに積極的になれよ、君は。エアル家の跡あと取とりだろう。シスカも心配して……」

　不ふ毛もうな会話を続ける二人に、亡ぼう国こく派はの男が歩み寄ってきた。

「──ダルグレイ議員、ラドゥーカ議員。退たい屈くつなのはわかりますが、無む駄だ話ばなしはその程度にしてください。特に貴方あなた達はリーブルマン先生の弟子でしだ、手て荒あらな真似まねはしたくない」

　そう告つげて剣を突きつける青年を、ダルグレイはぼんやりと見み据すえた。

　まだ若い。それこそ十代後半か二十代前半程度で、表情には若さゆえの覇は気きが見える。

「……ということは、君も先生の教え子なのかね？」

「お会いしたことはありません。書物を読んで、私し淑しゆくしているだけのことです」

　そんなことだろうとは思った。

　ダルグレイ達の師し、リーブルマンは、考こう古こ学がく者しやでありながら、専門分野以外にもさまざまな書物を著あらわしている。特に政治家達との交流が厚く、時に招まねかれては、子女達の家庭教師などもしていた。

　ダルグレイは大学で初めてリーブルマンと出会ったが、ラドゥーカやハーミットのようなエアル家の面々は、幼おさない頃ころから彼の講こう義ぎを受けてきたはずである。

　彼は政治信しん条じようとしては中立派で、非常に客観的な物の見方をする学者だった。

　現在はもう引いん退たいし、すっかり楽らく隠いん居きよの身だが、私し的てきな研究は続けているらしい。それ以外では、ダルグレイのようなかつての教え子達と、たまに交流がある程度である。

　亡国派の若者が、そのリーブルマンの名を出すのは不自然にも思えたが、彼の著作は説せつ得とく力りよくに溢あふれている。思し想そう信条を超こえて感かん化かされる部分があったとしても、さほど不思議はない。

「リーブルマン先生も、我々のような活動家に対しては否定的ですが……しかし、彼の主張した言論の自由に関する提てい言げんは、素す晴ばらしいものでした。貴方あなたがたもそう思ったからこそ、彼の弟子でしとなったのでしょう？」

　ダルグレイは適当に頷うなずいておいた。平常時なら議論をしてもいいが、今のこの場で、彼らを刺し激げきする発言はできない。ならば沈ちん黙もくを守るのが上じよう策さくである。

（そろそろ、夕刻か──）

　天てん窓まどからの光はすっかりなくなり、今の議場の中には、非常用のランタンがいたるところに吊つるされていた。

　確か犯はん人にん側がわが区切った〝返答〟の期限は日にち没ぼつだったはずである。

　返答がでなければ、見せしめに数人の議員を殺すとも言っていた。

　本気か、本気でないか──見み極きわめはつかない。だが、彼らも決死の覚かく悟ごで来ている以上は、その行こう為いに及んでも不思議はない。

　救きゆう出しゆつ部隊は、その返答の前後に来そうな気もする。

　政治犯達の釈しやく放ほうを認める振りをして時間を稼かせぎ、相手の油ゆ断だんを誘さそっておいて、その隙すきに──ダルグレイがもし作戦の責任者であれば、きっとそうした判断を下くだす。

　突とつ入にゆうは夜や陰いんに乗じようじる形が望ましいが、犯人側もそれを警戒して、周囲を厳げん重じゆうに見み張はっているはずだった。

（荒っぽい事に、ならんといいが……）

　ダルグレイがそう思った矢先に、変へん事じは起きた。

　正面側から不意の悲ひ鳴めいがあがり、それを合あい図ずとして急に場ばが騒さわがしくなる。

「突入してきやがった！　人ひと質じちの元げん首しゆ達を殺せ！」

　誰だれかがそう叫んだが、その声が響く間にも、事じ態たいは素す早ばやく進行していった。

　ダルグレイ達の囚とらわれた議場にも、黒こく衣いをまとった奇妙な者達が、迅じん速そくに駆け込んでくる。

　死を覚悟した反政府組織の若者が、手近な議員に切りかかろうとした。

　その瞬しゆん間かん、ダルグレイは信じ難い光景を見た。

　刃やいばを構えた青年の腕が、肘ひじの先から千ち切ぎれ飛んだ。

　刃などが飛んできた気け配はいはない。ぼとりと落ちた腕を、青年は呆ぼう然ぜんと見詰め、悲鳴をあげてその場にうずくまった。

　そして、議場のそこかしこで、一方的な殺さつ戮りくがはじまった。

　殺されているのは、議員達ではない。議員達を殺そうとする亡ぼう国こく派はの者達が、突入してきた黒衣の刺し客かく達によって、次々と殺されていく。

　ランタンが照らすだけの薄うす暗ぐらい議場に、たちまち血ち飛沫しぶきと悲鳴が満ちた。

　ある者は飛んできた短剣ダガーに喉のどを射抜かれ、またある者は見えない刃に切きり刻きざまれ、二十人ほどもいた亡国派の若者達が、ほんの数秒のうちに倒されてしまった。

　上からの弓ゆみ矢やが降ってこないところを見ると、二階部分に控えていた者達も、おそらくは同様の末まつ路ろを辿たどったらしい。

　あまりの手て際ぎわのよさに、ダルグレイは啞あ然ぜんとして、ただ眼めを見開いた。

　周囲の議員達も、一瞬の夢でも見せられたかのように固まっている。

（……な、何が起きた？）

　そう自問しながら、ダルグレイが巡めぐらせた視し界かいには、さきほど、リーブルマンの名を出した青年がいた。

　床ゆかに倒れ伏した胴どう体たいのすぐ隣となりに、彼の頭が転ころがっている。

　吐はき気けをこらえて、ダルグレイはその様さまを睨にらみつけた。

　薄うす暗ぐらい議場の絨じゆう毯たんに、血の染しみが黒く広がり、同時に人の内ない臓ぞうが放つ異い臭しゆうが立ち込めてくる。

「ひ……ひいいっ！」

　老ろう齢れいの議員の誰だれかが、不意に目め覚ざめたように悲ひ鳴めいを発した。

　それを合図に、場が恐きよう慌こう状態となる。次々に議員達が席を立ち、出口へと殺さつ到とうした。

　ダルグレイも舌した打うちまじりに席を立ち、ラドゥーカの肩を叩たたく。

「ラドゥーカ、逃げるぞ。流されるようで癪しやくだが、こいつはまずい状況だ」

　青年議員は慌あわてて立ち上がり、通路へと抜けた。

　恐慌状態に合わせて動くのは危険もあるが、ここに残る選択は危あやうい。救きゆう援えんに来た者達は、その手しゆ腕わんからして、悪あく名めい高い秘密警察の者達だろうと察さつせられた。

　となれば、ジェラルドと政治的に対立するダルグレイのような議員は、どさくさ紛まぎれにここで始し末まつされかねない。目もく撃げき者しやともなる他ほかの政治家達の眼があるうちに、ここを脱け出る必要があった。

（しかし……やりすぎだぞ、こいつらは……！）

　ダルグレイは心しん底そこからぞっとした。

　噂うわさには聞いていたが、その噂には脚きやく色しよくが為なされているとばかり思っていた。

　だが、彼らは単たんなる殺人者の群むれなどではない。不ふ可か解かいなまでの力をもった、尋じん常じようならざる存在だと実感する。

　ジェラルド・メイスンは、どんな縁えんでこのような連中を飼かい馴ならしたのか、疑問にさえ思う。

　黒こく衣いの刺し客かく達を横目に、ダルグレイとラドゥーカは、他の議員達の波に紛れ込むようにして議場を出た。

　その道すがら、眼鏡めがねをかけた刺客の青年に、にやりと笑いかけられたが、ダルグレイはあえてこれを無視した。

　議場の隣のホールもまた、惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

　そこかしこに死体が散らばる中を、議員達は足あし早ばやに通り過ぎていく。ちょうど正面の入り口からは、一般の衛えい兵へい達が遅おくれて突とつ入にゆうしてくるところだった。

　ひとまず安あん堵どしたダルグレイの視界に、壁かべ際ぎわで座り込む男の姿が入った。

　亡ぼう国こく派はの一員らしいが、その胸に深ふか々ぶかと短剣ダガーが突き立っている。

　その口から血が溢あふれるのを見て、ダルグレイは眉まゆをひそめた。

　──まだ、息がある。

　ふらりと歩み寄ってしゃがむと、ダルグレイは彼の顔を覗のぞき込こんだ。傍かたわらのラドゥーカが気を利きかせて、周囲を警戒する。

「──最さい期ごの言葉があれば、聞くぞ」

　低く押し殺した声で、ダルグレイは問う。

　まだ若い男は、ぼんやりとした眼めを虚こ空くうに据すえていた。

「──仲間の、釈しやく放ほうを……屍しかばねの薬の実験台に、なる前に……」

　それは今にも消え入りそうな声だった。

「……屍の薬……？　おい、なんのことだ？」

　すかさずダルグレイが問う。

　黒い影が、その眼前を疾はしった。

　ダルグレイの頰ほおにも血ち飛沫しぶきがかかり、慌あわてて彼は身を起こす。

　瀕ひん死しだった男は絶ぜつ命めいし、その喉のど元もとから血を吹いていた。

　走り抜けて喉を搔かき切きったのは、黒こく衣いに身を包んだ小こ柄がらな少女だった。

　その素す早ばやい動きの前には、警戒していたラドゥーカも、声をあげる暇ひまさえなかったらしい。

　ダルグレイは眼を見開き、少女の背を睨にらんだ。

「貴き様さま……！」

　振りかえった少女は、冷さめた流し目を送ってきた。

「私はダルグレイ議員をお救すくいしたまでです。生きている者は、まだ人ひと質じちの方かた々がたに害がい意いを持っている可能性があります。どうか早さつ急きゆうに避ひ難なんなさってください」

　淡たん々たんと告つげる彼女に、人を殺したことへの罪ざい悪あく感かんなどは微み塵じんも感じられなかった。

　思わず四し肢しに力を込めたダルグレイを、ラドゥーカがその背で制せい止しする。

「ダルグレイ議員、冷静に──外に出ましょう。ここで彼らと揉もめるのは危険です」

　ダルグレイは歯を食いしばり、顔つきを険けわしくしてラドゥーカの背に続いた。

　彼の言うとおり、この場で激げつ昂こうすることは得とく策さくでない。だが、そうとわかっていても、最期の言葉を残そうとする瀕死の人間に、平然と止とどめを刺さす彼らのやり方は許せなかった。

　一方で、こう確信もする。

（喋しやべられたら困るような事情が、あるということか？）

　屍の薬──男が最期に遺のこしたその言葉を、ダルグレイは記き憶おくに刻きざんだ。

　やがてホールを突っ切って外へ出ると、そこでは先に出た議員達が、記者達による取材の攻こう勢せいにさらされていた。

　その輪の中を突っ切るのも憂ゆう鬱うつで、ダルグレイは一いつ旦たん、立ち止まる。

　そして、ちょうど脇わきにいた衛えい兵へいの一人に、重要なことを確認した。

「おい、君。元げん首しゆや他ほかの議員の方かた々がたは無事だったのか？」

　議場にいた議員達はほぼ全員が無事なはずだが、別室に連れて行かれた者達に関しては、まだ情報を得ていない。

　若い衛兵は戸と惑まどった様子で、眉まゆ根ねを歪ゆがめた。

「わかりません。突とつ入にゆうは同時に行われたのですが、元首をはじめとする数人は二階の別室にいるとのことで、別べつ動どう隊たいが窓から進入しまして──」

　この衛兵の言葉に、ダルグレイは首を傾かしげた。

　ジェラルド達が別室に連れていかれたのは、余よ分ぶんな人ひと質じちを解かい放ほうした後のことである。

　だから、内部の人質達が、どのような形でどこに囚とらわれているか、外部の人間に伝わっていたとは考えにくい。

　衛兵にそのことを問おうとした矢先に、ダルグレイは二階の階段から降りてくる人影に気づいた。

　正面口に立ったまま、彼は振りかえる。

　傍そばに立ったラドゥーカも、険けわしい顔で階上を見つめた。

「……やぁ、ダルグレイ議員、それにラドゥーカ議員。君達も無事でしたか」

　にこやかに声をよこした壮そう年ねんの男は、ゆっくりと階段を降りてきた。
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　元げん首しゆ、ジェラルド・メイスン──彼の顔を見た瞬しゆん間かんにダルグレイが感じたのは、安あん堵どではなくて疑ぎ惑わくだった。

　ジェラルドのすぐ背はい後ごには、二人の娘がいた。

　一人は黒くろ布ぬのに口元を隠かくした、妖よう艶えんな黒くろ装しよう束ぞくの美女である。こちらはその姿からして、議場を解かい放ほうした者達と明らかに同どう類るいだった。

　しかしもう一方は、それこそ街まち中なかにでもいそうな、短い黒髪の少女である。露あらわとなった両肩は細く、いかにも頼たよりない。

　その左右には、銀髪の美青年や、他ほかの黒装束達も並んでいたが、彼らは階段を降りずに、その場に留とどまっている。

　喧けん騒そうが一区切りした頃ころに、外の記者達を避さけ、隠かくし通路を使うつもりらしい。

　代わりに警けい備びの衛えい兵へい達が、ジェラルドの左右へ走る。

　降りてきた元首は、沈ちん痛つうな面おも持もちとなってひっそりと呟つぶやいた。

「……私と同様に人ひと質じちとなった、カーズ国こく防ぼう長ちようとニルベット警察長官は、残念ながら上の階で……亡ぼう国こく派はの者達に、殺されました」

　その名を聞くや、ダルグレイはジェラルドを見つめる視線に思わず殺さつ意いを込めた。

　傍かたわらのラドゥーカが、それを察さつしたように強く肩を押さえる。

〝貴き様さまが殺したんだろう〟と、暴ぼう言げんを吐はく寸すん前ぜんで、ダルグレイは堪こらえた。

　どちらの議員も慎しん重ちようなことで知られるベテランであり、しかも重要な役職を得ている大おお物ものだった。

　そして彼らは、ジラーハとの開かい戦せんに対しても、主しゆ戦せん派はでもなく非ひ戦せん派はでもなかった。

　だからこそ、その二人が死んだことは、非戦派のダルグレイにとって大きな痛いた手でとなる。

　近日中に、ジラーハから来るかもしれない使者──その使者が説せつ得とくすべき相手は、話の通じそうにない主戦派ではなく、むしろそうした中立の議員達だった。

　結けつ束そくの固い主戦派側を切きり崩くずすことは難しい。だが、現時点で迷まよっている常識的な議員達を味み方かたに引き込めれば、多数決の論ろん理りが支配する議会を乗りきることができるはずだった。

　殺された二人の議員をもし説得できていれば、彼らの影響下にある議員達も、開戦の阻そ止しにまわってくれたことだろう。

　今の時期にその芽めが潰ついえたことは、純じゆん粋すいに悔くやしい。

「お二人とも、私にとってはいい好こう敵てき手しゆでしたが──その有ゆう能のうさゆえに、亡国派から恨うらまれていたのも確かです。惜おしい人々を亡なくしました」

　いかにも痛いたましげにそう言うジェラルドから、ダルグレイは眼めを逸そらした。

　もし殺されたのが非戦派の議員であれば、世間もこの事件の裏に、陰いん謀ぼうの気け配はいを感じたかもしれない。

　だが、中立の議員──それも治ち安あんの関係で、亡国派から恨うらまれていた二人の死となれば、世間はこの事件を亡ぼう国こく派はの犯はん行こうとしてだけ認にん識しきするだろう。

　ダルグレイも、まさか元げん首しゆ達がこの件けんを主しゆ導どうしたとまでは考えない。この程度のことで亡国派の若者達に死の覚かく悟ごを強しいるような影響力は、ジェラルドにはないと思う。

　おそらくジェラルド達は、暴ぼう走そう寸すん前ぜんの亡国派の若者達を見つけておきながら、わざと放ほう置ちしたのだ。

　あるいはそれこそ内ない通つう者しやでも忍しのびこませ、今日という日を演えん出しゆつしたのかもしれない。

　彼自身の身も危険にさらされたわけだが、あの秘密警察らしき黒くろ装しよう束ぞく達の手しゆ腕わんを見ていれば、最上級の人ひと質じちであるジェラルドの無事は、確かく約やくされているも同然だった。

　その証しよう拠こに、悠ゆう々ゆうと目の前を通り過ぎていくジェラルドは、いたって平へい静せいである。

「……元首が御ご無ぶ事じで、なによりです」

　脇わきのラドゥーカが、本ほん音ねとは逆ぎやくのことを、吐はき捨すてるように呟つぶやいた。

「ありがとう。私も、生きてここを出られてほっとしたよ」

　のうのうと返答し、ジェラルドは歩み去る。

　その背を見送ってから、喧けん騒そうの中、ダルグレイは夜空を仰あおいだ。

　今いま頃ごろ、息子むすこも同じ星空を、旅先で眺めているのかもしれない。

（シュナイク、すまん……こちらの状況は、厳きびしくなったぞ──）

　嘆たん息そくして、ダルグレイは歯を食いしばった。

　数時間に渡った議事堂の占せん拠きよ事件は、こうして呆あつ気けなく──しかし、政治的には不ふ穏おんな要素をたっぷりと残し、一応の解決を見た。
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　国家元首、ジェラルド・メイスンの朝はそれなりに早い。

　よほどのことでもない限り、議会は明るいうちに済すませるのが慣かん例れいでもあり、日が昇のぼる頃ころには議事堂入りすることがほとんどである。

　ところがこの日に限って、議会は休みとなった。

　つい昨日の、議事堂占拠事件──これが休止の理由である。

　議事堂そのものの清せい掃そうもまだ完全ではないし、内部には血の匂においが籠こもってしまったらしい。

　なにより、議員達の中には緊きん張ちようで体調を崩くずした者も多く、ジェラルドは元首の権けん限げんにおいて、三日ほど会期を遅おくらせることを決めた。

　犯行者達は全員が死亡し、議員側は三名が死亡した。

　うち二人は、役付きのベテラン議員である。もう一人は〝予定外〟で、突とつ入にゆう部隊の巻まき添ぞえを食ったらしい。そうした運の悪い者もたまにはいる。

　犯行は亡国派若わか手ての暴走ということで決着し、今朝はほとんどの新聞社が号外を出した。

　間諜スパイ達からの報告を信じる限りは、決行の日は、もう少し後になるかと予想していた。だが、犯人側で急な予定の変へん更こうがあったらしい。

　危険な橋ではあったが、ジェラルドは彼らが、〝元げん首しゆたるジェラルド〟を殺さないと確かく信しんしていた。

　人ひと質じちとしてもっとも重要な身分でもあり、たとえ見せしめとして殺すにも不ふ適てき当とうである。

　なにより、間諜スパイ達の報告で、彼らは本気で〝仲間の釈しやく放ほう〟を望んでおり、議員側の犠ぎ牲せいは最小限に留とどめる方針であることを、ジェラルドは最初から把は握あくしていた。

　無む闇やみに議員を殺せば、民衆の支持はさらに離れていく。

　そんな彼らの泣なき所どころを知った上で、ジェラルドはメビウスやシズヤ達の手しゆ腕わんを信じた。

　そして結果は、全すべてが上手うまく運んだ。

　ジラーハとの開かい戦せんにおいて、態度を決めかねている議員は多い。

　そうした彼らをまとめられる立場にあった二人の議員が、混乱の中で死亡した。

　目もく撃げき者しやはいないが、これは亡国派の犯行ということで固まっている。〝救きゆう出しゆつ者しや〟達が殺したという真実を知るのは、当のシズヤ達とジェラルドだけだった。ジェラルドの救出にあたった来訪者ビジターのイリス達も、このことにまでは気づいていないはずである。

　早朝、屋や敷しきの庭を散歩しながら、ジェラルドは満足感に浸ひたっていた。

　昨夜の騒そう動どうの後、ジェラルドは官かん邸ていではなく、自邸へと戻もどった。これから数日は事じ後ご処しよ理りで忙いそがしくなるため、その前に愛まな娘むすめを安心させておきたかったのだ。

　昨夜、久ひさ々びさに会ったユーディエは元気そうだった。

　占せん拠きよ事件のことは、解決後に召使めしつかい達から知らされたらしい。つまりは心配する間まもなかったようだが、それでもユーディエは、すぐ傍そばにいるジェラルドの身をしきりに案じていた。

　政治家である限り、またこうした事じ態たいに巻き込まれる可能性が付きまとう──彼女はそう思ったらしい。

　彼女を安心させるために、ジェラルドは別べつ邸ていに滞たい在ざいする心強い味み方かたのことを、少しだけ話した。ところが彼女は、彼らのことをある程度、すでに知っていた。

　特にカトルという目に見えない来訪者ビジターのことを聖せい霊れいだと信じている様子で、ジェラルドもこれには困こん惑わくしたものである。

　否定してもよかったが、〝では彼は何なのか〟となると、ジェラルドにもよくわからない。

　そのカトルが、今回の解決に活躍したことを語ると、ユーディエは祈いのりの形に指を組み、傍に居ない聖霊へと感謝の言葉を述のべた。

　幼おさない娘のそんな姿には和なごんだが、ジェラルドの思し考こうはその時も、血ち生なま臭ぐさい謀ぼう略りやくに向けられていた。

　殺した二人の議員は、開戦に対して中立派ではあったが、このところ非ひ戦せん派はに傾きはじめていた。

　自らの立場を正式に表明したわけではなかったが、主しゆ戦せん派はのジェラルドに対し、〝ジラーハ側と交こう渉しようの糸口を持ってはどうか〟と、控ひかえめに提てい案あんしてきたのは事実である。

　そしてその時に、彼らは口にしてはならない言葉を出した。

〝ときに元げん首しゆは、屍しかばねの薬と呼ばれるものに心当たりがありませんか？〟

　ジェラルド配はい下かの秘密警察が、捕とらえた亡ぼう国こく派はの人間に人体実験を行った──そんな情報を、彼らは耳にしたらしい。

　死んだカーズ国こく防ぼう長ちようとニルベット警察長官は、どちらも亡国派を取とり締しまる立場であり、情報源はその逮たい捕ほ者しや達だと察さつせられた。無む論ろん、証しよう拠こなどは何もなく、噂うわさにしても曖あい昧まいなものである。

　だが、二人の議員は何かを感じたらしい。

　ジェラルドはとぼけたが、彼らの眼めからは疑ぎ念ねんが消えなかった。ほどなくして、彼らが独どく自じに調査をはじめようとしていると、メビウスからの知らせも届とどいた。

　だからジェラルドは──それと近い時期に発はつ覚かくした、亡国派の暴走を止めずに、この件けんに利用した。

　糸の引き方一つで、敵は味み方かたとして利用できる。ジェラルドはそのことをよく理解していた。

　ゆったりと庭を歩きながら、彼はこの国の行ゆく末すえを思う。

　──自分のような者に〝元首〟の地位が回ってくるという時点で、この国はどこかがおかしいと、思わないでもない。

　敵と味方、善と悪という単純な二元論では括くくれない、複雑に絡からみ合あった状況が、現在のラトロアという国をつくっている。

　ラトロアは暴走している、と、ある識しき者しやは言う。

　その舵かじ取とりをするジェラルド自身も、その認識は正しいと思っている。

　だがそれは、おそらくは歴史の必ひつ然ぜんなのだ。

　ジェラルドは、暴走を悪い現象だとは思っていない。それは変へん革かくであり、新たな秩ちつ序じよを生むための破は壊かいであるとさえ考えている。

　この世界では、ことに神殿側においては、シャジールの民がその変革を抑よく制せいしてきた。

　そこに生まれたのは停てい滞たいであり、変わらぬ歴史の繰り返しである。

　国同どう士しが争あらそい、敗やぶれて滅ほろび、新たな国が生まれ、またそれが敗れて滅ぶ──何千年もの長きに渡って、それが繰り返されてきた。

　ジェラルドは、人はもっと進化していて然しかるべき存在だと考えている。

　それを押さえつけ、可能性を奪うばう、シャジールの民という存在が鬱うつ陶とうしい。

　人が進化すれば、より大きな破壊を生み、この世界をいずれ壊こわしかねない──彼らの主張はそういうことらしいが、それならそれで、人類は〝その程度〟の存在なのだと判断するしかない。

　同時にジェラルドは、こうも考える。

　人が進化していく過か程ていで、新たな知識を得て、新たな秩ちつ序じよを構こう築ちくし、新たな〝世界〟へと羽を広げていくことに、どんな罪ざい悪あくがあるのかと──

　だからそれは、やはり必ひつ然ぜんなのだ。

　シャジールの民によって止められた時計の針を、ジェラルドは〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の力によって進めるつもりでいる。

　そうして進化を続けていくことで、数百年後、あるいは数千年後には、人は星の領りよう域いきにまで達することができるかもしれない。

　その頃ころには、きっと今よりもまともな政治の仕し組くみができていることだろう。

　遠い将来、仮かりにこの星の寿じゆ命みようが尽きた場合、今のままでは共に滅ほろびるしかない。だが、文明の針を進めておけば、この星を捨すて、新しい天地へと脱だつ出しゆつすることもできるかもしれないのだ。

　──今の時代だけを見れば、開かい戦せんを志こころざす自分は悪だろうと覚かく悟ごしている。

　だが、たとえ後こう世せいにおいて最悪の元げん首しゆと言われようとも──ジェラルドは、ただ現状を維い持じすることに、我が慢まんができない。

　開戦は、シャジールの民の呪じゆ縛ばくを打破するための、第一歩と言ってもいい。

　自分が踏み出したその第一歩は、戦争という混乱を経へて、後世の誰だれかが受うけ継つぐ。

　ジェラルドは、そう信じていた。

　だから彼は、ラトロアの元首たる責せき務むよりも、むしろ人類の可能性を優ゆう先せんした。

　一代では背せ負おいきれぬ熱い想おもいを胸に秘ひめ、彼はゆっくりと深呼吸をする。

（さて──ユーディエの様子でも、見に行くか）

　盲もう目もくの愛まな娘むすめが、これから来る戦たたかいの時代を見ることはないだろう。

　ラトロアは一代で潰つぶれるほど弱い国ではないし、死の神霊アービタ・スピリツトや屍しかばねの薬がある以上、輝石セレナイトを失った神殿勢力に負けるとは考えられない。

　ジェラルドの遺い産さんだけで、彼女は何不自由することなく、一生を過ごすことができるはずだった。

　彼の行く手を阻はばむものは、あとは議会における多数決だけである。

　勝しよう算さんは、もちろんあった。
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　フェリオ・アルセイフと、ウルク・ティグレーが、ラトロアの国境を越えた──

　そんな知らせがメビウスの元に届いたのは、雨の降りしきる肌はだ寒さむい日のことだった。

　弱めに火を燃やす暖だん炉ろの前で、彼は思わず苦笑したものである。

「──あの王おう弟ていとリセリナ嬢に関しては、来るかもしれないと思っていたんだけれど……まさかウルク司し祭さいも一いつ緒しよになって、〝真ま正しよう面めんから〟来るとは思わなかったな」

　その知らせは、関せき所しよに配した部下から届いた。

　議員、ダルグレイ・バルトゥールの招しよう請せいをもって、ジラーハから使者が訪れたというこの事じ態たいは、メビウス達にとって寝ね耳みみに水みずのものだった。

　神殿側に残してきた間諜スパイ達からは、特に何の知らせも来ていない。これは、ジラーハの〝名無し〟達も無む能のうではないということだろう。伝達を妨ぼう害がいされたか、あるいはそもそもの情報が神殿内の上層部から漏もれていないのか、どちらにせよ、これまで気づけなかったのは失しつ態たいである。

　同時にメビウス達は、ジラーハがその使者の派は遣けんを承しよう認にんしたことにも驚かされた。

　どうせ放っておけば戦いくさになるからと、細い希望にすがったのだろうが、その決断はさほど間違っていない。

　ただし──

　先日の議事堂占せん拠きよ事件以来、非ひ戦せん派はと主しゆ戦せん派はの間で揺ゆれていた議員達の多くが、主戦派に理解を示しつつある。

　これは心理的な効果だろうが、〝国内が安定していない〟と、〝国外も安定していない〟かのような錯さつ覚かくが生まれやすい。

　この混乱を利して神殿勢力が侵しん攻こうしてくると、まことしやかに流りゆう言げんが飛び、国民の多くが不安を感じはじめている。

　その意志を反映する政治家達としては、当然、議会の場でもこれを代だい弁べんすることになるだろう。

　この現状を鑑かんがみるに、使者達の言は、議員の耳には届きにくいようにも思われた。

「シズヤ、君はどう見る？　ウルク司祭達の言葉は、こちらの議員達に届くかな」

　暖炉の前の長椅子から、メビウスはそう問いかけた。

　暗あん殺さつ者しやの女は、部下の少女とチェス盤ばんに向かい合っている。

「私には、そういう難しいことはよくわかりませんわ。暗殺してこいというなら、頑がん張ばりますけれど」

「それも悪くはないけどね。どうかな。正直、こちらもそれどころじゃなさそうだ」

　メビウスはくすりと笑って、隣りん室しつに視線を向けた。

　その奥には今、考こう古こ学がく者しやのリーブルマンと、もう一人──頼たよりになる情報提てい供きよう者しやがいる。

　このところは二人して難なん解かいな書物の数々と向き合い、必死になってその〝解かい読どく〟を進めていた。

　メビウスにとっては、このラトロアの行ゆく末すえなどよりも、その研究成果のほうが気になっている。

　シズヤと対戦中の少女、エイミーが、不意にぽつりと呟つぶやいた。

「──あの、バロッサっていう人も、来ているんでしょうか？」

　それは、アルセイフで彼女を追い詰めた老ろう剣けん士しの名だった。わざわざ名な指ざしするほど、怖こわい思いをしたらしい。

「どうかしら？　御ご高こう齢れいだったみたいだし、私達が部下の間諜スパイをほとんど殺しちゃったから──今いま頃ごろは若わか手ての育成で忙いそがしいんじゃない？　それよりエイミー、貴方あなた、香こう水すい変えた？」

　駒こまを動かそうとした手を止めて、エイミーは俯うつむく。

「あ……は、はい。シズヤ様が、柑かん橘きつ系けいの香りが好きだと仰おつしやっていたので……」

「私の好みに合わせたの？　だめよ、そんなの。香水くらい、自分の好みで決めないと、いい女にはなれないわ」

　そうからかいながらも、シズヤも多少は嬉うれしいらしく、くすくすと笑っていた。

　姉妹のような二人を横目に眺めて、メビウスは仮か面めんの額に指を添そえた。

「老ろう将しよう殿どのはともかくとして、来るのは使者達だけではないだろうね。そろそろ名無しの連中も、活発に動き始めるはずだ。使者の件けんとは別に、ジラーハは〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に対たい処しよする部隊を必ず送り込んでくる。当然、シャジールの民も連れてくるだろう」

　シズヤが肩を竦すくめた。

「警戒は必要でしょうね。でも、この研究所を見つけるのは大変だと思いますわ」

「そうでもないさ。先方にはシアという子がいるらしい。彼女は尋じん問もんに長じた能力を持っているそうだ。そうだろう？　──バニッシュ」

　ちょうど隣室の扉とびらが開き、銀髪の美青年がふらりと顔を見せた。書物との格かく闘とうで疲つかれているらしく、彼は指先で目め頭がしらを押さえている。

「……メビウス、なんの話だ？」

「シアのことさ。君が教えてくれた彼女の能力は、〝相手の目の前にさえいれば、聞きたいことを聞きだせる力〟──そうだったね？」

　銀髪の美青年は、神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。

「そのことか……あぁ。視線を合わせたら、もう逃のがれる術すべはない。意識で抗あらがうこともできずに、知らないうちに重要な情報を話してしまうことになる」

　バニッシュの言葉を受けて、シズヤが口笛を吹いた。

「そういえば、そんな子もいましたわね。こちらの関係者が一人捕つかまれば、それで情報がだだ漏もれになる、と──イリス様なんて、まさに格かつ好こうの的まとになりそうですわ」

　皮ひ肉にくを言ったシズヤを、バニッシュが睨にらんだ。

「お嬢様は、シアの能力をよく知っている。眼めを見なければいいだけのことだ、引ひっ掛かかりはしないだろう」

「どうかしら？　最近のイリス様は、誰だれかさんのおかげですっかり腑ふ抜ぬけちゃいましたから、少し不安ですわ」

　シズヤが冷たい眼をして笑う。バニッシュも眉まゆをひそめつつ、この言に関しては否定しなかった。

　メビウスから見ても、最近のイリスはやけに性格が丸くなったと思う。表面上は厳きびしい態度を装よそおっているが、いつも傍そばにいる少年への視線だけは、妙に年とし頃ごろの少女らしい。

　彼の存在が、イリスから突き出ていた多くの棘とげを丸くしていることは、容よう易いに察さつせられた。

　それはつまり、メビウスにとっての彼女の利用価か値ちが下がったことを意味している。甘あまい人間は、味み方かたとして役に立たない。

（だが、こちらは──使えるな）

　頼れる協力者となったバニッシュに、メビウスは自ら席を立ち、紅こう茶ちやを勧すすめた。

「さて、君も一休みするといい。リーブルマン博士は？」

「書物に集中している。あれは──一種の化ばけ物ものだな。こちらの世界の人間としては、恐おそろしく才さいが立つ」

　バニッシュは、エイミーやシズヤから離れた椅子に腰を下ろした。

「エルシオン・エアルの残した書物の多くには、やはり軍で使っていた暗あん号ごうや、我々の世界での他国が使用していた言語などが散りばめられていた。ややこしくて全部を解かい読どくするには時間がかかりそうだが、断だん片ぺん的てきにはまとめられそうだ」

　死の神霊アービタ・スピリツトを地下に置くこの研究施設で、メビウスはバニッシュに、〝神霊スピリツト〟のことを記しるした文ぶん献けん類るいの精せい査さを依い頼らいした。

　死の神霊アービタ・スピリツトの研究については、古代からの来訪者ビジターの知識がいくつか残されている。

　ラトロアに大きな業績を残したあのエルシオン・エアルも、やはり当初は元の世界への帰き還かんを目指し、神霊スピリツトの調査にあたったらしい。

　その結果がまとめられた書物は、あらかたがここに揃そろっている。一部にはこの世界では使われない文字が含ふくまれており、解読は不可能かとも思われていた。

　しかし、来訪者ビジター、バニッシュの知識によって、それらの謎なぞは徐じよ々じよに解明されていきそうな気け配はいである。

　来訪者ビジター達の中で、彼だけは真しん剣けんに、元の世界へ戻もどろうとしていた。

　その意味で、メビウスとは目的が合がつ致ちしている。

　国家元げん首しゆ、ジェラルド・メイスンは、死の神霊アービタ・スピリツトを、戦争やラトロアの発展のために使いたいと考えていた。

　だが、メビウスにとっては、そんなことはどうでもいい。

　来訪者ビジター達の世界へ行くこと──それが、腕輪という異い能のうを得た彼の望みだった。

　その世界は、こちら側の世界とは比べものにならぬほどに発展しているらしい。来訪者ビジター達の腕輪を見ても、その技術力は桁けたが違う。

　その世界へ自ら行き、そして──

　彼は、自分が〝生き残る術すべ〟を模も索さくしたい。

　額の傷が、鈍にぶく疼うずいた。

　メビウスは仮か面めんを通じて、その内側の傷口に輝石セレナイトをあてている。彼の場合は、輝石セレナイトがなければ腕輪が使えないだけでなく、生命の維い持じにさえ支し障しようがでるのだ。

　額にあてるのは、鉢はち巻まきや帽子でもよかったはずだが、メビウスはあえて〝仮面〟を選んだ。

　それは決意の表れでもある。来訪者ビジター達の世界へ行くまでは、心を隠かくし、目的のためだけに生きる──そんな決意を仮面に込めた。

　安あん穏のんたる日常に逃げないためのそんな決意には、理由がある。

　彼にはおそらく、あまり時間がない。

　彼が父から受けたのと同じ〝実験〟の被ひ験けん者しやは、他ほかにもいた。

　額を切り割り、輝石セレナイトの成分を頭の中に直接届ける──そんな乱らん暴ぼうな手術にも関かかわらず、一時は生き残った例も、いくつかあったのだ。

　しかしその中で、今もなお生きているのは、メビウス唯ただ一人である。

　他の者達は皆──おそらくはその手術が原因で、次々に死んでいった。一度は日常に戻もどっても、その後で症しよう状じようが激げき変へんした。

　ある者は狂くるい、ある者は廃はい人じんとなり、またある者は突然に呼吸を止め──

　そのきっかけや時期は個人によって違うが、〝寿じゆ命みようが長くない〟という点では共通していた。

　だからメビウスにも、いつ最さい期ごの日が来ても不思議ではない。

　その最期の日が来る前に──メビウスは来訪者ビジター達の世界へ渡り、自身が生いき延のびる術を見つけたい。

　ジェラルドに協力しているのも、神霊スピリツトの研究について、彼がいろいろと便べん宜ぎをはかってくれるからに他ほかならなかった。

　ラトロアとジラーハの間で戦争が起きようと起きまいと、メビウスにとってはどうでもいい。

　額の傷が、また疼く。

　頭の内側を蛆うじが這はい回るような不快感に、メビウスは眼めを閉じた。

「──ウス……メビウス？　聞いているのか？」

　バニッシュの声で、彼は我われに返かえる。

「すまない。ちょっと考え事をしてしまってね。何かな？」

　バニッシュは険けわしい顔をしていた。

「あのリーブルマンという老人についてだ。彼は何者だ？　暗あん号ごう解かい読どくについても、こちらの軍の暗号表を、自力で半分ほども完成させていた。エルシオンの書物だけをヒントにそこに至るには、大変な労力と想像力、そして試し行こう錯さく誤ごが必要なはずだが……」

　メビウスは苦笑した。くだらない質問だとは思ったが、丁てい重ちように応こたえる。

「貴方あなたもさっき、言ったじゃないか。〝一種の化ばけ物ものだ〟と。有ゆう能のうなんだよ、彼は。ラトロアでも有数の学者で、専門は考こう古こ学がくだが、政治や経済の世界とも接せつ点てんを持っている。優秀な教え子も多く、その人脈も侮あなどれない。エルシオンの子孫であるエアル家とも懇こん意いだったな。だが、要するに彼は──」

　シズヤがくすくすと笑った。

「〝死の神霊アービタ・スピリツトに魅み入いられてしまった〟──そういうことですわ。あの先生は、知識欲の奴ど隷れいなの。調べること、知ることが大好きで、好奇心の赴おもむくままに、用意された謎なぞを解とき明あかしてしまう──そうですわね？」

　シズヤが隣りん室しつの扉とびらのほうへと視線を向けた。

　ちょうどリーブルマンがそこを開けて、疲ひ労ろうした顔を覗のぞかせる。

「ただの学者馬ば鹿かという奴やつですよ、私は──むしろ馬鹿学者のほうやもしれませんが」

　自じ嘲ちよう気味にいって、彼は溜ため息いきを吐ついた。

　彼は自分の教え子達に対して、罪ざい悪あく感かんをもっているに違いない。

　リーブルマンの教え子、即すなわちジェラルドと対立するダルグレイ議員などは、彼がジェラルドと通じていることなど知らないだろう。事実、リーブルマンとジェラルドとを結びつける接点は〝死の神霊アービタ・スピリツト〟だけであり、その存在も公おおやけにはされていない。

　教え子達にそのことを話せるはずもなく、しかし自身の研究に対する欲求を捨てることもできず──板いた挟ばさみに揺ゆれ裏うら切ぎりを選択した彼は、メビウスから見れば小さな老人だった。

　しかし小しよう人じんながら、有能な学者でもある。

　そして、迷まよった末すえとはいえ、彼は教え子達との絆きずなよりも〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を選んだ。

　自らの欲望に忠実であることを選んだ点で、メビウスは彼のことを評価している。

　リーブルマンは俯うつむき加か減げんに、ぽつりと呟つぶやいた。

「エルシオン・エアルというのは、やはり恐おそろしい頭脳を持っていたようですな。あれだけの業績を遺のこした上で、なお神霊スピリツトについても、我々を上回る研究成果を得ていた──彼の遺した文ぶん献けんの数々から得られた情報は、今後は我々の研究に生かせることでしょう」

　頼たのもしい言葉とは裏うら腹はらに、リーブルマンの顔色は冴さえなかった。

　メビウスはそこに彼の弱気を見る。

「……今いま更さらに、怖こわくなりましたか？　あの神霊スピリツトを扱うことが」

　リーブルマンは、ぶるりと肩を震ふるわせた。

「……恐おそろしいのは、初めからかもしれませんな。一ひと目め、あの不ふ可か思し議ぎな存在を見た時から、私は怖こわくてたまらなかった。そして怖いからこそ、もっと深く、もっと詳くわしく、もっと恐ろしい部分に触ふれたくなってしまう──今も、震えはとまりません」

　温和で虫も殺さぬような顔をしたリーブルマンが、引きつるような表情で笑っていた。

　教え子達の前では決して見せない、彼の本ほん性しよう──壊こわれた学者としての本性に、メビウスは微笑ほほえみを返す。

　彼は自分と、よく似にていると思う。

　否いな、きっと世界のすべての人々は、メビウスともよく似ているはずだった。

　自身の欲望を表に出すか、出さないか──その欲望のために捨すてるべきものを捨てるか、捨てないか。

　そんな些さ細さいな違いが、相そう互ごの理解を阻はばんでいるだけのことで、自分もリーブルマンもその他大勢の人々も、所しよ詮せんは小さき者なのだと思う。

　そんな小さな自分が、たかが知れた短い生を求めて、神霊スピリツトに縋すがる──滑こつ稽けいな滑稽な、出来の悪い皮ひ肉にくな劇げきのために、このラトロアという大国を巻き込んでいる。

　指先で仮か面めんを押さえ、メビウスは低く笑った。

　エイミーやバニッシュが、何事かとメビウスへ視線を移したが、シズヤやリーブルマンは反はん応のうを示さない。
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　無関心そのものの様子で、シズヤはこっそりとチェスの駒こまを入いれ替かえ、リーブルマンはポットから紅こう茶ちやを注ぐ。

　メビウスは嗤わらい続けた。

　おかしげに、楽しげに。

　頭の中を蛆うじが這はい回るような感かん触しよくに、抗あらがうように──
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　ダルグレイ・バルトゥールが、〝ジラーハからの使者を招まねいた〟──

　国境から届いたこの報は、ラトロアの政界に、大きな波は紋もんをもたらした。

　所属する金きん糸し党とうの承しよう認にんさえ得ていない、完全な独どく断だんによる措そ置ちである。亡ぼう国こく派はの例ではないが、それこそ暴走と言われても仕方がない。

　だが、何より政界が驚いたのは、その使者が〝ジラーハの神しん姫きの妹である〟という事実だった。

「やってくれたな、ダルグレイ──！」

　いつもは冷静な国家元げん首しゆ、ジェラルド・メイスンでさえ、これには珍めずらしく激げつ昂こうした。

　完全に出し抜かれた──素直にそう思う。策さくの有ゆう効こう性せいは今の時点ではなんとも言えないが、ダルグレイの動きを予想できなかった事実が、ジェラルドの誇ほこりを傷つけた。

　他国の使者を招くこと自体に、法的な違い反はんはない。それは議員の特とつ権けんとして認められている。もちろん、それを外交の指し針しんに影響させるとなれば、議会や党の承認が必要となるし、機き密みつ情報を漏もらせば背はい任にんの罪つみに問える。

　だが、ダルグレイの目的は機密の云うん々ぬんではなく、むしろ〝ジラーハ側の実じつ態たいを、使者の口から話させる〟ことにあるはずだった。

　その発言者が、政治的に重い立場であろう神姫の妹ともなれば、ラトロアの議員に与える影響も馬ば鹿かにはできない。

　一体どんな詐さ術じゆつを用いれば、そんな重要人物を呼びつけることができるのか──ジェラルドはそのことを疑問に思いつつも、対策を迫られることになった。

　議員達に、〝使者と会わぬように〟と言うことはできる。

　だが話し合いを拒きよ否ひする姿勢は、文化的に勝まさるはずのラトロアの国こく風ふうに合わないし、ジェラルドが独どく裁さいを望んでいるかのような印いん象しようを与えることにもなる。

　最終的には、悪い結果を招くだけだろう。

　メビウス達を使って、使者を暗あん殺さつするのも一計ではある。

　そうすることで、ジラーハ側が怒いかり狂くるい、なし崩くずし的てきに戦乱が始まる可能性もある。

　だが、その危険は、ジラーハ側こそが強く認識しているはずだった。

　神しん姫きの妹が死んでも、それを団結の象しよう徴ちようとして戦うつもりならばまだいい。ジェラルドの望む戦争になる。

　ところが逆ぎやくに、その死をラトロア側への貸かしとし、ジラーハ側が赦ゆるした場合──ラトロアの議員達は、仮か想そう敵国であるはずのジラーハに対し、大きな負おい目めを背せ負おうことになる。

　あえて使者の派は遣けんを許したジラーハ側の思おも惑わくは推すい察さつするしかないが、彼らは決して愚おろかな蛮ばん族ぞくではないことを、ジェラルド自身は知っている。ラトロア国内ではそういうことにしているが、実際のジラーハは国家として優すぐれた存在だった。

　政治を主しゆ導どうする神しん官かん達も、侮あなどれない存在である。

　無意識に眉まゆをひそめ、ジェラルドは歯を食いしばった。

　亡ぼう国こく派はに罪つみをなすりつけようにも、相手が平和の使者では、亡国派がこれを殺す道どう理りがない。

　事故に見せかければ、ダルグレイ達がこれを追つい及きゆうするだろう。

　ダルグレイもまとめて処しよ分ぶんすれば、対立しているジェラルドに対し、議員達からは確信に近い疑いをもたれてしまう。

（民主主義というのは、こうした時に厄やつ介かいだな──）

　その民主主義によって政権を掌しよう握あくしたジェラルドだが、今は多数決の鍵かぎを握にぎる他ほかの議員達に、配はい慮りよせざるを得ない。

　舌した打うち混じりに席を立ち、ジェラルドは秘ひ書しよを呼んだ。

「──その使者は、いつ到着する予定ですか？」

「現在、デルタ街かい道どうをこちらに向かっているそうで、おそらく一週間前後で、この首しゆ都とへ到着するものと思われます」

　ジェラルドの苛いら立だちを察さつしたように、秘書は固まっていた。

　彼の態度で、自分が怒いかりを見せていたことを自じ覚かくし、ジェラルドは大きく深呼吸をする。

「……私も会うかもしれません。念ねんのため、日程を空あけておいてください。会うにせよ会わぬにせよ、神姫の妹ともなれば国こく賓ひんですので、粗そ相そうのないように出で迎むかえねばなりませんね」

　そう告つげる彼の声はもう、平常通りに戻もどっていた。

　ジェラルドは思し考こうを切きり替かえた。

　相手が来る以上は仕方ない。これを上手うまく利用し、逆に主しゆ戦せん派はをまとめられればいいのだ。

　そのための方ほう策さくを練ねる期間は、使者が到着するまでの一週間──こうなると、中立から非ひ戦せん派はにまわりそうだった有力議員を殺しておいたことは、ジェラルドが考えていたよりも大きな効果を持っていたことになる。

〝運はまだ、こちらに向いている……か〟

　運などという曖あい昧まいな言葉は嫌いだったが、使者がそう簡単に議員達を心変わりさせられるとも思えない。

　思わぬ障しよう害がいではあれ、決して大きな障害ではないだろうとも思う。

　椅子に深く腰掛け、ジェラルドは眼めを閉じた。

　──焦あせることはない。

　たった一人の使者に左右されるほど、ラトロアの国政は単純でもない。

　さながら獣けものが牙きばを研とぐような心境で、ジェラルドは旅路の使者達をささやかに呪のろった。
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　シルヴァーナ達は、再びラトロアの首都、ラボラトリに舞まい戻もどって来ていた。

　国境を越える寸すん前ぜんだったフェリオ達から、リセリナとシア、ムスカらを預あずかり、彼女達は一足先に玄げん鳥ちようで首都へと入った。

　名無しの側が人手不足ということで、シュナイクの護ご衛えい役やくだったアンジェリカも、後こう事じをフェリオ達に託たくし、共に首都入りしている。

　目的はもちろん、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に関する調査だった。

　フェリオやウルク達とは完全に別行動で、ジラーハから入った名無し達と、玄鳥を操あやつる北方民族とで、連れん携けいして動くことが決まっている。

　隠かくれ家がとして、小さな部屋も借りた。

　北方民族だけでは、潜せん伏ぷくの資し金きん繰ぐりにさえ苦労するが、ジラーハから活動資金を得ている名無し達が、この穴あなも埋うめてくれた。

　見返りにシルヴァーナ達が提供するのは、玄鳥の機き動どう力りよくである。

　北方民族側は、三十人ほどがラトロア入りし、玄鳥もシルヴァーナのフウガを含ふくめてひとまず五羽が用意された。

　国境付近には、他ほかにも待たい機きしている鳥達がいる。馬車では一ヵ月以上がかかる道どう程ていさえも、鳥を乗り継いでいけば、ほんの数日で連絡をつけることが可能だった。

　ただし、巨大な鳥は街まち中なかではさすがに目立つため、街から離れた人ひと気けのない森などに隠している。

　そちらの相あい棒ぼうとは離れたものの、シルヴァーナの傍そばには今、別の相棒がいた。

「ハーミット。名無しの連中からの連絡、なかなか来ないな。昼過ぎにはと言っていたが……」

　ゆったりと浴よく槽そうに浸つかりながら、シルヴァーナは隣りん室しつにいるはずの青年にそう声をかけた。

　ラボラトリは、水の豊富な土と地ち柄がらだった。数日に一回程度は湯を沸わかして浴槽に張るなどという贅ぜい沢たくが、この地では当たり前のことらしい。

　アルセイフにも共同浴よく場じようなどはある。だが、裕ゆう福ふくな家ならばともかく、安い貸し部屋にまで小さな風ふ呂ろがあるというのは、ラトロアならではの光景だった。

　汲くんだ水を沸かしていちいち運ぶという手間はかかるものの、悪くない習慣だと思う。

　シルヴァーナのためにわざわざこの風ふ呂ろを用意してくれたのも、ハーミットである。

　問いかけに対し、その彼からの返事がないことを、シルヴァーナは訝いぶかしく思った。

「……ハーミット？　聞こえているか？」

　シルヴァーナは再度、少し大きめに声をかけた。隣室も北方民族の仲間が借りた部屋だけに、会話が聞こえても問題はない。

　青年からの返事は、やはりなかった。

　不ふ審しんに思ったシルヴァーナは、浴よく槽そうから出ると、裸ら身しんを軽く拭ふいてタオルを巻いた。

　慎しん重ちように扉とびらを開けると、そこには誰だれもいない。

　ついさきほどまでは、その場所にハーミットがいたはずなのだ。

「なんだ、出かけたのか……？　一声かけてくれればいいのに」

　もう一枚のタオルで洗い髪を拭きながら、シルヴァーナは小さく嘆たん息そくした。

　敵国だけに、互たがいに一人になるのは避さけるようにと、約束をしたばかりである。

　早そう々そうに約束を破られたかと憤ふん慨がいした矢先、扉が開いて、当のハーミットが部屋に戻もどってきた。

　シルヴァーナは微笑して彼の前に歩いた。

「ん？　ハーミット、出かけたんじゃなかったのか？」

「いえ、ちょっと隣室まで、新聞を借りに……う、うわ！」

　いきなり慌あわてて後ずさったハーミットに、シルヴァーナは驚かされた。

「どうした!?」

　部屋に敵でも潜ひそんでいたのかと緊きん張ちようし、すかさずシルヴァーナは身み構がまえる。

　だがハーミットは、その手で目め許もとを覆おおい、また部屋の外へ出てしまった。

「し、失礼しました！　その、まさかそんな格かつ好こうとは……」

　自分の姿を改めて確認して、シルヴァーナはやっと、彼が驚いた理由に納なつ得とくした。

　彼女にしてみれば、別に驚くほどのことでもない。

「……あぁ、別に構わないよ。見られて減へるものでもない。そんなことで律りち儀ぎに照てれなくていいから、新聞はこっちにも見せてくれ」

　呆あきれた口調で言って、シルヴァーナはあっさりと扉を開けた。

　ハーミットは視線を逸そらしながら、おとなしく部屋に入る。

　本当に律儀な男だと、シルヴァーナはむしろ苦笑した。こうなると、少しからかいたくもなる。

「まいったな。眼めを背そむけるほど見苦しいか？」

「い、いえ、そういうわけではなくて……シルヴァーナ、わかっていて言っているでしょう？」

　真っ赤になって背を向けるハーミットの声は、少し怒おこっていた。

　シルヴァーナは笑いながら謝あやまる。

「ごめん、ごめん。今、ちゃんと着替えてくるよ。しかし貴方あなたも真面目まじめだな。そういうところは嫌いじゃないけれど、肩が凝こらないか？」

「あ、貴方あなたは平気なんですか？　その──他人の前に肌はだをさらすなど、たしなみとして……」

　シルヴァーナは、この言葉にもつい笑ってしまう。

「何を言ってるんだか。別に他人というわけでもないし、貴方だって、好きでもない女に馬ば鹿かな真似まねをするほど軽い男でもないだろう。私だって、他ほかの相手だったらそれなりには用心するよ。貴方のことは信しん頼らいしている」

　旅を共にしてきて、ハーミットの人となりは把は握あくしたつもりである。師しのゴーダもまた、彼の性格を見抜いたがゆえに、シルヴァーナの護ご衛えい役やくを任まかせたのだとも思う。

　背を向けて嘆たん息そくするハーミットの後ろで、シルヴァーナは堂どう々どうと裸ら身しんを拭ふきはじめた。

　ハーミットは、決然としてそれを見ない。

「これぐらいでいちいち照てれていたら、共同生活などできないぞ？」

「そういう問題じゃありません。せめて浴よく室しつで着替えるなり──だいたい、私だって男です。あまり信用されても、その……困ります」

　心しん底そこ困り果てた声に、シルヴァーナは吹き出した。

「悪いね、独ひとり暮ぐらしが長かったから、すっかりそういうことに無む頓とん着ちやくになっているんだ。ほら、着替えたよ。もうまともに眼めを合わせられるだろう？」

　ハーミットは渋しぶ々しぶ振りかえったが、視線はまだ逸そらしていた。

　洗い髪をタオルで拭きながら、シルヴァーナは〝少しからかいすぎたか〟と反省する。

　生き真面目まじめすぎる彼の隣となりに座り、にっこり微笑ほほえむと、彼女は詫わびの代わりに礼を言った。

「本当にさっぱりしたよ、ハーミット。ありがとう。私の次で申もうし訳わけないが、貴方あなたも入ってきたらどうだ？　少し温ぬるくなっているけれど」

「……やめておきます。私は水で充じゆう分ぶんです」

　ハーミットは気を取り直したように言って、机に新聞を広げた。

　版はんはさほど大きくない。手て頃ごろな書物と近い大きさの紙に、びっしりと細こまかい文字が印刷されている。

　その一部には、版画を用いたらしい絵や、商売に関かかわる広告なども入っていた。

　初めてラトロア入りした時、この新聞を見たシルヴァーナは、手の込んだ造つくりに驚いたものである。

　これもエルシオン・エアルの発明かとさえ思ったが、そういうわけではないらしい。詳くわしい発はつ祥しようの過か程ていはハーミットも知らないようだったが、エルシオンが現れる以前から、ラトロアには新聞を刷する文化があり、その歴史に合わせて印刷技術なども少しずつ発展してきたという。

　ハーミットが借りてきた新聞に、シルヴァーナはざっと視線を走らせた。

「たいした知らせはなさそうだな……そういえば、隣となりの爺じいさん、〝イリス〟達のことを何か言っていなかったか？」

　新聞を貸してくれた隣となりの老ろう爺やは、亡ぼう国こく派はによる議事堂占せん拠きよ事件の当日、露ろ天てん商しように化ばけて議事堂を観かん察さつしていた。

　そこへ、買い物を楽しむイリスとエンジュが、偶ぐう然ぜんに通りがかったらしい。

　顔見知りなどではなかったが、イリスの顔はリセリナにそっくりで、呼び合う名前も合がつ致ちしていた。

「えぇ、たまに会うそうです。仲良く出歩いているようですよ」

　シルヴァーナは薄く笑った。

「リセリナを狙ねらっているわりには、吞のん気きなものだな──フェリオ達が国境を越えたって知らせは、もう連中にも届いているんだろう？　新聞の記事には載のっていないみたいだけど」

　この言葉に、ハーミットが小さく頷うなずいた。

「おそらく、情報は摑つかんでいるはずです。新聞のほうは、政府から掲けい載さい不ふ可かの命令が出ているんでしょう。あえて掲載を強行する社もそのうち出てくるとは思いますが、そもそも現時点では、その使者がどんな人物なのか、さらには本当に来ているのかどうかさえ、新聞社側には判断がつかないはずです。誤ご報ほうなんてことになれば大おお恥はじですし──目め端はしの利きく者達は取材を始めているでしょうが、記事になるのはまだ当分、先だと思います」

　眼めで文字を追いながら、シルヴァーナは思し案あんした。

「好こう意い的てきに扱われるか否定的に扱われるかも、その時までわからないということか……そのあたりの加か減げんは、どうにかならないのかな？　たとえば、新聞社の知り合いにあたるとか……」

　そう問うと、ハーミットは眼をしばたたかせた。

「……そうか。どうして忘れていたのか──すっかり、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟のほうに気をとられていました。今の新聞社に知り合いはいませんが、強い人じん脈みやくのある方かたには心当たりがあります。私の恩おん師しの、リーブルマン先生です」

　シルヴァーナはその名に聞き覚えがあった。

「ええと、確かリセリナの肖しよう像ぞうを今、持っているはずの……？」

「はい。そもそも私がアルセイフへ向かったのも、先生から預あずかった手紙を叔父おじ上うえに届けるためでした。あの人ならいくつかの新聞社とも縁えんがあるはずです。使者を呼んだ当人であるダルグレイ議員やうちの兄とは違って、中立に近い立場と目もくされている人ですから、態度を決めかねている議員への影響力もあるかもしれません」

　シルヴァーナは眼を細めた。ちょうどよく頼たよれる人材がいることは喜ばしいが、安あん易いに頼ってしまうのも危険な気はする。特にハーミットは、秘密警察に追われる立場だった。

「貴方あなたを逃がした人か──秘密警察に注ちゆう視しされている可能性はないのか？」

「私を逃がしたせいでですか……？　可能性はありますが──秘密警察側も、そこまで暇ひまではないように思います。それに、私がラトロアへ戻もどっていること自体は、遅おそかれ早かれ感づかれるはずです。アルセイフでもメビウスと顔を合わせましたから」

　迷まようこと数すう瞬しゆん、シルヴァーナは決意を固めた。

　シズヤ達の能力の高さは、嫌いやというほど知っている。発はつ覚かくが時間の問題ならば、むしろ動きやすい今のうちに、為なせることを為なしておくべきかもしれない。

「よし。会ってみよう。今からでも案内できるかな？」

「もちろんです。本職は考こう古こ学がく者しやなのですが、今は大学を退ひいて、郊こう外がいに居きよを……」

　言葉の途と中ちゆうで、階段を昇ってくる足音が響き、ハーミットは口を閉とざした。

　シルヴァーナも耳を澄すませたが、隠かくす気け配はいのないその足音が誰だれのものかに思い当たり、すぐに警戒を解とく。

　二人分の足音は部屋の前で止まった。

「あの、失礼します。シルヴァーナさん、いますか？」

　扉とびらを開けると、目の前にはリセリナと、〝名無し〟の一員であるアンジェリカがいた。

　リセリナはやや緊きん張ちようした面おも持もちだが、その表情は暗くない。

　アンジェリカはいつもどおりの無ぶ愛あい想そうな様子で、格かつ好こうだけは街まち娘むすめに化ばけている。旅路では踊おどり子こに化けていた彼女だが、地じ味みな格好で表情を消していても、なお目立ってしまうだけの華はながあった。

　シルヴァーナとハーミットを交こう互ごに見て、リセリナが可か憐れんな声を紡つむぐ。

「たった今、名無しの方かたから連絡があって、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の場所を知っていそうな人の候こう補ほがあがってきたんです。それで、シアとその人を偶ぐう然ぜんにでも会わせられるように、今夜、打ち合わせをしたいと……」

　シルヴァーナは笑顔で、彼女達を廊下に押し出した。

「ちょうどいいところに来たな、リセリナ、アンジェリカ。こっちもフェリオやシュナイク達を援えん護ごする案を思いついたところだ。貴方あなたの父親が描いたらしい絵の預あずかり主ぬしを訪たずねるから、一いつ緒しよに来い。ハーミット！」

　刀を腰にした青年は頷うなずいて、騎士のごとくにシルヴァーナに従った。

　リセリナとアンジェリカは戸と惑まどいを見せる。

「え？　あの、ちょっと……え？」

「シルヴァーナ様、どういうことです？　まず説明を……」

「道すがら話すよ。夜に打ち合わせをするなら、こっちの用は昼のうちに済すませよう。ハーミット、道案内を頼たのむ」

　強ごう引いんに連れて行こうとすると、リセリナは廊下で踏ふみとどまった。

「だから、待ってください、シルヴァーナさん！　私達も一度は戻もどらないと、教授やシアも待っていますし……こっちの話もちゃんと聞いてください。候こう補ほの最初の人は、リーブルマン・ハウンズっていう、有名な考こう古こ学がく者しやの方かたで──」

「……リーブルマン？」

　彼女の口から飛び出したその名に、シルヴァーナは思わず、ハーミットと顔を見合わせる。

　それから剣士の青年は不思議そうに首を傾かしげ、アンジェリカを見た。

「先生に？　確かに先生は、考こう古こ学がくの分野では権けん威いですが、死の神霊アービタ・スピリツトの場所などは知らないはずです。もし知っていたら、私にだって教え……」

　アンジェリカは眼めを据すわらせ、深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「貴方あなたもダルグレイ議員も、認めたくないとは思いますが──我々の見み立たてでは、彼は〝敵側〟の人間である公こう算さんが高いのです」

　アンジェリカのこの言に、シルヴァーナは眉まゆをひそめ、ハーミットはその四し肢しを硬こう直ちよくさせた。
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　家族のいない自じ邸ていに戻もどっても、リーブルマンは書物を片時も離さずに、自らの仕事に没ぼつ頭とうしていた。

　召使めしつかいの女が何も言わずに、その傍そばに食事と飲み物を置いていく。

　彼女はメビウスの部下で、秘密警察側の一員だった。

　一年以上も前に、リーブルマンは教え子の一人を匿かくまい、挙あげ句くに国外へと逃がしてしまった。

　上手うまくメビウス達の眼を欺あざむいたつもりだったが、結局はこのことが露ろ顕けんし、それ以降はリーブルマン自身にも監かん視しがつきはじめた。

　召使の女も、その一人である。

　ジェラルド達にとってのリーブルマンは、部下ではなくあくまで協力者であり、また大切な知識の元であったため、この件けんは少しの注意を受けただけで済すんだ。

　逃がした教え子も政治的に重要な人物というわけではなく、その後の連絡もとっていない。

　ジェラルドにしてみれば、人じん脈みやくの広いリーブルマンを通じて、ゆくゆくはダルグレイ達のように対立する議員達の情報も得たいのかもしれない。

　だがそれを口にすれば、リーブルマンの機き嫌げんを損そこねることもわかっている。

　一方でリーブルマンのほうも、できれば弟子でし達を裏うら切ぎらずに、しかし死の神霊アービタ・スピリツトの研究は進めたい。

　両者の関係は、一見すると微び妙みような均きん衡こうでもって保たれている。

　だがリーブルマンは気づいていた。

　自分は知識欲のために、教え子達を〝裏切った〟のだ。

　そしてそれを承しよう知ちでなお、神霊スピリツトという存在に惹ひかれている。

　救すくい難がたいと思いながら、欲求を抑おさえることはできない。

　すべてを知りたい、解とき明あかしたい──子供が複雑な機き構こうを分解するように、リーブルマンはその作業の快楽から逃れられずにいる。

　学者の本能などという綺き麗れい事ごとではない。ただ利り己こ的てきな欲求のままに、ジェラルドという男を嫌いながらも、彼に協力してしまった。

（私は、煉れん獄ごくに落ちるな──）

　神などは信じていないが、リーブルマンはそう感じている。

　書物を片手に、召使めしつかいが持ってきたサンドイッチをかじっていると、玄関で鐘かねが鳴らされた。

　召使の女が応たい対おうに出て行く足音を聞きながら、リーブルマンも書をたたむ。誰だれだかはわからないが、来客であれば無視もできない。

　立ち上がったところで、召使の女が扉とびら越ごしに声をよこした。

「旦だん那な様さま、お客様です。その──ハーミット・エアル様という方かたが……」

　──リーブルマンは、固まった。

　召使の女の声には、何の感情も籠こもっていなかった。

　父の死の真しん相そうを探るうちに、死の神霊アービタ・スピリツト、あるいは〝屍しかばねの薬〟の秘密に近づきすぎたその教え子は、一年以上も前に国を出た。

　秘密警察に追われ、遙はるか東のアルセイフという国まで手紙を届けに行き、そのまま数年は帰ってこないはずだった。

　もしかしたら、生きているうちに会うことはないかもしれないとさえ思っていた、その青年が──今、この邸てい宅たくの玄関に来ているという。

　その時、リーブルマンの心に湧わいた感情は、歓かん喜きではなく恐怖だった。

　召使は秘密警察の人間である。当然、ハーミットの帰き還かんを上官に伝えることになるだろう。

〝なんてことだ……せっかく、逃がしたというのに……！〟

　すんでのところで舌した打うちをこらえて、リーブルマンは冷静を装よそおった声を返した。

「応接室のほうへお通ししなさい。すぐに行きます」

　訪おとずれた足音は複数だった。ハーミットは誰かを連れてきたらしい。

　机の上に散らばった〝死の神霊アービタ・スピリツト〟関連の資料を手早く片付け、重い足取りで応接室に向かうと、懐なつかしい顔の青年が、扉の前でリーブルマンを出で迎むかえた。

「先生、お久しぶりです。その節せつは──」

　少しぎこちない笑顔とともに向けられた礼の言葉を、リーブルマンは手で遮さえぎった。

「堅かた苦くるしい挨あい拶さつは抜きにしましょう。無事でなによりです、ハーミット──しかしどうして、こんなに早く戻もどってきたのです？　アルセイフへは行けたのですか？」

「……はい。父と先生の書状も、叔父おじに──ウィスタル卿きように、渡すことができました。お元気でしたよ。向こうでは剣けん聖せいとまで呼ばれていましたが、その腕うで前まえは確かに素す晴ばらしいものでした」

　ハーミットはそう言いながら、リーブルマンのために応接室の扉を開けた。

　そして、部屋の中を視し界かいにいれるや──リーブルマンは、心臓がとまりそうになった。

　イリス・エリニュエス──

　少し前にシズヤから紹しよう介かいされたその名を、思わず呼びそうになる。

　すんでのところでそれを堪こらえたのは、彼女の持つ雰ふん囲い気きが、イリスよりもだいぶ柔やわらかく、その髪の長さにも気づいたからだった。

　そして同時に、どこかで彼女を見たような既き視し感かんにも襲われる。どこで見たのかは思いだせなかったが、その戸と惑まどいが沈ちん黙もくにつながった。

　ハーミットの連れは、彼女だけではなかった。

　その膝ひざに抱かれた金髪の幼おさない子供と、見上げるばかりの巨きよ体たいを持つ禿とく頭とうの男と、さらには大人おとなびた容よう姿しを持つ短い銀髪の美しい娘もいる。

　無む論ろん、リーブルマンにとっては、心当たりのない者達ばかりだった。

　老おいた学者に敬けい意いを表するように、一同は揃そろって立ち上がった。

　ハーミットが、それぞれを手早く紹介する。

「先生、こちらの方かた々がたは、私の知人です。こちらが錬金術師アルケミストのシルヴァーナ、あちらが学者のムスカ殿どのと、その助手のリセリナ嬢、そして彼女の妹のシアといいます。突とつ然ぜんにお邪じや魔ましてしまって、申もうし訳わけありません。実は、先生に折り入って御相談がありまして……」

　動どう揺ようを顔に出さぬよう気き遣づかいながら、リーブルマンはソファに腰を下ろした。

　その正面では、幼い少女が丸い眼めを見開いている。

　リーブルマンは、はてと首を傾かしげた。

　シズヤ達の話では、イリスは来訪者ビジターであり、彼女とよく似にたリセリナという少女も、また来訪者ビジターであるらしい。

　一いつ緒しよに来ている巨きよ漢かんの男と幼い子供も、聞いていた来訪者ビジターの特徴と合がつ致ちしている。

　神霊スピリツトの研究にかまけていたため、詳くわしい話はまともに聞いていないが、ハーミットが彼らと一緒にいることが解げせなかった。メビウスからも、特に何も言われていない。

（私には隠かくしていたということか……やはり、信用はされていないらしい）

　わかりきっていたことではある。教え子達を完全には裏うら切ぎれないリーブルマンの弱みを、彼らはよく把は握あくしていた。

「……お爺じいちゃん、こんにちは」

　リセリナという少女の膝に抱かれた幼い子供が、可愛かわいらしい声でおずおずと挨あい拶さつをした。

　つられて、リーブルマンは温顔を向ける。

「ああ、こんにちは。お嬢ちゃんは──」

　リーブルマンの言葉は、そこで本人の意思とは無関係に途と切ぎれた。
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　ハーミットはその目め許もとを歪ゆがめながら、恩おん師しが〝自じ白はく〟する声を聞いていた。

「──リーブルマン殿どの。貴方あなたは、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟がどこにあるか、知っているか？」

　来訪者ビジターのムスカが、野の太ぶとい声で慎しん重ちように問う。

「……知っています」

　リーブルマンが呆ぼう然ぜんとした声で応じた。

　その正面ではシアがリーブルマンと見み詰つめ合っている。

　シアの能力、〝輝く眼め〟は、相手の知識を容よう易いに引き出し得る特殊な力だった。

　その眸ひとみと数秒、視線を合わせれば、後は周囲の問いに正直に答えることしかできなくなる。

　ハーミットもその様子を見るのは初めてだったが、シアのこの能力は、来訪者ビジター達の中でも特別なものらしい。

「その神霊スピリツトは、どこにある？」

「──ニルーヴェ通りの西側──第八開発局地下の、鍾しよう乳にゆう洞どうに……」

　──ハーミットは、がっくりと肩を落とした。

　それと察さつしたシルヴァーナが、そっとその背を撫なでる。

　恩師のことを信じたかったハーミットにとって、リーブルマンが〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の場所を知っていたことは、ひたすらに残念だった。

　神霊スピリツトのある場所がわかったこと自体は喜ぶべきでも、嬉うれしいとはとても思えない。

　名無し達がリーブルマンを疑っていると知った時、ハーミットは〝あり得ない〟と反論した。

　名無し達にしても、確かく証しようはなかったらしい。

　だが、彼はこのラトロアでは特に高名な考こう古こ学がく者しやであり、また大学を引いん退たい後、急に業績が乏とぼしくなったことから、〝非公式の研究に携たずさわっているのではないか〟と、彼らは推すい測そくしたという。

　しばらく張はり込こみを続けた結果、行き先のわからない外出があり、また彼を尾び行こうした名無しが行方ゆくえ不明になったことから、今日の行こう為いにも至った。

　ハーミットは、[image: 拳]こぶしに力を込め、ただ俯うつむく。

〝どうして、先生が……秘密警察などと関係を……〟

　新聞社への働きかけも、こうなっては断だん念ねんせざるを得ない。

　震ふるえるハーミットをよそに、応接室ではムスカの尋じん問もんが続いた。

　要点を絞しぼった問いの数々に、リーブルマンはただ呆然と、迷まようことなく答えていく。

　死の神霊アービタ・スピリツトを主おもに操あやつっているのは、やはりメビウス・フロンダイトらしい。屍しかばねの薬もそこから偶ぐう発はつ的てきに生まれ、シズヤ達に渡されているという。

　ムスカは続いて、施設の目め印じるしや警備体制、その進入経けい路ろを確認した。

　第八開発局というのは、国が主しゆ導どうする〝錬金術アルケミー〟の研究機関らしい。この施設に関しては非公開で、ハーミットもその存在を知らなかった。

　リーブルマンやメビウス達は、そこに表から入らず、複数の場所から伸びた地下通路を適てき宜ぎ使うことで、名無し達の眼めをごまかしてきた。

　囚とらわれのコウ司し教きようも、そこにいる。

　一通りの質問が終わった後で、ハーミットは恩おん師しの傍そばに歩み寄った。

　ムスカが気を利かせて、視線で彼の質問を許可する。

　掠かすれがちな声で、ハーミットは問いかけた。

「……先生。先生は、どうしてジェラルド達に協力をしているのですか？」

　本当なら、こんな手段でそのことを聞き出したくはなかった。

　リーブルマンは、うつろな眼をしてぼそりと答える。

「死の神霊アービタ・スピリツトの、研究を……続けたかったのです」

　答えは残ざん酷こくなまでに簡かん潔けつだった。

　息を詰まらせるようにして、ハーミットは重ねて問う。

「では先生は……貴方あなたの教え子達や友人達のことを、秘密警察にも密みつ告こくしたのですか？」

　返ってくる最悪の答えを予想して、ハーミットは眼を閉とじた。

　だが──

「……いいえ」

　予想に反して、リーブルマンの答えは〝否定〟だった。そのことに驚きつつ、ハーミットは勢いこんで尋たずねる。

「秘密警察側に情報を漏もらしたことはないのですか？　たとえば、要求されたことも……」

「……ありません。私は教え子達を売ることはできないし、向こうもそれを強要すれば、私が逃げてしまうと思ったのでしょう。私はただ純じゆん粋すいに、神霊スピリツトの研究がしたかったし、向こうは私を、あくまで一人の研究者として遇ぐうした──その範囲を超こえる協力はしていません」

　シアの能力を介かいしている以上、訥とつ々とつと紡つむがれるそれらの言葉に、噓うそのまじる余よ地ちはない。

　シルヴァーナが、ハーミットの肩を軽く叩たたいた。

「──よかったな、ハーミット。貴方あなたの恩師は、学者としての好奇心には負けたようだが、人間としての良心は失っていないらしい」

　ハーミットは小さく頷うなずいた。

　心境は複雑である。

　恩師のリーブルマンが死の神霊アービタ・スピリツトに関かかわっていることは、まったくの予想外だったし、残念なことだった。

　だが一方で、秘密警察側に心まで売り渡していないことは、やはり嬉うれしく思う。

　これまで通りに師と接することはできないだろうし、このことはダルグレイ達にも話すつもりだったが、それでもハーミットは、心のどこかではリーブルマンのことを信じ続けるはずだった。

　最後にムスカが、一つの問いを発した。

「──今日、ここにハーミット・エアルと来訪者ビジター達が来たことを、貴方あなたはメビウス達に、あるいはジェラルド達の誰だれかに話すかね？」

　この問いに、リーブルマンはぼんやりと応じる。

「……あえて話すつもりは、ない」

　ハーミットは安あん堵どした。

　話されたとしても仕方がないと思っていたし、そうなればそうなったで、また策さくの練ねりようもある。あのメビウス達のことだから、ある程度のことは発はつ覚かくすることを前ぜん提ていにして防備を整えているだろうことも予想できた。

　だが、そうした理り屈くつとはまったく別のところで、リーブルマンが〝話すつもりはない〟と言ってくれたことが、ハーミットには嬉うれしい。

　ムスカがシアの頭を撫なでて合あい図ずをする。

　彼女が視線を逸そらすや、リーブルマンは唐とう突とつに我われに返かえった。

「ん……？　あぁ……お嬢ちゃんは、紅こう茶ちやよりも、何か甘あまい飲み物のほうがいいかな？」

　ほんの数すう瞬しゆん、違い和わ感かんに戸と惑まどう様子を見せたが、リーブルマンの意識は諸もろ々もろのことを話す〝直前〟に戻もどっていた。

　重要な秘密を話したという事実を、今の彼はまったく憶おぼえていない。ハーミット達も、その前提で話し続ける必要があった。

　シルヴァーナが、素そ知しらぬ顔で上手うまく話をあわせる。

「リーブルマン先生、どうかお気き遣づかいなく。私達は、ハーミットが持っていた〝絵〟が何処どこにあるかを知りたいんだ。先生がお持ちかと思って、こうして訪たずねたんだけれど……」

「絵？　ハーミットの持っていた絵というと……」

　リーブルマンは咄とつ嗟さに思い当たらなかったらしく、しばらく黙もつ考こうした。

　しかしすぐに彼は眼めを見開き、リセリナへと視線を移す。

「……そうか、〝リセリナの肖しよう像ぞう〟……君も、〝リセリナ〟という名でしたね？　まさか……」

　リーブルマンは半なかば呆ぼう然ぜんとして、まじまじと彼女を見つめた。

「君は──君は、エルシオン・エアルの──〝娘〟ですか？」

　リーブルマンは、真ま顔がおでそう問いかけた。
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　リーブルマンの邸てい宅たく、その一室──

　部屋を移動したリセリナの眼めの前には、父が描いたらしい絵があった。

　清せい楚そなドレスをまとった、黒髪の──自分とよく似にた少女の姿だが、しかし自分ではないような気もする。

　百年以上も昔に描かれた絵は、色彩も少しくすんでいたが、それでも状態は良かった。

　傍かたわらに立つシルヴァーナ達も、黙だまってその絵を眺める。

　ハーミットが潜せん伏ぷく中ちゆうに借りていた部屋は、リーブルマンの資産の一つだったらしい。彼が部屋を引き払った後、残したその荷物は、エアル家ではなくリーブルマンが保管していた。

「いい絵です。貴方あなたにそっくりだ。お会いした時に、まず気づくべきでしたね」

　リーブルマンがそう呟つぶやいた。

　ついさきほど、リーブルマンはリセリナが素す性じようを明かす前に、〝貴方はエルシオンの娘か〟と問いかけてきた。

　百年以上も昔に生きた人物の娘が現代にいるなど、普通の人間であれば考えもしない。

　それをあっさり見み破やぶったことを、リセリナは不思議に思ったが、彼もシルヴァーナやムスカと同様、自力で〝二つの世界における、時間の流れの差〟を見破った一人だった。

　その研究の興きよう味みは死の神霊アービタ・スピリツトだけでなく、来訪者ビジターを巡めぐるさまざまな分野に向けられているのだろう。

　リセリナの背はい後ごで、ハーミットも懐なつかしそうに絵を見ていた。

「まだ子供の頃ころ、私はエアル家の蔵くらで、この絵を見つけたのです。気に入ってしまって貰もらい受うけ、しばらくは自室に飾かざっていました。剣けん術じゆつのことで父と喧けん嘩かになった後、独ひとり暮ぐらしをするために家を出た時も、一いつ緒しよに持って出たのですが……またこうして、この絵を、そのモデルになった方かたと一緒に眺めることになるとは、不思議な縁えんですね」

　そんなハーミットの言を聞きながら、リセリナは改めて、絵の中の少女を見つめる。

　彼女は、海を背景にした窓辺で、幸せそうに微笑ほほえんでいた。

　決して大げさな笑顔ではない。どちらかといえば少し儚はかない印いん象しようで、しかし見る者を安あん堵どさせる魅み力りよくが備そなわっている。

（私は……こんな幸せそうには、笑えないだろうな）

　リセリナはふと、そんなことを考えた。

　だから、絵の中の彼女が〝自分〟を描いたものだということには、違い和わ感かんを感じてしまう。

　義ぎ父ふはきっと、リセリナのことを思いだしながら、この絵を描いたのだろう。彼にはリセリナの姿が、こんなふうに見えていたのかもしれない。

　その絵を描いていた義ぎ父ふの姿を想像しながら、リセリナは胸を押さえた。

　そのリセリナの傍そばに、リーブルマンが一冊の本を差し出した。

　表紙と裏表紙が錠じようによってきつく閉とじられており、容よう易いには見られぬようになっている。

　黒ずんだ革のカバーは、もうぼろぼろに劣れつ化かしていたが、それでも大切に保管されていた証しよう拠こに、埃ほこりなどはついていなかった。

「それは……？」

「エルシオン・エアルの日記です」

　リセリナは瞠どう目もくした。ハーミットも驚いて、その本を覗のぞき込こむ。

「どうして先生が、そんなものを……」

　リーブルマンは穏おだやかな笑みを見せた。

「研究のため、貴方あなたの父上から借りていたのですよ。返す前にお亡なくなりになり、ラドゥーカに渡そうとしたのですが、形かた見み分わけの代わりに持っていて欲しいといわれ──そのまま、私が預あずかっていました。しかしこれは、実の娘であるリセリナ嬢にこそふさわしい品でしょう」

　差し出された本を、リセリナは恐おそる恐おそる受け取った。鍵かぎは紐ひもでぶら下げてあったが、これだけは妙に新しい。

「錠は最初からかかっていたのですが、鍵は失われてしまったようで……これは私が鍵かぎ師しに作らせた合鍵です。開けましょうか？」

「ま、待ってください……！」

　リセリナは思わず制せい止しした。

　──開けるのが、何故なぜか少し怖こわい。

　そこには、こちらの世界における、義父の幸せな日々が詰まっているのだと思う。

　そしてそこに、自分はいない。

　義父が自分のことをすっかり忘れていく過か程ていが、もしそこに綴つづられているとしたら──そう思うと、読むのには勇気が必要だった。

「あの……一人の時に、読みます」

　そう告つげると、リーブルマンは眼めを細めた。

「そうですね。時間のある時に、ゆっくり読んでおくといいでしょう。それでハーミット、この絵のことですが、貴方に返へん却きやくを……」

　ハーミットが慌あわてて首を横に振った。

「申もうし訳わけありません、先生。もうしばらく、預かっておいていただけますか？　私もいろいろと……その、移動の激しい生活をしていまして」

　リーブルマンは、深くは問わずに頷うなずいた。

「わかりました。ではこのまま預かります。ですが、ハーミット。あまり危ないことに首を突っ込まないでください。私が貴方を匿かくまい、国外に逃がしたのは、早はや死じにさせるためではありません。貴方あなたが思っているより、ジェラルドと秘密警察達は厄やつ介かいな存在です。どうか、くれぐれも──」

　そう心配するリーブルマンの声には、真しん情じようが籠こもっていた。

　その言葉が噓うそでないことは、シアの力を使って確認したばかりである。

「ご心配には及びません。私はまたしばらく、国を離れますから──今日は本当に、この絵をリセリナ様にお見せしたかっただけです」

　ハーミットの言葉は、リセリナからすれば明らかな噓だった。

　これからリセリナ達一行は、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を奪だつ還かんするために動き出す。

　ハーミットもシルヴァーナと行動を共にするはずで、もし万が一のことがあれば、これが師し弟ていの別れになるかもしれない。

　だが、ハーミットはそれを口にはせず、またリーブルマンもある程度は察さつした様子ながら、それ以上は何も言わなかった。

　屋や敷しきを辞じ去きよする直前、リーブルマンはハーミットに向けて、そっと小声に囁ささやいた。

「……最近は私も、秘密警察に注ちゆう視しされています。この後、貴方達にも尾び行こうがつくかもしれない。どうか、帰り道に気をつけて」

　教え子達を裏うら切ぎりながら、しかし完全には裏切りきれない彼の苦く悩のうが、その言葉には強く滲にじんでいた。
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　元げん首しゆ、ジェラルド・メイスンの屋や敷しきに滞たい在ざいする来訪者ビジター達は、穏おだやかに自由な日々を送っていた。

　その日の早朝も、カトルは寝ねぼけ眼まなこの上官を視し界かいに映うつしながら、ぼんやりと立ち尽くす。

　ここのところ、上官のイリスはよく外出するようになった。

　エンジュと一いつ緒しよに街まちを見物しているらしく、カトルから見れば明らかにデートなのだが、本人は〝ただの視し察さつ〟だと言ってきかない。最近はうっすらと、桃もも色いろの口くち紅べにまで引いている。

　パンプキンはそれを評ひようして〝ようやくイリスも恋こいを知った〟と感かん慨がい深げに笑っていたが、本人の前では決してそのことを指摘しなかった。

　言えばイリスが激げつ昂こうするであろうことは、カトルにも想像がつく。

　パンプキンは、街での芸げい人にんぶりがいよいよ板いたにつき、ほぼ連日に渡って怪あやしい公演を続けている。先日はついに新聞社の取材を受けたとかで、娯楽面の片かた隅すみに彼の記事が載のった。

〝実物大のハロウィン・パンプキン。広場の子供達に大人気〟との見出しで、記事そのものは小さかったが、それで客がさらに増えた。

　それで得た小こ銭ぜには、エンジュにこっそりと渡しているらしい。

　イリスの口くち紅べにも、おそらくはエンジュの手を経へて、その小銭が化ばけたものである。

　この三人はほぼ遊んでいるだけだが、あいかわらずバニッシュだけは、自らメビウス達との連れん絡らく役やくを買って出て、行動を共にしている。

　彼は昨夜も帰ってこなかった。

　イリスも奇き異いには思っている様子だったが、たまに姿を見せる彼は、以前よりも活力に満ちた顔色をしている。何の仕事をしているのかはよくわからないが、その仕事のおかげで生活に張はりが出ているならば、それは良いことではある。

　もっとも、特に生いき甲斐がいなどをもたないカトルにとっては、それら他人の事情などどうでもいい。

　しばらく前の、亡ぼう国こく派はによる議事堂占せん拠きよ事件を除けば、来訪者ビジター達の周囲で特に大きな問題は起きていない。

　その事件の時には、カトルも大きな役割を果たした。

　姿の見えない彼は、先に議事堂へ潜せん入にゆうして、敵の配はい置ちや人ひと質じちの置かれている状況をつぶさに調べあげたのだ。

　その情報を元に作成された見み取とり図ずが、突とつ入にゆう作戦成功の鍵かぎとなった。

　いくつかの方向から分かれて突入し、ほぼ同時に複数の人質を救きゆう出しゆつできたのも、カトルがもたらした情報ゆえである。

　相手側にしてみれば、知らない間に丸まる裸はだかにされていたことになる。

　元げん首しゆからも感謝されたが、カトルはただ、イリスの指し示じに従っただけのことだった。別にジェラルドのためにしたことでもない。

　ともあれ、そんな事件をきっかけに元首との友好も深まり、それに応じて生活にも余よ裕ゆうができた。

　最近ではイリスもすっかり緩ゆるんでいる。

　朝食の席でパンにバターを塗ぬりながら、イリスはカトルに声をよこした。

「カトル、今日の命令は特にないわ。好きに過ごしなさい」

〝好きに過ごせ〟という聞き慣れた命令だったが、こう言われてしまうと、カトルには何もすることがない。

　特に〝好きなこと〟がないためである。

　パンプキンが、そのカボチャの口にパンを深く差し込みつつ、カトルのほうを向いた。

「ふむ、カトルよ、では我の芸げいに協力してくれぬか。汝なんじがいれば、人体浮ふ遊ゆうや念ねん力りきといった奇き術じゆつさえもが可能である。我もそろそろ、軽かる業わざや講談だけでなく、新たな分野への飽あくなき挑ちよう戦せんをはじめたいのだ」

「……業績好調で何よりだわ」

　イリスのそんな皮ひ肉にくも、パンプキンには通じない。

　エンジュがカトルの座る椅子を見つめ、わずかに首を傾かしげた。

「そういえば、カトル。昨日、街まちでイリスと歩いている時に、ユーディエを見たよ。侍じ女じよが車椅子をひいていた。あの子が外出するなんて、珍めずらしいよな」

　カトルは喋しやべれない。

　だからこんな世せ間けん話ばなしに対しても、返事はできず、ただ聞き流すだけだった。

「俺おれとイリスも通りがかりだったから、挨あい拶さつもしないで通過したけど──あの子、カトルのことを〝聖せい霊れい〟だと思ってるんだって？」

　エンジュはパンをかじりながら、少しだけ頰ほおを笑ませた。

「……俺もさ。子供の頃ころは、聖霊はいるって信じてたんだ。眼めには見えないけれど、傍そばにいるんだ、って──俺は人よりやたら眼がいいぐらいだから、その子の苦労はよくわからないけれど、その子がカトルのことを〝聖霊〟だって信じたくなった気持ちは、わかるような気がするんだ。だから、無む理りにとはいわないけれど、暇ひまなときは会いに行ってあげるといいと思う」

　エンジュのこの言葉に、パンプキンがくっくっと笑った。

「心配には及ばぬぞ、エンジュよ。汝に言われるまでもなく、カトルは連れん日じつの如ごとく、ユーディエの前に姿を見せ──もとい、見せてはおらぬが、彼かの少女への挨拶を欠かかしておらぬ」

　要いらないことを言うパンプキンを放っておいて、カトルはふらりと椅子から立った。

　それと察さつして、パンプキンも腰を上げる。

「カトルよ、ユーディエの元へ行くのであろう？　今朝は我も同どう道どうしよう。なに、礼れいには及ばぬ。我は聖霊の友人であるゆえ」

　わざとらしく言って、パンプキンはひょこひょことカトルについてきた。

　ユーディエの元に行こうと思ったのは、別にエンジュに言われたからではない。

　では何故なぜかと問われると、自分でも答えをもっていないのだが、強しいていえばそれは〝なんとなく〟だった。

　カトルの中にいる何かが、勝かつ手てにカトルの足をその方向へ向けているような、そんな印いん象しようさえある。

　カボチャ頭を引き連れて、カトルは慣なれた場所へと歩いた。

　しばらく歩いたところで、犬の吠ほえ声が響き渡る。

「ミハエル、静かに……吠えてはだめだって、いつも言っているでしょう？」

　窓辺に座った盲もう目もくの少女が、いつもながらの優やさしい叱しつ責せきを犬に向けた。

　犬は怪あやしい者を見たら吠えるように訓練されている。穏おだやかすぎるユーディエの叱責でも、一応は吠えるのをやめたが、おそらくは明日も明後日も、吠え続けられるに違いない。

　彼女の待つ窓辺に歩み寄るなり、パンプキンが早さつ速そくに挨拶の声を紡つむいだ。

「これはこれは、ユーディエ殿どの。本日も貴方あなたは可か憐れんながら、そこの犬は一いつ向こうに人の顔を憶おぼえぬ。嘆なげかわしいことである！」

　パンプキンの場合は、むしろ顔を憶おぼえられた上で、そのあまりの怪あやしさに吠ほえられているのだとカトルにはわかっていたが、そのあたりは心しん底そこからどうでもいい。

「カトル様もご一いつ緒しよなのですね。実はカトル様に、お渡ししたいものがあるんです。こちらにおいでいただけますか？」

　ユーディエが華はなやいだ声を出した。

　カトルは言われたとおりに、彼女の傍そばに歩み寄る。

　少女は机の傍を手て探さぐりしてから、美しい小こ瓶びんを差し出した。

「先日は議事堂の件けんで、父がたいへんお世話になりまして──これはそのお礼です」

　カトルは瓶を受け取った。

　爽さわやかな柑かん橘きつ系けいの香かおりが、うっすらと漂ただよってくる。

「ほう。これは香水であるな？　なかなかに芳かぐわしい」

　パンプキンがカトルの手元を覗のぞき込こむ。

「贈おくり物ものを何にしようか、とても迷まよったのですけれど、カトル様は姿が見えないとのことですから、装そう飾しよく品ひんは不ふ向むきかと思って──あの、お気に召めしませんでしたでしょうか……？」

　不安そうに問うユーディエの頭を、カトルはそっと撫なでた。

　声での返事ができないカトルにとって、それは精せい一いつ杯ぱいの返礼でもある。

　パンプキンが脇わきからユーディエに囁ささやいた。
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「ユーディエよ、カトルはとても喜んでおる。汝なんじの贈おくり物ものを気に入ったようだ。品もさることながら──汝のその真ま心ごころが嬉うれしいと」

　パンプキンが気を利きかせて、そう代だい弁べんした。

　ユーディエは嬉しそうに口元をほころばせる。

　カトルは、光学迷めい彩さいに用意された小さなポケットにそれを仕し舞まった。

「あの、パンプキン様にも、つまらないものですが──」

　ユーディエはおずおずと、もう一つの小さな袋ふくろを差し出した。

「なんと、我にも！　しかし我は、議事堂の件けんには絡からんでおらぬが──」

「いつもカトル様の言葉を伝えてくださっている御礼です。かぼちゃがお好きだと伺うかがいましたので、パンプキン・キャンディを」

　ユーディエがパンプキンに渡した袋には、可愛かわいらしいかぼちゃ型の飴あめ玉だまがいくつも詰まっていた。

　パンプキンは頭をくらくらと揺ゆらして、ユーディエに一礼した。

「これは素す晴ばらしい！　お心遣づかいに感謝する。この素晴らしき贈り物をもたらした汝にも、どうか幸運の訪おとずれんことを」

　祝しゆく福ふくの言葉を紡つむいで、パンプキンはくるりと背を向けた。

「さて、我は所しよ用ようがあるゆえ、先に失礼しよう。カトル、汝はゆっくりしていくがいい。ユーディエ、カトルのことをよしなに──」

　ユーディエは頷うなずきながら、見えない眼めでパンプキンを見送った。

　カトルはその幼おさない横顔を、じっと見み据すえる。

　その顔を眺めているうちに、ふと、誰だれかの面おも影かげがそこに重なったような気がした。

　それが誰だかは、今のカトルには思いだせない。

　おそらくは、以前の彼にとって──バークライト大たい佐さの実験に志し願がんする前の彼にとって、大切な誰かだったのだろう。

　懐なつかしいとは思わない。虚むなしいとさえ思わない。そうした感情は、もう遠くに捨すててきた。

　カトルは無言のまま、少女の頭をそっと撫なでた。

　ユーディエは安心したように微笑ほほえみ、一方的にカトルへ話しかけはじめる。

　話の内容はごく他愛たわいもないもので、昨夜の夕食のことや、読み聞かせてもらった物語のことや、はたまたユーディエの考えていることや──そうした諸もろ々もろの言葉を、カトルはただ聞いていた。

　ユーディエも返事を期待しているわけではなく、ただ話し、聖せい霊れいたるカトルに聞いてもらいたいらしい。

　眼に見えぬ者と眼が見えぬ者、傍はた目めには奇妙な二人の交流は、彼女の部屋に召使めしつかいが訪れるまで続いた。
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　フェリオとウルク達の一行は、旅の予定通りに、首しゆ都とのラボラトリへと到着した。

　初めて訪おとずれたラトロアの光景は、フェリオにとってもウルクにとっても、新鮮で驚きに満ちたものだった。

　建築物の様子からして、ジラーハやアルセイフとは印いん象しようが違う。

　ラトロアには煉れん瓦が造づくりの巨大な建物が多かったが、造ぞう作さくなどはいたってシンプルで、ただの箱に近い形の建物が目立つ。

　くわえて、神殿側では柱や壁、扉とびらに彫ちよう刻こくを施ほどこすことが多いが、ラトロアではむしろ、そうした飾かざりを省はぶいた合理的な造作が目立った。

　そうした建物の印象から、文化の違いはまず眼めで感じられた。

　そして、首都のラボラトリに入ると、その印象はより顕けん著ちよになった。

　道みち往ゆく人々の顔立ちや体つきは、同じ人間だけにほとんど変わらない。

　だがその服装は個性的なものが多く、神殿側では似に通かよった服が普ふ及きゆうしているのに対し、ラトロアではむしろ、それぞれが自分の好きな格かつ好こうを模も索さくしているような気け配はいがある。

　その空気は街まちを華はなやかにし、通り過ぎる店先の商品を多た彩さいにしていた。

　フェリオ達の馬車が通っていくと、街の人々は驚いた様子で道を開けた。

　なにせ、完全武装の騎士達が守る隊列である。連なった馬車の数に、そしてその物もの々ものしさに、思わず足を止める者は少なくない。

　街へ入ってからは、ダルグレイの手て配はいした官かん僚りようが隊列を先せん導どうしているせいもあって、近寄り難い気配が自然と漂ただよっていた。

　旅を仕し切きってきた敏びん腕わん商人、ロセッティでさえも、今の後姿はやや緊きん張ちよう気味である。

「これ──このまま進んでいっていいのかな？　許可とかは要いらないのか」

　同乗しているシュナイク・バルトゥールに、フェリオはそう問いかけた。

　利り発はつそうな眼まな差ざしを微笑ほほえませて、少年は大きく頷うなずいて見せる。

「許可の件けんはご心配なく。そうした事務仕事は、招しよう待たい主ぬしである父の役目です。お二人は主しゆ賓ひんですから」

　そう応じた後で、彼も外に視線を移した。

「しかし、やはり使者が来ることは、新聞などでは知らされていないみたいですね。この隊列の噂うわさが人づてに伝われば、記事としても取り上げないわけにはいかないはずですが──ラトロアの人々は、東とう方ほうの民たみに偏へん見けんをもっていますから、その偏見を崩くずす一いち助じよになるといいですね」

　騎士達の動きは整然としているし、確かに〝蛮ばん族ぞく〟という印象はないだろう。神しん鋼こうを用いた光こう沢たくのある鎧よろいや剣は、ラトロアではなかなか手に入らない高級品でもあるらしい。

　馬車の窓から外を眺めるフェリオとウルクの視し界かいに、無む邪じや気きに馬車へ手を振る子供達の姿が見えた。少年達と少女達、あわせて六人ほどの集団で、どうやら近くの広場などで遊んでいたらしい。奇妙な馬車の群むれに気づいて、好奇心から様子を見に来たのだろう。

　その微笑ほほえましい様子は、ジラーハやアルセイフの子供達ともさほど変わらない。

　フェリオとウルクは、揃そろって彼らに手を振り返した。

　シュナイクが嬉うれしそうにそれを見守る。

「皆さんに滞たい在ざいしていただく場所は、ラドゥーカ叔父おじさんが用意してくれました。エアル家の本ほん邸ていですから、他ほかの者が入ってくる心配はありません。この少し先です」

　首しゆ都とに近づいたあたりから、シュナイクとダルグレイとの間では、幾いく度どか早はや馬うまが往復していた。フェリオ達は傍そばでやりとりを聞いていただけだが、特に大きな問題はなく、順じゆん調ちように首都へと入ることができた。

　今日はひとまず、用意された滞在場所に落ち着き、ダルグレイ・バルトゥールやラドゥーカ・エアルとの対たい面めんを果たす予定となっている。

「──やっと、到着しましたね。フェリオ様」

　ウルクも嬉しそうに、青く澄すんだ眸ひとみをフェリオに向けた。

　長旅ではあったが、彼女にさほど疲つかれた様子はない。道どう中ちゆう、時折は馬ば術じゆつの訓練をしながら来たせいか、肌はだのつやも健康的で、むしろ可か憐れんさを増しているようにさえ見える。

　ただの温室育ちの司し祭さいではないとわかってはいたが、ウルクのそんな強さに、フェリオは感心したものだった。

「ウルクは強いな。俺おれなんて、アルセイフからジラーハへの旅では、慣なれていなくて熱まで出したのに」

　少し前の自分を思いだして、フェリオは苦笑した。

　ウルクは楚そ々そと微笑む。

「たとえ慣れていても、熱がでる時は仕方ありません。でも──私も倒れたら、きっとフェリオ様につきっきりで看かん病びようしてもらえたんですよね。そこは少し残念ですわ」

　頰ほおを染めてそんな冗じよう談だんを言うウルクに、フェリオはどきりとさせられた。

　そんな二人を見て、シュナイクがくすくすと笑っている。

「僕としては、この首都でも、そんな機会がないことを祈いのりますが……もし何かあったら、ライナスティ殿どのと同じく、特製の薬を進しん呈ていいたします」

　それを飲まされたライナスティからの話は、フェリオも聞いていた。

　なんでもシュナイクの作る薬は、とんでもない味らしい。しかしその効果は確かで、ライナスティはすぐに快かい癒ゆした。

　ただし本人いわく、〝もう飲みたくないと思った体が、秘ひめられた治ち癒ゆ力りよくを解かい放ほうしたに違いないです〟とのことで、フェリオとしても、あまり世せ話わになりたくはない。

　窓から街まち並なみを眺めつつ談笑しているうちに、馬車はやがて、大通りからとある屋や敷しきの敷地内へと入っていった。

　開かれた鉄製の門は人の背せ丈たけよりも高く、その左右の塀へいは延えん々えんと続いている。

「ここがエアル家の本ほん邸ていです。現在はラドゥーカ叔父おじさんの家ですが、敷地内にたくさんの空き家がありますから、騎士の方々にも楽に過ごしていただけると思います」

　訪おとずれたエアル家の敷地は、確かに広大だった。

　街の中心部からは少し離れているようで、その分、余よ裕ゆうをもって土地を使っている印いん象しようがある。

　冬が近いせいもあり、広い芝しば生ふは茶色く枯れていたが、夏場にはきっと見事な緑色を見せるはずだった。

　別邸へと続く分ぶん岐きを無視して、フェリオ達の馬車は石いし畳だたみの道を真っ直ぐに進む。

「ハーミットも、ここで育ったんだな」

　フェリオが呟つぶやくと、シュナイクが小さく頷うなずいた。

「そうですね。でもハーミット叔父さんは、十代の半なかばでルースターお爺じい様さまと意見が合わず、勘かん当どう同然に家を出たそうで──その後は、ほとんど寄りついていなかったようです。だから僕も、先日にジラーハで再会するまで、叔父さんのことはほとんど知らなくて……お爺様の葬そう式しきの時に、少し挨あい拶さつしただけでしたから」

　シュナイクの言葉に、フェリオはエアル家の複雑な事情を垣かい間ま見みた。

　王おう家けなどとは違って、それほどどろどろとした問題はなさそうだったが、むしろ家族ゆえの衝しよう突とつがあったのかもしれない。

　穏おだやかで優やさしい兄以外には〝家族〟らしい家族のいないフェリオには、よくわからない部分でもある。

　古びた煉れん瓦が造づくりの本邸、その玄関口で、フェリオ達の馬車は止まった。

　広がった階段の下に、出で迎むかえの召使めしつかい達が居並んでいる。その中心には品のいい青年と、いかにも豪ごう放ほう磊らい落らくそうな巨きよ漢かんとがいた。

　前もってシュナイクから話を聞いていたフェリオは、一ひと目めで両者を見分ける。

　馬車の扉とびらを開けて、まずシュナイクが外へ降りた。

「父上！　ただいま戻もどりました！」

　少年らしい快活な声に、巨漢の議員、ダルグレイ・バルトゥールが満まん面めんの笑みで応じた。

「シュナイク、無事でなによりだ。よくやってくれた！」

　ダルグレイは、まだ幼おさない我が子を軽々と抱かかえ上げ、その頭をくしゃくしゃと撫なでた。

　シュナイクは嬉うれしそうに眼めを細めていたが、すぐにフェリオ達のほうへと視線を向ける。

　ウルクが馬車を降りるのに手を貸しながら、フェリオも彼らに向き直った。

「フェリオ様、ウルク様。こちらが招しよう待たい主ぬしの議員であるダルグレイ・バルトゥール。同じく議員の、ラドゥーカ・エアルです。父上、こちらが──」

　シュナイクの紹しよう介かいを遮さえぎって、ダルグレイがフェリオ達に歩み寄った。

「あぁ、聞いている。ウルク・ティグレー司し祭さい、そして、フェリオ・アルセイフ様ですね。よくぞ──よくぞ、このラトロアの地にお越しくださいました。我々一同、お二人の志こころざしと勇気に、感謝いたします。互たがいにとっての良き成果のために、これからご協力を願いたい」

　ダルグレイは、太くごつごつとした大きな手を差し出した。

　フェリオは握あく手しゆを返しながら、彼の巨きよ体たいに師しのウィスタルを連想した。

　もちろん顔などはまるで違うが、体格と、その堂どう々どうたる態度には近いものがある。

　次いで隣となりにいた若い議員も、フェリオ達の前に歩み出た。

「はじめまして、ラドゥーカ・エアルと申します。お二ふた方かたには、不ふ肖しようの弟がお世せ話わになりまして……」

　恐きよう縮しゆくして告つげる青年議員の容よう姿しは、なるほど、ハーミットとも少し似にていた。ただしこちらは剣の修しゆ行ぎようなどはまるでしていないらしく、その体つきもやや頼たよりない。

　二人とそれぞれに握手を交わしつつ、フェリオとウルクも揃そろって自己紹介をする。

「アルセイフの王おう弟てい、フェリオです。今回はウルクの護ご衛えいとして、ついて参まいりました」

「ジラーハの司祭、ウルク・ティグレーです。お招まねきをとても嬉うれしく思いますわ。お会いできて光こう栄えいです」

　にっこりと微笑ほほえむ少女の可か憐れんさに、ダルグレイとラドゥーカが息を吞のんだ。

　ウルクの容よう姿しには、人目を惹ひきつける力が確かにあった。

　それは顔立ちや立たち居い振ふる舞まいといった、表面上の特徴ゆえではない。

　ウルクは神しん姫きの妹として、時には神姫の代役として、ジラーハの民の前に頻ひん繁ぱんに姿を見せてきた。そうして人前に出続けた経験が、今のウルクの下した地じになっている。

　彼女は、人に好感を持たせるためにはどんな表情をし、どんな声を発すればいいのかを、感覚的に知っているのだ。

　たとえ本人が意識せずとも、その効果は周囲に影響を与える。

　ダルグレイとラドゥーカも、その例外ではなかった。

「さ、ともかく長旅でお疲つかれでしょう。まずは屋や敷しきの中へ──護衛の方も、二十名ほどであればこちらの屋敷に部屋を用意できます。他ほかの方は、申もうし訳わけないのですが隣の別べつ館かんと、向こうの屋敷のほうへ……」

　ラドゥーカのそんな指し示じを受けて、召使めしつかい達が馬車を誘ゆう導どうしていく。

　商人のロセッティもここで一度別れて、騎士達と移動していった。

　一方のフェリオ達は、ダルグレイの先せん導どうをもって、エアル家の玄関へと続く短い階段を昇りはじめる。

　足を踏み出しながら、フェリオはそっと、隣を歩くウルクの手を握にぎった。

　ウルクもまた、その手を握にぎり返す。

「……ウルク、行こうか」

　その言葉に、ただ滞たい在ざい場所へと入る以上の意味を込めて、フェリオは呟つぶやいた。

　これから彼女と自分は、ラトロアの議員達の、その懐ふところへ入っていかなければならない。

　ウルクは、ゆっくりと頷うなずき──そして、決意の籠こもった眼まな差ざしを可か憐れんに微笑ほほえませた。
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　その夜、エアル家の本ほん邸ていでは、異国からの使者を歓かん待たいするささやかな宴うたげが催もよおされた。

　旅で疲つかれているはずのフェリオ達を気き遣づかい、あくまで内うち々うちのものとなったが、ダルグレイの妻であるシスカや、関係の深い幾いく人にんかの議員も招まねかれ、ざっくばらんな夕食会となった。

　特に政治的な話はしないまま、その会は何事もなく終わったが、客きやく人じんとなった議員達は、帰りがけにダルグレイへそっと囁ささやいたものである。

「──正直なところ、驚きました。その──ジラーハの神しん官かんが、ああも社交的で理り知ち的てきな方かただとは……いえ、これは失礼な言い方でした。ですが、これは……」

　予想をいい意味で裏うら切ぎられた議員達は、すっかりウルクの魅み力りよくに骨ほね抜ぬきにされた様子だった。

　ダルグレイとしては、苦笑するしかない。男が美人に弱いのは世の常である。くわえてウルクの場合には、社会的な地位もあり、話してみれば話わ術じゆつも巧たくみだった。

　決して発言をでしゃばらず、しかし存在感を失わない、奇妙な魅力を備そなえている。

〝ジラーハの象しよう徴ちようたる神しん姫きの妹──か〟

　夕食会の後、寝室に入ってから、ダルグレイはぶるりと肩を震ふるわせた。

　──シュナイクが、ここまでの大おお物ものを連れてくるとは、正直なところ期待していなかった。

　誰だれかが来てくれるとは信じていたが、敵地にまで来るのは男の政治家だろうと思っていたし、神姫の肉親ともなれば他ほかの神官とは格が違う。

〝ひょっとしたら……いけるかもしれんな〟

　中立の立場にいる議員達に働きかけて、非ひ戦せん論ろんを盛り上げるのには、できすぎた使者だった。

　非戦派にまわってくれそうだった大物議員を二人、ジェラルドに殺されたものの、その損そん失しつを覆くつがえし得るほどの人材だと素直に思う。

　しかし同時に、ダルグレイは、そんな楽らつ観かん論ろんに囚とらわれそうになる自分を戒いましめもした。

　ラトロアの議員達も曲者くせもの揃ぞろいだけに、そう易やす々やすとは態度を決めないはずである。

〝そもそも、政治の問題が感情だけで動くようではいかん。こんなときこそ、冷静にならねばな〟

　ダルグレイは大きく伸のびをして、寝台ベツドに横たわった。

　今いる寝室は、エアル家の一室である。

　大切な使者達が滞たい在ざいする最初の夜ということで、今夜はダルグレイも一室を借り、ここに泊とまることにした。シュナイクや妻のシスカも、同室に泊まることになっている。

　長く旅をしてきたシュナイクも交えて、親子三人、久々の水入らずだった。

　そのシュナイクとシスカは、エアル家の風ふ呂ろを借りている。

　ダルグレイがぼんやりと考え事をしていると、部屋にノックの音が響いた。

「どうぞ、開いている」

　扉とびらを開けて入ってきたのは、使者の少年と少女だった。

　ラドゥーカか召使めしつかいだと思っていたダルグレイは、慌あわててその場に身を起こす。

「失礼、お休みでしたか？」

　フェリオが申もうし訳わけなげに問うのへ、ダルグレイは首を横に振った。

「いえ、ただぼんやりとしていただけです。何か御用でしょうか」

「もし差さし支つかえなければ、お互たがいの意見交こう換かんをと思いまして──その、ダルグレイ議員もお忙いそがしいでしょうから、できることはできるうちにと」

　ウルクが淑しとやかにそう提案をした。

　ダルグレイは頷うなずきを返し、二人をテーブルに誘さそった。

　使者の休養を考えて、明日以降に時間を作るつもりだったが、それは必要なかったらしい。

「さて、ウルク様、フェリオ様──意見交換とのことですが、まずは何からお話いたしましょうか」

　自分でも話題を思し案あんしながら、ダルグレイは問いかける。

　ウルクが声を潜ひそめた。

「はい。道どう中ちゆう、フェリオ様やシュナイク様とも、いろいろ話し合ってきたのですが──このラトロアでは、ジラーハを含ふくむ東とう方ほうの民たみが蔑べつ視しされていると伺うかがいました」

　ダルグレイは数すう瞬しゆんの間まをおいて、静かに頷いた。

　わざわざ来てくれた相手に失礼な話ではあるが、事実だけに否定しても仕方がない。

「恥はずかしながら──東方に対する偏へん見けんは深しん刻こくです。政府が恐怖心を煽あおり、民に危き機き意い識しきをもたせるための仮か想そう敵国としてきたものですから……御ご存ぞん知じとは思いますが、そもそもこのラトロアは、いわゆる小国家の集合体といっていい寄より合あい所しよ帯たいです。そんな国ですから、仮想敵国でもない限りは、一いつ致ち団だん結けつすることもままならなかった。言いい訳わけにもなりませんが、そうして培つちかわれた〝東方の蛮ばん族ぞく〟への悪あく意いを、ジェラルドは開かい戦せんの口こう実じつとして利用しようとしています」

　ダルグレイ達は、それを阻そ止しするために動いている。

　ウルクやフェリオもまた、志こころざしは同じはずだった。

「ですから、私が貴方あなたがたに期待することは──説せつ得とくというよりは、印いん象しようの操そう作さです。せめて議員達に対して、東方に対する偏見を疑わせたい。ジラーハという国は蛮族の集まりなどではなく、確かな戦せん略りやく眼がんをもった政治家を抱かかえる、ラトロアと互ご角かくの大国であり、もし戦争になれば互たがいに大きな損害を被こうむるだけだと、そう悟さとらせたいのです」
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　ウルクもフェリオも頷うなずいた。

「私達も、その方針にそって御協力したいと思っています。ただそこで、一つ伺うかがいたいのですが──」

「なんでしょう？」

　ウルクに代わって、フェリオが声を潜ひそめて呟つぶやく。

「ダルグレイ議員、これは仮か定ていの話ですが……もし、ジラーハが本当に、〝仮か想そう敵国〟でなくなった時には──ラトロアが、内側から崩ほう壊かいする危険はないのでしょうか？」

　ダルグレイはこの問いに、そっと眉まゆをひそめた。
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「ラトロアが……崩壊する危険？」

　ハーミットは、隣となりを歩く銀髪の娘に問い返した。

　フェリオ達がようやく到着したことを聞きつけて、二人は今、ラドゥーカ・エアルの屋や敷しきに向かっていた。

　夜や陰いんに紛まぎれ、足音を消しつつも、傍はた目めには自然体に歩いている。

　シルヴァーナは淡たん々たんと問いを重ねた。

「あぁ。シュナイクの話を聞いた時から、少し不思議だったんだよ。今までラトロアは、〝ジラーハを仮か想そう敵国として設せつ定ていする〟ことで、国内の安定をはかってきたんだろう？　今回の使者の件けんがもし功こうを奏そうして、ジラーハ側はれっきとした文明国で、しかもラトロアに進出する野や心しんがないと知れ渡ったら──それこそ、亡ぼう国こく派はとかいう連中の台たい頭とうを許したり、はたまたもっとおかしな連中が出てきて、国政を好すき勝かつ手てに混乱させる可能性はないのか？」

　その指摘に、ハーミットは改めて、彼女の頭の良さを察さつした。

　ラトロアの状況や政治の仕し組くみを知ったばかりで、そこまで思し考こうが動くあたりは、やはり間かん者じやとしての才さいだとも思う。

「……難しいところを突きますね」

「そうか？　だが、重要なことだろう。我々だって、ラトロア国内が不安定になって、何かの拍ひよう子しに変な覇は権けん主しゆ義ぎの奴やつらに国政を牛ぎゆう耳じられでもしたら、それこそ大問題だ」

　人ひと気けの少ない石いし畳だたみの道を歩きながら、シルヴァーナはハーミットに視線を送っていた。

　──彼女の、言うとおりではある。

　これまで、〝国内を安定させるために、共通の敵が必要だった〟からこそ、東方のジラーハ、及び神殿勢力を、仮想敵国として設定してきた。それがさすがに行きすぎた感はあるものの、そもそもの必要がなければ、過去の政治家達が、あえて外がい敵てきを設定することもなかったのだ。

　ハーミットは、正直なところを答えることにした。

「はっきり申し上げて……混乱が起きる可能性は、少なからずあります。ただ、それがどんな形をとるかまでは、誰だれにもわかりません。そもそも人は疑う生き物ですし、〝隣りん国ごくは敵ではない〟ということを素直に信じる者達ばかりだったら、かえってそのほうが危険です」

「まぁ、それはその通りだ」

　シルヴァーナがわずかに笑った。

　信じる者ばかりでも、信じない者ばかりでも、社会は健けん全ぜんではない。

　与えられた情報を自身で嚙かみ砕くだき、そして〝与えられる〟だけではなく、自ら探たん求きゆうし、疑いの末すえに真実を探す──その大切さを、ハーミットは東とう方ほうへの旅によって学んだ。

　妄もう信しんは思し考こう停てい止しであり、疑ぎ念ねんも過ぎれば妄もう想そうに変わる。

　その均きん衡こうをどこに置くか、常に模も索さくしているようでなければ、健全とはいえない。

　シルヴァーナが思し案あんげな声を紡つむぐ。

「つまり、フェリオ達の役目は、〝ジラーハは蛮ばん族ぞくではない〟と知らしめると同時に、もし戦争になったら互ご角かく以上の消しよう耗もう戦せんになるということを、議員達に説明することだけか？」

「そうですね。その先の流れがどうなるかは、今の時点ではなんとも──ですが、これだけははっきりといえます」

　ハーミットは、故こ意いに声質を変えた。

　それと察さつして、シルヴァーナが聞き耳を立てる。

「ラトロアは……この大きくなりすぎたラトロアは、もう変わらねばならない時期に来ています。いつまでも隣りん国ごくに根こん拠きよのない恨うらみを押しつけて、その場しのぎに世論をごまかし続けるのはもう限界です。そろそろ真実を認め、理り性せい的てきに周辺諸国との外交を考え直さなければ──今回のように、その隣国への敵てき意いを増ぞう幅ふくさせて、開かい戦せんにこぎつけようとする動きがまた出てくる。いずれは本当の〝暴走〟がはじまります」

　ハーミットのその言葉を、シルヴァーナは黙だまって聞いていた。

「──古こ来らい、歴史において、隣国同どう士しの関係が良好だった例はごく稀まれです。一時期は良好であっても、時代の変へん遷せんに応じて、関係は動きます。今回も両国間の偏へん見けんを無視して、安あん易いに友ゆう好こうを進めようとすれば、次の世代では必ず反動が起き、かえって状況を悪化させます。ですから、ダルグレイ議員の本当の狙ねらいは──ジラーハの実情を各議員に理解させつつ、両国の〝相そう互ご不ふ干かん渉しよう〟を目指すことでしょう」

　直接に聞いたわけではないが、ハーミットはそのことを確信していた。

　それは即すなわち、亡なき父、前国家元げん首しゆであるルースター・エアルの信しん念ねんでもあったのだ。

　国同士の諍いさかいは、どちらかの意見を、どちらかに押しつけることから始まりやすい。

　貿ぼう易えきの拡大やら上じよう納のう金きんやら、そうした物質的な要求もあれば、理り念ねんや理り想そうの押し付け合いもあるだろう。

　事実、ラトロアも周辺国とのさまざまな交こう渉しようの末すえ、肥ひ大だい化かしていった。

　小国は大国に従わなければ、生きていけない。

　大国は自らの身を守るために、敵意を持つ者達を滅ほろぼさずにはいられない。

　思おも惑わくは人の数だけ交こう差さし、争あらそいは憎ぞう悪おと絡からまり連れん鎖さして、亡ぼう国こく派はという亡ぼう霊れいまで生んだ。

　そうした流れの中で〝国を守る〟ということの難しさを、ハーミットの父はよく知っていた。

　領土を接した隣国というのは、ただでさえ利り害がいが対立しやすい。

　隣国と安あん易いに友好を結べば、いずれそこから切きり崩くずしが始まる。

　敵てき対たいすれば当然、そこから争いが始まってしまう。

　ならば、どうするべきか──

　ルースターの出した結論は、〝相互不ふ可か侵しん条じよう約やく〟であり、これをジラーハへ提案するための法ほう整せい備びの最中に、彼は命を落とした。

　そしてダルグレイは、その遺い志しを継ついだ政治家である。

「ですから、フェリオ様やウルク様に期待されている役割は、決して〝友好の使者〟ではありません」

　ハーミットは小声に囁ささやいた。

　シルヴァーナは黙だまって眼めを細める。

「互たがいを知るための情報交こう換かんは大切です。しかし現在のラトロアでは、ジラーハを侮あなどり、その領土や神殿への野や心しんを持つ者達が多すぎる。そしてそんな危険な国のままでは、ジラーハ側が放っておくはずもない。つまり、これからラトロアの本質が変わらない限り、両国は一いつ触しよく即そく発はつの状態にあり続けるはずです。これは使者の一人や二人で変わることではありません。もっと長い時間をかけて、少しずつでも政治的に解決していくべき問題です」

「なるほど……だいたいわかったよ、ハーミット」

　シルヴァーナが肩を竦すくめた。

「錬金術アルケミー関係の難しい話は好きだけれど、こういう話は肩が凝こるな──強しいて友ゆう好こうを求める必要はない。極端なことをいえば、嫌われても構かまわない。ジラーハ側に侵しん攻こうの意い図とがないことと、ラトロアとの戦力が拮きつ抗こうしていること、また蛮ばん族ぞくではなく、政治的にはむしろ強い存在であることを、議員達に説明し──」

　長くややこしい目的に、彼女は深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

「彼らを納なつ得とくさせることができれば、多くの議員は自然と非ひ戦せん派はにまわる──それだけのことか」

　ハーミットは頷うなずいた。

「シュナイクも言っていたことですが……この件けんは本当に、ラトロア側の恥はじなのです。フェリオ様にもウルク様にも、そんなことのためにご足そく労ろういただいて、心苦しく思います」

　シルヴァーナが笑った。

「確かにみっともない話だが、そっちも国単位でのリスクを負っていることはわかった。それに、これから将来のことを考えれば、確かにラトロアの敵てき視し政せい策さくは変わるべき時期にきている。しかし、ダルグレイ議員も大変だな」

　最初にラトロア入りした直後、ハーミットはシルヴァーナと共に、ダルグレイの邸てい宅たくを訪たずねた。

　ダルグレイ自身はちょうどその時、議事堂占せん拠きよの巻まき添ぞえを食っていたが、解かい放ほうされた後で、戻もどってきた彼や兄のラドゥーカとも会う機会があった。

　ハーミットは出しゆつ奔ぽんを詫わび、シルヴァーナは挨あい拶さつ程度の会話を交わしただけだったが、その時にダルグレイがこんなことを問いかけてきた。

〝シルヴァーナ殿どの。貴方あなたから見て、このラトロアという国はどんな風ふうに見える？〟

　シルヴァーナは少しも考えずに、この問いに即そく答とうしたものである。

〝力だけは強い、我わが儘ままな子供、かな。今は家から出られないけど、外へ出たら近所に悪戯いたずらばかりしそうだ〟

　侮ぶ辱じよくに近い発言に、ハーミットはひやりとしたが、しかしダルグレイはこれを聞くなり大笑した。

〝貴方とは気が合いそうだ。私はできることなら、この国をしつける父親になりたい。本当はその役目は、こちらのハーミットの父君、ルースター元げん首しゆの役割だったんだが……まぁ、これから政せい局きよくがどう転ころがるかだな〟

　そんな会話で意い気き投とう合ごうした二人を、ハーミットやラドゥーカは、ぽかんとして見守っていたものである。

　思えばハーミットは、ダルグレイのことをあまりよく知らない。親しん戚せきではあるが、話をした機会も少ないし、彼が受うけ継ついだ父の政治理り念ねんについてさえ、完全に理解しているとは言い難い。

〝私は剣けん術じゆつが好きだから、政治のことにはあまり関心を向けなかったが──〟

　そのことに少しだけ、胸が苦しくなる。

　父と兄達が苦心してこの国を良い方向へ導みちびこうとしていた時に、肉親である自分は、好きな剣術に傾けい倒とうして他ほかのことを省かえりみなかった。

　そして父が殺された後に、ハーミットはラトロアの政治の暗あん部ぶを、やっと意識した。

　父の弔とむらいのためにも──そして、アルセイフへの旅の途中で出会った、東とう方ほうに住むさまざまな人々の生活を守るためにも、今は両国の開かい戦せんを防ぐために尽じん力りよくしたい。

　守りたい対たい象しようにはもちろん、隣となりを歩く銀髪の娘も含ふくまれている。

「……シルヴァーナ、着きました。この塀へいの向こうです」

　エアル家の邸てい宅たく、その外周は、身みの丈たけより高い塀に囲まれていた。

　表から行くと、門が開くまで待たされる上に、人目についてしまう。バルトゥール邸へ出入りした時と同様に、二人は塀を乗り越えた。

　シルヴァーナと行動を共にするうちに、ハーミットもすっかり、隠おん密みつのような行動に慣なれてしまった。

　庭先では、ランタンを持った人影がちょうど巡回をしていた。

　敷しき地ち内ないに入ってしまえば、誰だれからも身を隠かくす必要はない。ハーミット達は、そのランタンのほうへと歩みながら手を振った。

「……何者だ？」

　向けられた灯あかりの傍そばには、見み慣なれた騎士の顔が並んでいた。

　浅あさ黒ぐろい肌はだの女騎士と、金髪の青年騎士──その二人は、いつも一いつ緒しよに行動しているように見える。

「ライナスティ、ディアメル。私だよ。相あい変かわらず仲がいいな」

　シルヴァーナが気さくに声をかけると、二人の騎士はすぐに警戒を解といた。

　剣から指を外したライナスティが、調子よく笑顔を見せる。

「これはこれは、シルヴァーナ様にハーミット様。フェリオ様に御用ですか？」

「まぁね。貴方あなた達も、長旅で大変だったな。身体からだの具合はもういいのか？」

　ハーミット達が、リセリナやムスカらを迎えに国境まで出向いた時、騎士のライナスティはちょうど熱を出して臥ふせっていた。

　青年騎士はにっこりと人ひと懐なつっこく笑う。

「えぇ、もうばっちりです。聞いてくださいよ、このディアメルが、付つきっきりで看かん病びようしてくれたんですよ！　水差しを用意してくれたり、絞しぼったタオルを頻ひん繁ぱんに取り替えてくれたり、そりゃあもう舞ぶ踏とう会かいの時のメイドさんみたいに甲斐かい甲斐がいしく──」

　禁きん句くともいえる単語を口にした瞬しゆん間かん、ディアメルの鉄てつ[image: 拳]けんが飛んだ。

　ライナスティは頭を抱かかえてその場にうずくまる。

「要いらんことをいうな。私が面めん倒どうを見なければ、フェリオ様やウルク様がおまえの世話を焼くと言いだしかねないだろう。おまえ如ごときのことでお手を煩わずらわせるわけにはいかないから、私がついていてやったんだ」

　ディアメルは溜ため息いき混じりに言い、ハーミット達に改めて向き直った。

「こいつの熱は自じ業ごう自じ得とくです。旅の最さい中ちゆう、羽は目めをはずして神殿騎士と飲み比べなんぞして、酔よっ払ぱらって野外で眠り、翌朝から──」

「だ、だから、それはごめんって。俺おれだって反省してるよ」

　頭をさすって立ちあがりながら、ライナスティは苦にがい笑みを見せた。

　アルセイフからジラーハへの旅路ではフェリオも熱を出したらしいが、これは旅たび慣なれていないせいだろうと想像がつく。だがライナスティの場合には、少し事情が違うらしい。

　二人のやりとりに、ハーミットはつい笑ってしまう。

「ともかく、無事に到着したのは本当になによりです。フェリオ様は本ほん邸ていですね？」

　ディアメルが頷うなずいた。

「はい。あちらの──あ、ここのことは、ハーミット様のほうが遙はるかにお詳くわしいですね。ともあれ、フェリオ様のところまで御ご一いつ緒しよします」

　ディアメルの言うとおり、ここはハーミットの実家である。

　懐かしい我が家ではあったが、少し大きすぎて、ハーミットなどは気き後おくれしてしまう。父と折り合わずに家を出てしまった過去もあり、あえて用がなければ立ち寄りにくい場所だった。

　二人の騎士に先せん導どうされて、ハーミット達は本邸の灯あかりを目め印じるしに庭を歩いていった。
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〝ラトロアが崩ほう壊かいする危険は、常にある〟

　ダルグレイはフェリオ達に対し、そう明めい言げんした。

「──確かに、我々はジラーハを仮か想そう敵国とすることで、どうにか体制を守ってきました。ここで貴方あなたがたの主張が通り、〝ジラーハは敵ではない〟ということが民間にまで広がれば、国内は不安定になります。が──おそらく、そうはなりません。失礼ながら……貴方がたの言葉を信しん頼らいする議員の数は、おそらくさほど多くない」

　ダルグレイの声は、やや厳きびしい。

　フェリオはその声に彼の誠せい意いを感じた。はっきり〝信頼されにくい〟と言われたことも、ごまかされるよりはよほど良かった。

　ダルグレイの苦しい言葉は続く。

「シュナイクからも聞いているはずですが、ラトロアは、ジラーハを〝蛮ばん族ぞく〟だと侮あなどっています。そして〝蛮族〟だからこそ、文化を破は壊かいするために襲おそってくると──そんな偏へん見けんがあるのです。だから襲われる前に滅ほろぼしてしまえなどと、軽かる々がるしく言う者までいますが……私自身は、ジラーハという国は強い国だと思っています。おそらく戦争になれば、互たがいに酷ひどい消しよう耗もう戦せんになる」

　フェリオは頷うなずいた。

　ダルグレイはジラーハのことにしか言げん及きゆうしなかったが、ジラーハを敵に回すということは、神殿勢力の全体を敵に回しかねない行こう為いでもある。

「しかし議員の中には、〝相手が蛮族ならば、開かい戦せんさえすれば、ラトロアの圧倒的な勝利になる〟と──そんなふうに、楽天的に信じている者達までいるのです。お恥はずかしい話ですが、その程度の認識しかない者が、この国には大勢います。だから私は、実際に東とう方ほうの民たみである貴方あなたがたと話すことによって、その認識を疑わせることができないかと……そう考えているのです。おそらくは、貴方がたに不ふ快かいな言葉をぶつける者達もいるでしょう。しかし……そこは耐たえて、理性的な話し合いをお願いしたいのです」

　ダルグレイの誠せい実じつな言葉を受けて、フェリオは隣となりのウルクとともに頷いた。

　使者たる自分達に、あまり過か度どの期待をかけるような議員であれば、正直にいって信頼はできない。だがダルグレイは、懸け念ねんしていたような楽らつ観かん者しやではなく、政治家としての信しん念ねんを持った男だった。

「ダルグレイ議員、お話はわかりました。戦乱をふせぐためなら、私達はもちろん協力を惜しみません。今の開戦の危き機きを乗り切ることを第一に考えます。そこから先は──貴方がたの領りよう分ぶんですね」

　ウルクがそう告つげる。

　ダルグレイは安あん堵どの表情を見せた。

　フェリオ達が彼の部屋を辞じ去きよしようとしたところで、廊下にラドゥーカ・エアルの声が響いた。

「ダルグレイ議員！　来客ですよ」

「ん？　こんな夜中にか……」

　ダルグレイは眼めをしばたたかせ、フェリオとウルクも一いつ緒しよに客室を出た。

　ラドゥーカが、応接室の前で手て招まねきをしている。

「フェリオ様達もご一いつ緒しよでしたか。これはちょうどいい」

　招まねかれて入った応接室には、シルヴァーナとハーミットの二人がいた。ライナスティとディアメルが案内を務めたのか、騎士達もその傍そばに立っている。

「シルヴァーナ！　来たのか」

「あぁ、一応、連絡にな。実は一週間ほど前に、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の場所が見つかったんだ」

　シルヴァーナはごく小さな声でそう呟つぶやいた。

　ラドゥーカとダルグレイが揃そろって眼めを剝むき、フェリオは無言で頷うなずく。

　来訪者ビジター、シアの力があれば、早い段階で情報は得られると確信していた。

　しかし隣となりのハーミットは、なにやら浮かぬ顔をしている。

　そしてフェリオは、もう一人、いてもいいはずの人物がいないことを気にした。

「……リセリナは、一緒じゃないのか？」

　シルヴァーナが、曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「あぁ。あの子はちょっと別の任務で動いていて、今日はいない。私も情報の交こう換かんにきただけだし……あと、そちらの議員二人に、大切な注意がある」

　そう言って、シルヴァーナはハーミットに視線を移した。

　青年剣士は、妙に難しい顔のままである。

「ハーミット、情報の流出を防ぐためにも、この二人の議員には話しておいたほうがいい」

　そのシルヴァーナの言に頷いて、彼は低い口調で話し始めた。

「──兄さんとダルグレイ議員に、折り入ってお話があります。その──リーブルマン先生のことです」

　フェリオにとっては、心当たりのない名である。

　ハーミットの声は険けわしく、そして哀かなしげだった。

　やがて、彼の説明がはじまるにつれて──

　二人の議員は呻うめくような声を漏もらしはじめ、その夜の会合は重苦しい空気に包まれることとなった。




　　　　　　　[image: ]




　リセリナは、老ろう学がく者しやのリーブルマンから受け取った父の日記帳の、その表紙をじっと見み詰つめていた。

　ランタンの灯あかりに照らされる表紙の錠じようは、やけに黒ずんで見える。

　その黒さは、リセリナの不安を煽あおろうとしているようで、なかなか鍵かぎを開ける気になれない。

　譲ゆずり受けてから、もう一週間──今日までずっと、放ほう置ちしてきた。

　死の神霊アービタ・スピリツトの場所がわかったために、いろいろと忙いそがしかったのは確かである。あらかたのことはリーブルマンから聞きだせたが、それでも周囲をそれとなく確認したり、あるいは突とつ入にゆうのための作戦を練ねり人員を集めたりと、リセリナも働いた。

　だが、そうした忙いそがしさは、日記を開けないことへの言いい訳わけでしかない。

　本当は、怖こわいのだ。

　この中には父の幸せな日々の記録が詰まっていて、自分はそこにいない──そう予想ができるから、開けるのが怖い。

「……今夜も、読まないのですか？」

　かけられた声は、同室に寝ね泊とまりする名無しのアンジェリカのものだった。

　彼女は寝台ベツドに寝そべり、リセリナには背を向けている。

「あ……す、すみません。眠るのに邪じや魔までしたら、灯あかりを消しましょうか？」

「いえ、その必要はありません。その子と同様、灯りが気になるほど神経質でもありませんから」

　隣となりに並ぶリセリナの寝台では、シアが安らかな寝息をたてていた。時折、寝言でウルクの名を呼んでいる。

　アンジェリカが半身を起こし、リセリナを見つめた。

「さきほどからずっと、その本の表紙ばかりを見ておいでですね」

　そう指摘されて、リセリナは眼めを伏ふせる。

「……なんだか、読むのが怖くて……」

「……ぼうっとしている理由は、それだけですか？」

　アンジェリカが、ゆっくりと寝台から出る。

「……失礼ですが、フェリオ様達のことがやはり気になっているのではありませんか？　今からでも遅おそくはありません。私が案内しますから、シルヴァーナ様達の後を──」

「い、いえ！　それはいいんです！　ほんとに……今は、あんまり会いたくないっていうか……」

　そう言って、リセリナは歯を食いしばった。

　会いたいのか、会いたくないのか──自分でも、実はよくわからない。ただ、今の状態で会ってしまえば、きっと自分は彼に甘あまえたいと思ってしまうはずだった。

　そんな自分に、嫌けん悪お感かんを覚える。

　起きたアンジェリカは、リセリナと向かい合う椅子に腰掛けた。

「〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の奪だつ還かんは、命いのち懸がけの仕事になります。縁えん起ぎの悪いことを言うようですが、万が一のことがないとも限りません。後こう悔かいのないよう、貴方あなたには彼に言っておく言葉があるのではないですか」

　リセリナは首を横に振った。

「その話は……やめてください。そんなことを言ったら、アンジェリカさんこそ、シュナイク様に会っておかなくていいんですか？　旅の間は弟みたいに可愛かわいがっていたじゃないですか」

　リセリナのこの問いに、アンジェリカは苦笑を見せた。あまり笑わない彼女だが、その表情は可愛らしい。

「私は、〝名無し〟ですので」

　表情とは裏うら腹はらの冷たい声で、アンジェリカはそう断だん言げんした。

「名無しは、そうした感情を捨すてて、ジラーハのために働く存在です。それが私の生きる理由でもあります。もちろんシュナイク様は恩おん人じんですし、正直なところ、少しは弟のような感覚もありますが……それでも、私は任務を優先します。それが私の誇ほこりですから」

「……強いんですね」

　リセリナは、アンジェリカのその強さを羨うらやましく思った。

　自分もそんなふうに、毅き然ぜんと物事を決められたら、少しはましな生き方ができるのかもしれない。

　だが、アンジェリカはこれを否定した。

「強いとか弱いとか、そういうものではありません。私は自分のやるべきことをしたいだけです。シュナイク様はラトロアのために。私はジラーハのために。それぞれ、信しん念ねんをもって動いています。貴方あなたにも──そういうものは、ありませんか？」

　問われて、リセリナは返答に詰まった。

　信念など、自分にはない。

　今の自分にあるのは、亡なき義ぎ父ふに対する思し慕ぼと、フェリオへの中ちゆう途と半はん端ぱな恋こい心ごころだけだと思う。

　フェリオはここにいない。父もとっくの昔に死に、その証しよう拠ことしてこの日記帳がある。

　リセリナは改めて、その表紙をじっと見つめた。

　優やさしかった義父が消えてから、リセリナはずっと、心の何処どこかで父の面おも影かげを追ってきた。

　自分が独ひとりになってしまったことが怖こわくて、いつも怯おびえていたように思う。

　イリスの養よう父ふ、バークライト・ディレインを殺した時も──リセリナは、怯えていた。

　エルシオンという庇ひ護ご者しやがおらず、バークライトという敵だけがいる、その状態が怖かった。

　そしてそのバークライトが、非ひ人じん道どう的てきな研究をまたはじめようとした時に、リセリナはとうとう、彼の研究室へ忍しのび込こみ、その男を殺した。

　そして研究成果を破は棄きし、イリス達から追われ、この世界へと迷まよい込んだ。

　自分は本当なら、バークライトを殺した時点で、死んでいてもおかしくなかったのだ。

　否いな、それどころか、実験動物として生を享うけ、他の大勢の姉妹達が殺されていった時に──その時に、リセリナは彼女達と同様、死んでいたはずだった。

　そんな自分がまだ生きていることが、滑こつ稽けいにも感じられる。

　もしかしたら──〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の奪だつ還かんは、そんな自分に与えられた死に場所なのかもしれないと、そんなことまで考えた。

　もっとも、その思いは決して口にはしない。ジラーハでウルクには気づかれたかもしれないが、そんな考え方は良くないと自分でもわかっている。

　わかってはいても──〝死〟の影を、リセリナはいつも身近に感じてしまう。

　口くち籠ごもったリセリナに、アンジェリカが優やさしい眼まな差ざしを向けた。

「……リセリナ様。その日記帳、少しでいいですから、読んでみませんか？」

「……え？」

　リセリナは戸と惑まどった。

「いつまでも表紙ばかり見ていても、仕方ないでしょう。ほんの少しでいいんです。どうしても怖こわいなら、私に貸してください」

「い、いえ……自分で……自分で、開けます」

　これ以上、逃げちゃいけない──リセリナはそう決意して、やっと鍵かぎ穴あなに鍵を差さした。

　少し震ふるえる指で、鍵を回す。

　百年以上も昔の物にしては、あまり錆さびてはいない。もちろん多少の経けい年ねん劣れつ化かは隠かくせないものの、おそらくは神しん鋼こう製の高級品なのだろう。

　鍵を開けると、リセリナはゆっくりと、その表紙をめくった。

　まず最初に眼めに飛び込んできたのは──

　乱雑な筆ふで遣づかいで走り書きされた、少女の横顔だった。
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　長い黒髪の、優やさしげな少女である。

　リセリナは、呆ぼう然ぜんとそれを見つめた。

「……これは、リセリナ様ですね」

　すぐ背はい後ごから、アンジェリカがリセリナの肩を抱き、本を覗のぞき込こんでいる。




〝あの子は、元気にしているだろうか──私はこの世界に来てから、毎日、そのことばかりを考えている〟




　そんな書き出しで、日記は綴つづられていた。
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　その日記は、エルシオン・エアルが〝あの絵〟を描いている期間につけられたものだった。

　毎日のように、リセリナの姿を思いだして描かれた似に顔がお絵えがあった。

　少し怒おこった顔や笑い顔、まだ幼おさない頃ころの泣き顔に、クリスマスのプレゼントを受け取って喜ぶ顔──

　さまざまな表情が、一つの思いとともに描かれていた。




〝また娘の夢を見た。まだ引き取ったばかりの頃ころ、怯おびえて私の顔もまともに見れなかった彼女が、それでも怖こわ々ごわと「お父さん」と呼んでくれた時のことだ。年とし甲斐がいもなく思わず涙ぐんでしまったのは、思いだすと少し恥ずかしい〟




〝私は多くの研究成果を残したが、その研究成果によって、多くの不幸を撒まき散ちらしてしまった。直接の関かん与よはなくとも、彼女は私の研究から派は生せいした被ひ害がい者しやかもしれない。そんな私を、彼女は父と呼んでくれた〟




〝あの子は内気だから、少し心配だ。向こうにはお人好しのムスカ君もいるから、何かあればきっと力になってくれるとは思うが……もっとも、こちらで十年の月日が経たとうと、向こうでは微び々びたる時間しか経っていないことだろう。リセリナはきっと、まだ十六歳のままだ〟




　──読みながら、リセリナは涙を堪こらえきれずに、口元を押さえた。

　嗚お咽えつを漏もらし、肩を震ふるわせる。

　アンジェリカがそっと、ハンカチを差し出してくれた。

　そこには、父の思いが詰まっていた。

　紙の上に踊おどる文字と、落らく書がきのような絵の数々が、彼の切せつ実じつな思いを今に伝えている。

　こちらの世界での生活に慣なれていきながら、彼の心はずっと、元の世界に残したリセリナのことを想おもっていた。

　リセリナの面おも影かげを忘れぬように、思い出を頼たよりにいくつものスケッチを残し、そして〝あの絵〟の製作にとりかかり完成させ──その日記は、この言葉で締しめ括くくられていた。




〝叶かなうことなら、元の世界に戻もどりたい──だが、それは赦ゆるされないことだ。今の私には、ただここで彼女の幸せを願うことしかできない。

　リセリナ、どうか、無事で──幸せに〟




　顔を覆おおって、リセリナは泣いた。

　涙は後から後から、止とめ処どなく溢あふれてくる。

〝義ぎ父ふはラトロアで幸せな一生を過ごした〟

〝自分のことなど、忘れてしまったかもしれない──〟

　そんなことを考えた自分は、馬ば鹿かだと思った。

　エルシオン・エアルは、血もつながらない自分のことを、きっと最さい期ごの時まで憶おぼえていてくれたのだ。

　その幸せを祈り、その成長する姿を思いながら、彼はあの絵を描いてくれた。

〝私……馬鹿だ……〟

　今にして、本気でそう思い知る。

　父がこれほど幸せを祈ってくれていたのに、自分はその祈りを裏うら切ぎり、このラトロアで死ぬことまで考えそうになっていた。

　父のことを信しん頼らいしていたつもりで、少しもわかっていなかった──そんな自分が悔くやしい。

　そして父の祈りが嬉うれしく、リセリナはまた涙を零こぼす。

　アンジェリカが、そっとその肩を抱いた。

「……貴方あなたは、エルシオン氏しに愛されていたんですね」

　咽むせび泣なくリセリナの背を撫なでながら、アンジェリカは耳元に囁ささやいた。

「貴方は、幸せになってもいい人だと思います。神霊スピリツトの奪だつ還かんが終わったら──ちゃんと、自分と向き合う時間もできるはずです」

　アンジェリカの言葉に頷うなずきながら、リセリナは眼めを拭ぬぐった。

　しばらく泣きやめそうになかったが、それでも何かが吹っ切れたような気がした。

　父の死も──やっと、本当に受け入れられそうな気がする。

　扉とびらにノックの音が響いた。

「──リセリナ、アンジェリカ。起きているかね？　予定通り、一時間後に出発する。準備をしておいてくれ」

　それはムスカの声だった。

　アンジェリカが返事をし、リセリナは改めて眼めを拭ぬぐう。

　今夜──

　死の神霊アービタ・スピリツトの奪だつ還かんを、決けつ行こうする。

　情報によれば、メビウスをはじめとする秘密警察側の主戦力は、先だっての議事堂占せん拠きよに関かん与よした亡ぼう国こく派はの掃そう討とうのため、首しゆ都とを空あけたらしい。シズヤ達もそれに同行したため、神霊スピリツトそのものの警備は手て薄うすになっているはずだった。

　シルヴァーナとハーミットも、玄げん鳥ちようを扱って上空からの支援にまわる予定となっている。

　シャジールの民の話によれば、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟は浮ふ遊ゆうしており、その重さはほぼ零ゼロに等しいらしい。

　シャジールの民が手を触ふれて操そう作さすれば、洞どう窟くつの天井部分を〝透とう過か〟して、研究所の上に出すことも可能だという。

　それを玄鳥で回かい収しゆうし、撤てつ退たいする。

　後は輝石セレナイトの生産が再開されるように操作し、ラトロアの手が届かぬ地に神霊スピリツトを隠かくせば、神殿側の問題は解決する。

　この作戦が提案された際に、ハーミットも剣士として突とつ入にゆう班はんに加わりたがったが、これには名無し達が難なん色しよくを示した。

　二人の議員を親族に持つ彼に、もし万が一のことがあれば、ジェラルドがそれを政治的に利用しかねないというのがその理由である。

　兄達のことを引き合いにだされると、ハーミットも無む理りを言えず、ひとまずはシルヴァーナ達の護ご衛えいとして動くことを承しよう諾だくした。

　二人とも、今はまだエアル家にいるはずだが、肝かん心じんの玄鳥はもう近くの馬車に隠してある。

　アンジェリカが着替えをはじめた。踊おどり子この衣い装しようなどではなく、隠おん密みつ行動のための黒い装しよう束ぞくである。体の各所に武器を隠しながら、彼女は〝名無し〟としての顔に戻り、リセリナに囁ささやいた。

「リセリナ様も、お着替えください。戦たたかえますか？」

「──もちろんです」

　声に力を込めて、リセリナはエルシオンの日記帳を閉とじた。

　エルシオンの代わりに、彼のしたことの責任をとらなければならない。

　エルシオンは、リセリナのために、元の世界に戻もどろうとした。

　その過か程ていで死の神霊アービタ・スピリツトを研究し、後の研究の足あし掛がかりともなる多くのヒントと、自らの〝腕輪〟を遺のこしてしまった。

　現在の混乱は、そこに端たんを発している。

　動きやすい軽装に着替えて、リセリナは自分の腕輪と、腰の細剣レイピアを確かめた。

　その剣は、義ぎ父ふがこのラトロアで製作し、巡めぐり巡ってフェリオの手を経けい由ゆし、リセリナの元に来た品である。

　まだ剣そのものの扱あつかいには慣なれていないが、そこには父の心が宿やどっているような気もした。

　要ようはお守り代わりといっていい。

　眠るシアを置いて、リセリナとアンジェリカは、足音を忍しのばせ部屋を出た。

　別室に移ると、そこにはもう、ムスカを中心として名無しと北方民族が十人ほども集まっていた。

　別の拠きよ点てんに潜せん伏ぷくしている者達も含めれば、投入する戦力は百人近い。

　ムスカも今夜は、神しん鋼こう製の籠こ手てでもって[image: 拳]こぶしを保護していた。知的な彼の眼まな差ざしは、珍めずらしく闘とう志しを湛たたえている。

　そして部屋には、共に突とつ入にゆうする予定のシャジールの民達もいた。

　蛇へびの頭をもつ彼らを死の神霊アービタ・スピリツトの元まで送おくり届とどければ、それで作戦は成功となる。

「リセリナ様、よろしくお願いいたします」

「我々も力を尽くしますが、戦闘にかけては素人しろうとですので──」

　ウィータからやってきた人ならぬ神しん官かん達は、涼すずやかな声を紡つむいだ。

　その金色の眸ひとみを、リセリナは真まっ向こうから見つめる。

「わかっています。突破は任せてください。教授もいますし……」

「私はコウ司し教きようの救きゆう出しゆつ係がかりだ。本ほん命めいは君だよ」

　泣なき腫はらしたリセリナの眼めを見て、ムスカは不思議そうな顔をしたものの、しかしそのことについては何も言わなかった。

「リセリナ、いよいよだ。シズヤ達はいないはずだが、それでも警備の人員は多いだろう。いかに迅じん速そくに動けるかが決め手になる。気を引き締めていくぞ」

　戦力の要かなめは、来訪者ビジターたるムスカとリセリナである。

　リセリナは決意を込めて頷うなずき、そして出発の時刻を待った。
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　リーブルマン・ハウンズは、死の神霊アービタ・スピリツトの正面にいた。

　夜を徹てつして、彼はその存在に自らの時間を捧ささげている。

〝こいつは、どこから来て、何のためにここにいるのか……〟

　リーブルマンはずっと、そんな疑問を持っていた。

　その疑問を解ときたくて、彼は神霊スピリツトの研究に没ぼつ頭とうした。

　初めてこの地に〝死の神霊アービタ・スピリツト〟があると知ったのは、まだ若い頃ころだった。

　師し事じしていたある考こう古こ学がく者しやが、助手としてリーブルマンをここに連れてきた。

　以来、その師の死後も、彼は神霊スピリツトに魅み入いられ続けている。

　特に大学をやめ、ジェラルドが元げん首しゆになってからは、より神霊スピリツトの研究に費ついやす時間が増ふえた。メビウスという〝神霊スピリツト〟と交こう信しん可能な協力者にも恵まれ、さまざまな成果を手にすることもできた。

　リーブルマンは、名めい声せいを気にしない。

　彼が研究をするのは、富とみや名声を求めてのことではなく、ただ単たんに純じゆん粋すいな探求心ゆえだった。

　だから、こうした非ひ公こう式しきの場であっても、神霊スピリツトのことを調べていられるだけで、彼は幸せだった。

　その意味で、ジェラルド達にとっては都つ合ごうのいい人材だったのだろうとも思う。

　研究の予算は、どこから出ているのかよくわからない。

　ジェラルドを支持する者達──それも、〝戦争〟を是ぜとする側から出ていることは間違いないが、リーブルマン自身は、この神霊スピリツトをそんな程度の低いことに使うのは馬ば鹿かげた話だと思っている。

　神霊スピリツトとは、もっと神しん聖せいで不ふ可か解かいで、本来ならば人如ごときが利用することを許さぬ存在なのだ。

　屍しかばねの薬を出したり、腕輪を出したり、はたまた神殿側の御柱ピラーに人を送ったりと、多た機き能のうではある。

　だがそれらの機能は、神霊スピリツトの〝本質〟に比べれば、おまけ程度のものだとも思う。

　この装置は、おそらくは──

　天候を操あやつり、大地を操り、それどころか星を動かし、この宇宙をも制せい御ぎよできる──そんな可能性を秘ひめているように思う。

　ある古こ文もん書じよには、神霊スピリツトについてこんな記き述じゆつがあった。

〝死の神霊アービタ・スピリツトとは、神が人に差しのべた御み手てに他ほかならない──〟

　リーブルマンは、その執しつ筆ぴつ者しやに同意する。

　死という不ふ穏おんな名を冠かんしているが、これは可能性の塊かたまりなのだ。

　しばらくその存在に見入った後で、リーブルマンは地上へと足を向けた。

　深しん更こうでも衛えい兵へいが立ち並ぶ研究施設の中を歩き、人ならぬ者を囚とらえた部屋を訪おとずれる。

「……コウ司し教きよう、起きていらっしゃいますか？」

「どうぞ」

　すぐに涼すずやかな声が返ってきた。

　リーブルマンが扉ドアを開けると、中にはコウ司教一人しかいなかった。

　頻ひん繁ぱんについている見み張はり役やくも、今は見当たらない。

　扉の前に立つ衛兵に、リーブルマンは問いかけた。

「メビウスの部下達はどうしました？」

「は。〝亡ぼう国こく派は〟が、例の議事堂占せん拠きよ事件の報ほう復ふくのために動き出したそうで、その取とり締しまりに向かわれました」

　難なん儀ぎなことだと、リーブルマンは嘆たん息そくした。

　やってやられてやり返してと、そんな連れん鎖さが終わることなく続いている。

　リーブルマンは部屋に入ると、蛇へびの姿をもつ民に会え釈しやくをした。

「夜分に失礼します。司教から伺うかがいたいことが、いくつかありまして」

「私で答えられることでしたら、仲間を裏うら切ぎらぬ範はん囲いでお話いたしましょう」

　コウ司教の言葉はあくまで温和だった。

　敵であるはずの自分に向けて、彼は決して敵てき意いを見せない。

　その様子は神こう々ごうしいというより、もはや単純に不気味である。メビウスはコウ司教を評して、〝つい戯たわむれに殺したくなる〟などと物ぶつ騒そうなことを言ったが、東とう方ほうに住む多くの民は、彼らのことを盲もう目もく的てきに信しん頼らいしているらしい。

　それはそれで、不ふ健けん全ぜんなことだと思う。

　そしてシャジールの民自身も、その過か度どな支持は不健全だとして、自分達の正当性を頻繁に否定する傾向がある。

　そんな自じ省せいの態度がまた、人の支持を呼ぶ──狙ねらってやっているとしたら、たいした政治集団ではあった。

　リーブルマンは彼の前に腰掛け、ランタンに照らされたその金色の眼めを見み据すえた。

「──私が伺いたいのは、死の神霊アービタ・スピリツトのことです。エルシオン・エアルの研究、またそれ以外の過去の賢けん人じん達の研究……それらを総合して考えた結果、神霊スピリツトというのは、〝貴方あなた達の技術〟によって作られたもののように思われる。ところが、今の貴方達は、そうしたものを作りだす技術を保持しているようには見えない。操そう作さすることはできても、作る術すべはもっていない。これはどういうことです？」

　コウ司教は眼を細めた。

「単純なことです。我々は、知識と技術を放ほう棄きした──たったそれだけのことなのですよ。今の私達は、あくまでただの神しん官かんであり、人々を見守るだけの存在です」

　この言に、リーブルマンは納なつ得とくできない。

「何故なぜ、放ほう棄きする必要があったのですか？　知識も技術も、得た以上は使う価か値ちがあるはずです。そもそも、実際に貴方あなたがたの知識と技術は素す晴ばらしい。死の神霊アービタ・スピリツトも御柱ピラーも、我々、人類では到とう達たつし得ない領りよう域いきの産物に思えます」

　コウ司し教きようは、寂さびしげに目め許もとを歪ゆがめた。

「その知識と技術のために──我々は、滅めつ亡ぼうへの道を歩みました」

「そんな、馬ば鹿かな……あり得ない」

　リーブルマンは呆あきれる。

「貴方がたは、自らの知識と技術によって滅ほろんだと言いましたね。しかし、御柱ピラーや死の神霊アービタ・スピリツトを見る限り、あれだけの技術と貴方達のような心があれば、その文明が滅ぶ理由がないでしょう。しかも現実に、貴方がたはこうして生きている。滅亡などしていない」

　答えを拒こばむように、コウ司教が眼めを伏ふせた。リーブルマンはさらに言い募つのる。

「あれはおそらく、万ばん能のうの存在だ。もはや神そのものと言ってもいい。貴方がたがその気になれば、人類などすぐに支配し、この世界を自らのものにできるはずだ。どうしてそうしないのです？」

　この問いに対しては、コウ司教は眼を開け、リーブルマンを哀あわれむように見つめた。

「そんなことをする意味が、ないからです」

　答えは簡かん潔けつで、しかし簡潔すぎてリーブルマンには理解ができない。

「意味がない……？　何故です？　貴方達には力があるはずだ。その力を使えば……」

　問いを重ねる老ろう学がく者しやに、司教は首を横に振って応じた。

「我々には──そもそも、そうした欲望がないのです」

　そう言われて、リーブルマンは思わず、目の前の机を叩たたいた。

「──欲望がなければ、あんな技術は生まれ得ない！」

　リーブルマンは、そう確かく信しんしていた。

　人を進化させ、時代を進めるのは、いつも欲望である。

　生活を豊かにしたい、幸せになりたい、贅ぜいを尽くしたい、邪じや魔まな他人を殺したい、もっと効こう率りつ的てきに殺したい、他人を従わせ、支配したい──

　いつの時代にも、そうした何かをしたいという欲求が、新たな技術を生む原動力となってきた。

　欲のない社会に、変化や革新は起きない。極端なことをいえば、〝生きる欲〟を失った社会は、滅亡するしかなくなるのだ。

　リーブルマンは、コウ司教を睨にらんだ。

「貴方達にも欲はあるはずです。それも、おそらくはとても激しい欲望が──でなければ、あんな高度な技術が生まれるはずはない。我々、人類の欲望も相当なものですが……おそらく、貴方あなた達のそれには到とう底てい及ばないでしょう」

　やや勢いに任まかせてそう告つげる。

　コウ司し教きようは深ふか々ぶかと嘆たん息そくし、あくまで泰たい然ぜんとして、これに小さく頷うなずいた。

「そう──貴方の、仰おつしやるとおりです。過去の我々は、恐おそろしいほどに欲望の塊かたまりでした」

　過去の、という言葉に力を置いて、彼はそう語った。

「リーブルマン博士。貴方に、私達の文明が滅ほろんだ理由をお話しましょう。かつて私達は、自らの欲望のために暴走し、仲間同どう士しで殺し合い、そしてついには、母なる星そのものを滅ぼしてしまった──遠い遠い悠ゆう久きゆうの過去に、我々はそうした歴史をもっているのです」

　リーブルマンは呆ぼう然ぜんとする。

「星を……滅ぼした？　つまり、大地を滅ぼしたと……」

　頷くコウ司教の眼めは、リーブルマンを見ていなかった。

「星が滅んだ後、生き残った者達はそれぞれに空へと飛び出して、ばらばらの方向に旅をはじめました──眠っていたとはいえ、永ながい、永い旅でした。ある者達は生存に適した新たな星を見つけ、その地に降り立ちました。所持していた技術によって、住みにくかった星の環境を住みやすく改善させた者達もいました。永く宇宙をさ迷まよい続けた者達も──しかし、そのいずれもが、失った母星への郷きよう愁しゆうと、それを壊こわしてしまった罪ざい悪あく感かんを、忘れることはできませんでした」

　淡たん々たんと、淡々と──蛇へびの頭の司教は語り続ける。

「そして、ある時に気づいたのです。〝我々は、また同じことを繰り返すのか〟と──」

　リーブルマンは、ごくりと唾つばを飲んだ。

　静まり返った部屋に、コウ司教の涼すずやかな声だけが虚むなしく響く。

「……だから私達は、自らに手術を施ほどこし、〝負ふの感情〟を捨すてました。そして同時に、多くの欲望を失い──いくつかの紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、種しゆ族ぞくとしては、滅びへの道を選せん択たくしたのです」

　コウ司教は思い出話を語るように、ひどく遠い眼をした。

　リーブルマンは、ぞっとする。

　目の前にいる蛇の司教は、もちろん人間ではない。そしてそれどころか、〝生き物ですらない〟ような不気味さを感じた。

「しかし……しかし、貴方がたは今、生きているではありませんか。人数は少なくとも、決して滅んではいない」

　当然のことを指摘すると、コウ司教は寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

　息の詰まりそうな笑顔に、リーブルマンは絶ぜつ句くする。

「さきほど、〝我々は欲望を捨てた〟と言いました。しかし、完全に全すべての欲望を捨てることはできなかったのです。それは、未来に対する希望と、犯おかした罪つみを償つぐないたいという欲求──そのために、一部の者達は死ではなく、悠ゆう久きゆうの眠りにつくことを選んだのです。そして──貴方あなた達、人類がこの地へやってきた。その後は、我々にももう一つの欲ができました。〝貴方達の生活を守りたい〟という、欲求が──それが、滅ほろんだはずの我々が今、生きている理由です」

　理解を拒きよ否ひして、リーブルマンは首を横に振った。

「貴方の言っていることは──よくわからない。どうしてそんなに、人類に愛あい着ちやくがもてるのですか？　貴方達から見れば、我々はどうしようもなく愚おろかな存在でしょうに……」

　コウ司し教きようは沈ちん黙もくした。

　再度、問い詰めようとしたリーブルマンの耳に、廊下を走るけたたましい足音が聞こえた。

「扉とびらを閉しめろ！　妙な連れん中ちゆうが侵しん入にゆうしてきた！」

　衛えい兵へいの誰だれかが金かな切きり声ごえを張り上げた。リーブルマンはびくりとする。

　廊下に待たい機きしていた三人の衛兵が、たちまち室内に入り込み、扉を閉めて内側から施せ錠じようした。

　その外からは早くも、刃やいばを打ち鳴らす音が響きはじめている。素す早ばやい侵入は、敵の手しゆ腕わんをうかがわせた。

「な、何事ですか!?」

　リーブルマンは焦あせって問う。鍵かぎをかけた若い衛兵が、血けつ相そうを変えて声を返した。

「敵てき襲しゆうのようです！　どこからここのことが漏もれたのか──！　いや、そもそも何者が……」

　不安そうに言う彼の表情は、いかにも切せつ羽ぱ詰つまっていた。

　リーブルマンも困こん惑わくし、ただおろおろと視線をうつろわせる。

　そんな中、コウ司教だけは悠ゆう々ゆうとしていた。

「──おそらくは、ジラーハの名無しの方かた々がたでしょう。万ばん端たんの準備を整えての襲撃のはずです。私を解かい放ほうしなさい。貴方達が、無む駄だに命を落とすことはない」

「馬ば鹿かを言うな！　この研究所の防ぼう御ぎよは、そう易やす々やすと……」

　衛兵の男が叫さけぶのと同時に、扉の向こう側から衝しよう撃げきが襲ってきた。

　その瞬しゆん間かんに鍵がへし折れ、慌あわてた彼らが扉を押さえにかかる。

　ところが──

「う、うわぁぁっ!?」

　扉は蝶ちよう番つがいごと外はずれ、ちょうど盾たてのようになって、衛兵達をずるずると室内へ押し込んだ。

　扉の向こう側からのあり得ない力に、リーブルマンは頰ほおを引きつらせる。数人がかりで一つの扉を押していたとしても、とてもこうはならない。

「──コウ司教、ご無事ですか」

　野の太ぶとい声の主ぬしは、禿とく頭とうの大男だった。薄うす暗ぐらいために、その顔はよく見えない。

　彼は片手で扉を押し、衛兵達を壁に挟はさんで押さえつけ、悠々と通り道を開けた。

　リーブルマンは呆ぼう然ぜんとして動けない。

　コウ司し教きようは落ち着いた物もの腰ごしで立ち上がり、そして彼に目もく礼れいを送った。

「──ムスカ様、お手て数すうをおかけいたしました。さぁ、神霊スピリツトの元へ──」

「そちらへは、別の神しん官かんがすでに向かっています。司教は、こちらへ」

　リーブルマンを一いち瞥べつし、コウ司教はムスカと呼ばれた大男の脇わきを通り抜けた。

　そしてリーブルマンは、大男の手首に〝腕輪〟の存在を確認する。

　同時に、その名と、その体格にも思いあたった。

〝一週間前、ハーミットが連れてきた男か……！〟

　顔を見られたことに愕がく然ぜんとする。

　彼に顔を見られたからには、リーブルマンの裏うら切ぎりは、すぐに教え子達にも伝わるだろう。

「な……な……き、君は……」

「……リーブルマン先生。失礼する」

　ムスカは片腕で壁を叩たたいた。

　たちまちその壁が歪ゆがみ、そこに扉とびらを引っ掛けて、彼は出口を塞ふさぐ。

　二人が廊下に消えるまで、リーブルマンはもちろん、衛えい兵へい達も動けなかった。

「……い、いかん……！　死の神霊アービタ・スピリツトが……！」

　我に返るや、リーブルマンは悲ひ鳴めいに近い声をあげた。

　神霊スピリツトは地下に隠かくしてある。だが、こうも素す早ばやくコウ司教のいる部屋を襲おそってきたということは、内部の構造をほとんど把は握あくされていると見て間違いない。おそらくは、内ない通つう者しやがいたのだ。

〝メビウスめ、警戒は万ばん全ぜんだなどと……〟

　変型した壁に遮さえぎられた扉を叩き、リーブルマンはぎりぎりと歯を食いしばった。

　その向こうから聞こえる派は手でな闘たたかいの騒そう音おんが、彼にはひたすら、もどかしく聞こえた。
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　シャジールの神官を連れたリセリナとアンジェリカ達は、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を目指して、一心に速そつ攻こうをかけた。

　突とつ入にゆうした研究施設の地下には、鍾しよう乳にゆう洞どうが形成されているはずだった。そこへ至る道みち筋すじは、シアがリーブルマンから正確に聞き出している。

　間にあったいくつかの鉄てつ格子ごうしや扉は、リセリナの腕輪によっていとも容易たやすく切り開かれた。

　警備の人員も訓練されてはいたが、暗あん殺さつ者しやにも近い〝名無し〟の精せい鋭えい達の前では、さすがに霞かすんでいる。

　勢いは止まらず、リセリナ達は地下へと続く階段を先頭きって駆け下り、そのすぐ後にシャジールも続いた。

〝このまま、いける！〟

　リセリナはそう確かく信しんした。

　死の神霊アービタ・スピリツトの元にシャジールの民を届ければ、それですべてが解決する。シャジールの民の命令によって、神霊スピリツトは鍾しよう乳にゆう洞どうの天井を透とう過かして上空へとのぼり、そこで待たい機きしているシルヴァーナ達の玄げん鳥ちように回収される。

　御柱ピラーを制せい御ぎよする神霊スピリツトを、ラトロアの手から取り返しさえすれば、フォルナムからも再び輝石セレナイトが生まれるようになるし、東側の諸国は安定していくはずだった。

　そうなれば当然、フェリオも喜んでくれる。

　来訪者ビジター達が原因となったアルセイフの混乱への、罪つみ滅ほろぼしにもなるだろう。

　そしてリセリナは、父の遺のこした腕輪が元となって起こされた今の事じ態たいに、その娘としてけじめをつけたいとも願っている。

　突とつ入にゆうした地下の鍾乳洞は、予想よりも広く、たくさんのランタンが整せい然ぜんと吊つるされていた。

　天井には縦じゆう横おうにパイプが通っており、そこから油が雫しずくとなって滴したたり、上がじょうごのような形をしたランタンに少しずつ燃料を足す仕し組くみとなっている。

　そのランタンの光が届く範はん囲いの外には、真まっ暗くらな闇やみが広がっていた。

　どこから空気を入れ替えているのかよくわからないが、洞どう窟くつ内には風の流れも明確に感じられる。

　前方に、槍やりを構かまえた衛えい兵へい達が立ち塞ふさがった。

　敷き詰められた床ゆか石いしを蹴けって、リセリナは彼らに飛びかかる。

　振り回された槍を、腕輪の刃やいばによって素す早ばやく分断すると、彼らは呆ぼう然ぜんとして後ずさった。

　その脇わきからアンジェリカが短剣ダガーを投げ打ち、衛兵のうち二人を的てき確かくに仕し留とめる。

　残りの兵達の腰が引けたところへ、さらに後続の名無し達が殺さつ到とうしたが、その頃ころにはもう、リセリナはもっと先へと走っていた。

〝もっと奥……この先！〟

　暗がりの奥に、一ひと際きわに大きなホール状の空間が見える。

　湿しつ気けの籠こもったやたらと冷たい空気が、その方向から流れてきていた。

　リセリナは腕輪の刃を構え、そこへと走りこむ。

　周囲に気を配りつつ顔をあげた、その目の前には──

　彼女がこれまでに見たことのない、巨大な黒い〝球体〟が、ぼんやりと浮ふ遊ゆうしていた。




　　　　　　　[image: ]




　闇の色を湛たたえた黒い球体──

〝死の神霊アービタ・スピリツト〟は、周囲に幾いく重えにも張られた鎖くさりによって、そこに固定されていた。

　一見して禍まが々まがしい気け配はいを感じるのは、リセリナの持つ先せん入にゆう観かんのせいばかりではない。

　その球体は、光こう沢たくのある金属のようでありながら、どこか有ゆう機き的てきな印いん象しようもある。息づく闇やみとでもいうのか、動いているわけでもないのに、何故なぜか〝内側〟に何かが隠かくれていそうな気にさせる。

　見上げた天井は高く、闇に吞のまれて視し認にんできなかった。

　広い空間の中心に安あん置ちされた球体から、その時、ざらざらと小さな物が吐はき出される音がした。

　斜ななめに設置されたパイプを通って、その音は暗がりの向こうへと流れ落ちていく。

　おそらくは、〝屍しかばねの薬〟だろう。その薬は、定期的に死の神霊アービタ・スピリツトから生まれてくるらしい。

　嫌けん悪お感かんをもちつつ、リセリナは仲間を振りかえった。

　アンジェリカや名無し達が、シャジールの民を連れてくる。

　息を切らしながら、二人のシャジールの神しん官かんは金色の眸ひとみを細めた。

「神霊スピリツトは──こんなところに……」

「急いでください！　操そう作さ後、すぐにここを脱だつ出しゆつします」

　名無しの一人が叫ぶ。

　あまり走るのが得とく意いでないシャジールの民達を、半なかば担かつぐようにして、彼らがホールへと入ったその瞬間──

　リセリナの視し界かいの全すべてが、不ふ意いの眩まぶしい白色に包まれた。

　耳みみ障ざわりな衝しよう撃げき音おんが耳を焼き、やけに金属質な臭においが嗅きゆう覚かくに刺ささる。

〝これって……電撃!?〟

　どこから放たれたとも知れない攻撃は、しかしそれだけでは終わらなかった。

　電撃の範囲からは外はずれていたリセリナにめがけて、風を斬きる音が迫る。

　視し界かいが眩くらんでいたリセリナは、勘かんだけで脇わきに転ころげてそれを避さけた。

　肩のすぐ傍そばを、短剣ダガーがかすめていく。

　事じ態たいに混乱しつつも、リセリナは回復しきらない眼めで必死に周囲の状況を探った。

　死の神霊アービタ・スピリツトを巡めぐる、その広い空間に──いつのまにか、多くの人影が現れている。

　輪りん郭かくしか窺うかがえなかったが、神霊スピリツトよりさらに奥の闇やみに紛まぎれ、待まち伏ぶせをしていたものらしい。

「──エイミー、ご苦労さん。やっぱり、君は優秀だ」

　鍾しよう乳にゆう洞どうに反響したその声に、リセリナは寒さむ気けを覚えた。

　死んだ父と、よく似にた声──似てはいるが、人を見み下くだすような響きの、明らかに違う声。

　その声の主ぬしの姿は、今のリセリナの眼には見つけられない。

「アンジェリカさん！」

　彼女らの無事を確認しようと、リセリナはまず声をあげた。

　その視界の端はしに、何かがごろりと転がってくる。

　鱗うろこに覆おおわれた緑色の頭、そして金色の眼め──

「し、司し祭さい！」

　アンジェリカが悲ひ鳴めいを上げた。

　ようやく回かい復ふくしてきたリセリナの視界で、もう一人のシャジールの神しん官かんも、頭を失って死んでいた。

　最初の一人は刃物で首を落とされた様子だったが、もう一人のほうは落とされたわけではなく──その頭があったはずの場所がすっぽりと消え失せ、腕輪をはめた手だけが見えた。

　傍そばに立つ銀髪の美青年が、リセリナに冷たい眼まな差ざしを向ける。

（バニッシュ……！）

　リセリナはすかさず身を翻ひるがえし、彼の近くにいたアンジェリカを突き飛ばした。

〝消失〟の力を持つバニッシュの腕は、そのまま空くうを切る。その指に摑つかまれれば、防ぼう御ぎよのしようもなく、砂の城が崩くずれるように強制的に分解されてしまう。

　どこからともなく現れた刺し客かく達は、戸と惑まどう名無し達へと次々に襲おそいかかった。

　黒くろ装しよう束ぞくの彼らは、アルセイフを苦しめ、タートムを騙だまし、ジラーハを出し抜いたあの集団と容よう姿しが共通している。

（待まち伏ぶせをされたの!?）

　リセリナがそう歯は嚙がみするのと同時に、

「て、撤てつ退たい！　撤退だ！　シャジールが二人とも殺された！」

　名無しの一人が早口に叫さけんだ。

　ここまできて──こんな死の神霊アービタ・スピリツトの目の前まで来て、どうして邪じや魔まが入るのかと、リセリナは愕がく然ぜんとした。

　だが、神霊スピリツトに命令を下すためのシャジールの民がいなければ、リセリナ達には退しりぞくことしかできない。

　とはいえ、黒装束の刺客達に、名無しをあえて逃がすつもりはない様子だった。

「……そう急いで帰ることはないだろう？　わざわざ君達に噓うその情報を流してまで、ここに御招しよう待たいしたんだ。亡ぼう国こく派はの取り締まりごときのために、今の私達は動かないよ」

　仮か面めんの男の、嗤わらいを含ふくんだ声が反響した。

　名無し達も精せい鋭えいだけに、戦たたかいの訓くん練れんを受けている。だが、相手には明らかに地の利があり、そしてさらには〝腕輪〟があった。

　リセリナの前に立たち塞ふさがったバニッシュが、睨にらむようにして彼女を見下ろす。

「こんな罠わなにかかる程度か……お嬢様の手を煩わずらわせるまでもない」

　その手が奔はしり、リセリナは慌あわてて身を引かせた。

　バニッシュだけなら相手をしてもいいが、現状は明らかに分ぶが悪い。

「くっ……アンジェリカさん、貴方あなたは血けつ路ろを拓ひらいて！　後続は私が押さえ……」

「あらぁ──舐なめられちゃったわね？」

　ぞっとする声と共に、生なま温ぬるい息が首筋を撫なでた。

　振りかえる前に、リセリナは腕を振り回す。

　光の刃やいばは空を切り、代わりにその腕に、鞭むちのような光が巻きついた。

　気け配はいも感じさせずに近づいていたシズヤは、くすくすと笑って、リセリナを横目に見つめる。

「貴方あなた一人で、どうこうなる状態じゃないでしょう？　アカツキ！　お客様を逃がさないでね」

　出口の付近で、名無し達の悲ひ鳴めいが上がった。

　アカツキの風ふう刃じん──見えない風の刃やいばが道を走り、そのたびに血ち飛沫しぶきが舞う。

　いまやリセリナ達は、完全に包囲されていた。

　籠かごの中に誘さそい込まれた鳥も同然に、一方的な殺さつ戮りくが始まる。

　名無し達も抵てい抗こうを試みるが、技ぎ量りようの差は歴れき然ぜんとしていた。

　たちまちに戦力は削けずられ、死に切れず動けなくなった者達の呻うめき声が、そこかしこから上がりはじめる。

〝このままじゃ、全ぜん滅めつする──〟

　バニッシュとシズヤを相手どって焦あせるリセリナに、アンジェリカが叫んだ。

「リセリナ様！　貴方が一番、身み軽がるです！　一人でも脱出し、ここのことを仲間に……！」

　シズヤが嗤わらった。

「無む駄だよ？　今いま頃ごろは貴方達の拠きよ点てんも、ほとんど制せい圧あつが終わっているわ。私達だって貴方達がラトロアに来てから、別に遊んでいたわけじゃないの」

　アンジェリカが舌した打うちと共に短剣ダガーを投げ打った。

　シズヤは首を傾かしげるだけの動作でそれを避よけ、リセリナの腕に巻きつけた光の縄なわを引っ張る。

　体勢を崩くずしながらも、シズヤに巻かれた光の縄を腕輪でかすめ斬きり、リセリナは一歩を踏み出した。

　そのまま攻撃に転ずる振りをしておいて、直前で背はい後ごのアンジェリカに飛びつく。

　驚く彼女を肩に担かつぐようにして、リセリナは渾こん身しんの力で地面を蹴けった。

　ここを離れる──ただそれだけの決意を込めて、リセリナは走る。

　アンジェリカを抱かかえたまま、鍾しよう乳にゆう洞どうにできた石せき柱ちゆうの間をくぐるようにして、彼女は階段へと向かった。

「アカツキ！　そっちにいったわ！」

　シズヤの声に反応して、階段付近で風の刃を放っていた眼鏡めがねの青年が、リセリナへと向き直った。

　風の刃、その正式名は、リセリナ達の世界ではスライサーと呼ばれている。本来は人に対して使うものではなく、工事などの作業用にと開発された機能だった。

　その刃やいばは近距離で使うことを想そう定ていしており、有ゆう効こう射しや程ていはさほど長くない。しかし、眼めに見えない攻撃だけに、かわし続けることはリセリナでも至し難なんの業わざだった。

　アカツキという青年の腕輪から、風の刃が放たれる。

　その刹せつ那なに、リセリナは正面ではなく、その周囲を確認した。

　天井から垂たれたつららのような石せき柱ちゆうと、その真下にできた石せき筍じゆんが、風の刃によって切り倒される。

　障しよう害がい物ぶつにあたったことによって、刃は通常よりもさらに短い範はん囲いで切れ味を弱め、また石柱と石筍の切れ方によって、リセリナは瞬しゆん間かん的てきにその軌き道どうの目星をつけた。

　常じよう人じんではあり得ない反はん射しや神経をもって、彼女はアカツキの刃をかわしきり、その頭上を飛び越えて階段へと走る。

　メビウスが軽く口笛を吹いた。

「──さすが、来訪者ビジターのお嬢さんだ。素す晴ばらしい」

　感かん服ぷくしたように言うその脇わきで、シズヤやバニッシュ達もリセリナを追って駆け始める。

　残った名無し達は、リセリナとアンジェリカの脱出を助けようと足止めに回ったが、シズヤやメビウスはそれを無視して部下に任まかせた。

　逃げるリセリナにとっては、パンプキンやカトル、それにイリスの気け配はいがしないことが唯ゆい一いつの救すくいだった。

　あのかぼちゃ頭はリセリナより速いし、カトルは姿が見えないために闘たたかいにくい。イリスのスフィアも、故障によって威い力りよくが弱まっているとはいえ、不意を打たれると厄やつ介かいである。

（このまま、逃げ切らなきゃ……！）

　緊きん張ちように息を切らせて敵の包ほう囲いを突破したリセリナは、アンジェリカをここで降ろした。

「リセリナ様、何故なぜ、私をわざわざ……」

「貴方あなたが死んだら、シュナイク様が悲しみます！」

　わかりきっていることを叫さけんでおいて、リセリナは彼女の背を押す。本ほん音ねをいえば、下にいる他ほかの名無し達も助けたい。だが、ここで踏みとどまっていては全ぜん滅めつする。

　彼らも、そんな事じ態たいは望んでいない──その覚かく悟ごは、突とつ入にゆうの前に確認してあった。

　階段を追ってくるシズヤ達から逃げて、二人は地上へと駆け上がった。

　そこにもすでに、惨さん劇げきの跡あとは広がっていた。

　退たい路ろを守っていたはずの名無し達は、その多くが物言わぬ死体と化かしている。メビウスやシズヤ達は初めから地下に隠かくれていたようだが、階段の傍そばに現れたアカツキなどは、当初は地上の掃そう討とうにも加わっていたのかもしれない。

　退路では、かろうじて十数人の名無し達が、ほぼ同数の敵とせめぎあっていた。

　かたや逃げるために、かたや逃がさぬために、両国の間者スパイ達は互たがいに決死の刃をかわしている。

　その付近に倒れ伏した巨きよ体たいに気づき、リセリナは眼めを見開いた。

「教授……!?」

　ムスカがそこに倒れていた。

　たった今、倒されたばかりらしく、その目の前にはムスカと体たい軀くの近い大男がいる。

　そして彼は、その片手にコウ司し教きようをも捕とらえていた。

　ムスカの危き機きを察さつして、リセリナは咄とつ嗟さに二人の間へと飛び込む。

　無言のままに光の刃やいばを振るうと、男は驚いたように、コウ司教を抱かかえたまま後ずさった。

　髭ひげ面づらの、それこそ熊くまのような大男である。

　いかな体たい軀くの相手であろうと、ムスカが〝力〟で負けるはずはない。

　案あんの定じよう、彼の腕には、来訪者ビジターのものと同じ腕輪が嵌はめられていた。

　リセリナは間かん髪はつをいれずに跳ちよう躍やくして斬きりかかる。

　男はコウ司教を仲間のほうへ突き飛ばし、すかさず両腕をかかげた。

　リセリナの斬ざん撃げきに合わせて、気き合あいの声が野の太ぶとく響く。

　刹せつ那な──リセリナは、眼を疑った。

　振るった光の刃は、男の首筋で物の見事に弾かれた。その反動で、彼女は体勢を崩くずす。

　宙に浮いたままのリセリナを狙ねらい、男が[image: 拳]こぶしを引いた。

〝だめ！　避よけられな……！〟

　息を詰めた瞬しゆん間かん、くぐもった鈍にぶい音が、身体からだの中心を打ち抜いた。

　避ける間もなく、何かが深ふか々ぶかと、リセリナの腹部にめり込んでいた。

　眼を剝むいて、彼女はそのまま床ゆかに落ちる。

「あ……が……！」

　無防備なところを、完全に抉えぐられた。

　胃が裏うら返がえりそうな衝しよう撃げきに悶もん絶ぜつし、両腕で腹部を庇かばう。

　嫌いやな汗あせが全身から噴ふき出し、視し界かいが明めい滅めつした。背を丸めてひくつきながら、少しでもそこから離れようと、リセリナは横に転ころがる。

　めりこんだのは、[image: 拳]ではない。彼の[image: 拳]は動かなかった。

　その手首──腕輪から放たれたものが、リセリナの体を撃ったのだ。

　胃を押さえてえずき、リセリナは何が起きたのかをやっと悟さとる。

（しょ……衝しょう撃げき……波は？　じゃあ、最初のは……）

　頭の上で、男が嘆たん息そくした。

「名乗りもせんうちから奇き襲しゆうとは、せっかちなお嬢ちゃんだな。まぁ、人のことを言えた義理じゃないが……俺おれはリョガク、〝練れん気き〟のリョガクだ。能力は今、思い知ったと思うが──ま、普通の防ぼう御ぎよと攻撃だわな」

　さして誇ほこる様子もなく、男は他人ひと事ごとのようにそう言った。

　最初にリセリナの攻撃を防いだのは、〝コア・シールド〟と呼ばれる、特殊な腕輪の効果だった。マテリアルコアを動力源とする腕輪の刃やいばは、互たがいに干かん渉しようしあう。その原理を応用して、身体からだの表面を瞬しゆん間かん的てきに刃と同質の力で覆おおい、攻撃を跳はね返かえす──そんな技術の産物だった。

　欠点として、コアの消費が極端に激しく、また瞬間的な使用しかできないものの、腕輪の使い手同どう士しの戦闘においては強力な効果ではある。

　そしてリセリナの腹部を抉えぐった衝しよう撃げき波はは、その派は生せい物ぶつだった。身体の表面を覆おおったコアの力は、もう一方の腕輪に集まり、そこから衝撃波の塊かたまりとなって〝排はい出しゆつ〟される。

　ムスカはおそらく、頭にでもそれを食らって、脳のう震しん盪とうを起こしたに違いない。

　刃を防がれた段階で、リセリナもそこに気づくべきだった。

　もっとも──気づいたところで、結果は同じだったかもしれない。防ぼう御ぎよのしようがないほどに間近で受けた衝撃は、リセリナの身に耐たえ難がたい苦痛を与えていた。

　体の奥で、胃がびくびくと跳ねている。

「……う……うえ……」

　──苦しい。

　舌したを突き出すようにして、こみあげてきたものをまた吐はき、リセリナは必死で頭を起こした。

　かすかにぼやけたその視し界かいでは──アンジェリカが敵から傷を負わされ、他ほかの名無し達も倒されようとしていた。

　そしてリョガクという男は、改めてムスカのほうへと歩みはじめている。背はい後ごの階段からは、シズヤ達もここに迫っているはずだった。

　状況は、最悪に近い。

（このままじゃ……みんな……）

　重い痛みに耐えながら、リセリナは心を震ふるわせた。

（みんな、殺されちゃう……）

　──姉妹達を助けられず、たった独ひとりだけ逃げ出した過去が、閃せん光こうのようにリセリナの脳のう裏りをよぎった。

　もし──

　ここで〝昇しよう華か〟すれば、また自分だけが逃げ出してしまうかもしれない。

　だが、戦闘力は確実に上がるし、自分が逃げることは、後続の退たい路ろを拓ひらくことにもつながる。

　そして、もしも奇き跡せき的てきに逃げずに踏ふみとどまって戦うようならば、誰だれかを逃がすこともできるはずだった。

　そう考えながら、リセリナは同時に、フェリオの言葉をも思いだしていた。

〝絶対に、命いのち懸ががけの無む理りはしないで欲しい〟

　ラトロアの国境を越える寸すん前ぜん、彼はそう言ってくれた。

　そんなことを言われる自分が情けなくて、つい怒おこった態度を見せてしまったが、本当は少し嬉うれしかった。

　彼が自分の身を案じてくれることは、同情に近い感覚のような気もする。だからリセリナは、その優やさしさを素直には受け入れられない。

　それでも──やはり嬉しいと思ってしまうのは、そんなフェリオのことを好きだからなのだろう。

（ごめんなさい……やっぱり私、少しは無む理りすることになりそうです）

　この首しゆ都との何処どこかにいるフェリオに、リセリナは届かぬ心の声をもって謝あやまった。

（もし、生きて戻もどれたら──）

　そんなことを考えそうになって、リセリナは思し考こうを止めた。

　リセリナの昇しよう華かは、自分の意思では起こすことができない。

　命の危険を感じた時に、それは自じ己こ防ぼう衛えいの本能を呼び覚ますようにして、あるいは逃とう避ひ行動の形をとって、起きる現象である。

　リセリナは、ダメージによってがくがくと震ふるえる脚あしで必死に立ち上がった。

「リョガク……さん？」

　ふらつきながら、敵の名を呼ぶ。

　巨きよ漢かんは驚いたような顔を向け、頭をがりがりと無む造ぞう作さに搔かいた。

「こいつは驚いた。あの距離であれを食くらって立てるのか。手て加か減げんしたつもりはないんだが……やはり来訪者ビジターってのは恐おそろしいな」

　いかにも意い外がいそうに言う彼に向けて、リセリナは苦しい顔のまま笑って見せた。

「──こんなところで……こんなところで、貴方あなた達に負けたくないんです。私達は、神霊スピリツトを……」

　背中に何かが突き立った。

　リセリナは声を詰まらせ、眼めを見開く。

　敵に投げ打たれた針はりは、肌はだに穴あなを穿うがって痛みをもたらした。

　息を荒くしながら、リセリナは頭の中が白くなっていく感覚に身を委ゆだねる。

　──ムスカには、〝死にたがっているから、リカルドと戦たたかった時は昇華ができなかった〟と言われた。

　自分の本心は、リセリナ自身にもよくわからない。

　ただ、今は──

　今は、生き残るために、それができそうな気がする。

　息を一度、大きく吸い込むと。

　──彼女は、一匹の獣けものと化かした。

　そこから先の、記憶はない。
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　──街まちにはいつしか、激しい雨が降り始めていた。

　ついさきほどまで、よく晴れて星空まで見えていたのに、今は分ぶ厚あつい雲が世界を覆おおっている。

　ラトロアの秋から冬にかけては、こうした唐とう突とつな、冷たい雨が多い。

　まだ夜が明けぬ刻こく限げん──

　降りしきる雨に打たれながら、その娘は独ひとり、ふらふらと路ろ地じ裏うらを歩いていた。

　雨と一いつ緒しよに、赤い液体が足元に流れていく。

〝あの夜〟も、こんな夜だった。

　熱を出して臥ふせっていた時に、彼女は秘密警察の強きよう襲しゆうを受け、仲間達はほとんどが殺された。

　今の彼女は、熱を出してはいない。

　ただし、負った傷はあの時よりもずいぶんと深い。

　ふらり、ふらりと、よろめくようにして、雨の中をたった一人──

　彼女は、歩いていく。

　──突とつ入にゆう後ごの〝研究所〟で何が起きたのか、今ひとつ、記き憶おくは定かでない。

　目の前で、来訪者ビジターの少女が背中に針はりを受けた直後──彼女の体は消えるような速さで跳ね、周囲の〝敵〟に襲いかかった。

　そして、あの手練てだれのシズヤ達が手を出しあぐねるほどの理り不ふ尽じんな速さで、その娘は猛もう然ぜんと戦った。

　腕輪の刃やいばは獣けものの爪つめと化かし、たった独ひとりでシズヤやアカツキ、それにバニッシュやリョガク達を、完全に足止めしてしまったほどである。

　咄とつ嗟さにアンジェリカは、その光景を呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。

　驚きよう愕がくによる空白の時間は、しかし一いつ瞬しゆんのことで、すぐに激しい乱戦が後に続いた。

　腕輪をもった敵はほとんどがリセリナへの対たい処しよで手て一いつ杯ぱいとなったものの、それでも数が違っていた。

　周囲で幾いく度ども血ち飛沫しぶきが舞い、アンジェリカも傷を負った。

　そのうちのいくつかは深く、今も血が止まっていない。

　そして、その乱戦の最中に──

　あの、仮か面めんの男が現れた。

　赤い髪をしたその男が現れるや、獣と化した少女──リセリナ・エリニュエスは、何故なぜかびくんと動きを止めた。

　それから警戒するように彼を睨にらみ、戸と惑まどうように首を傾かしげ、そして──

　次の瞬間には、迷うことなく爪を向けた。

　彼女が何を迷まよったのか、アンジェリカにはわからない。だが結局は敵と認識し、仮面の男、メビウスもこの闘たたかいに加わった。

　アンジェリカの記憶は、そこで半はん端ぱに途と切ぎれている。

　気づくと彼女は、研究所を離れ、たった一人で雨の中にいた。

　闘いの終しゆう盤ばん、脳を搔かき回されるような不快感を感じたことは、よく憶おぼえている。

　仲間達もそれで動けなくなり、同時にシズヤ達さえもが動きを止めていたように思う。

　その中でまともに動いていたのは仮面の男だけで、彼はリセリナの傍そばにいた。

　リセリナも──おそらくは、それで負けたのだと思う。

（でも、私は、どうして……ここに……）

　歩きながら、アンジェリカは改めて自問した。

　自分の足で脱だつ出しゆつしたことは、おそらく間違いない。きっと無む我が夢む中ちゆうだったのだと思う。

　だが、研究所から逃げはしたものの──

（これは──だめ、かな……）

　ふらつく足取りのままに、アンジェリカは近くの壁にぶつかり、そのまま身を預あずけてしまった。

　一度、歩く勢いを失ってしまうと、もう動けない。

　脇わき腹ばらからは、熱い血が溢あふれ出している。

　傷口を押さえても血は止まらず、次し第だいに視し界かいまでぼやけてきた。

「……ふぅ……」

　アンジェリカはずるずるとその場に座り込み、ゆっくりと息を吐はいた。

　──任務には、失敗した。

　そのことが、ただ悔くやしい。

　相手のほうが一枚上うわ手てだったということか、あるいは自分達が焦あせり過ぎたのか──ともあれ、シャジールの民を神霊スピリツトの元に届けることはできなかった。

　だがアンジェリカは、絶望はしていない。

　まだ──まだ、動ける者達がいる。

　たとえ自分がここで命を落としても、アンジェリカの為なしたかったことを為なしてくれる人々が、まだこのラトロアにいる。

　ジラーハから来たウルク・ティグレー。

　その恋人のフェリオ・アルセイフ。

　ラトロアの議員、ダルグレイ・バルトゥールと、ラドゥーカ・エアル。

　そして、アンジェリカの恩おん人じん、シュナイク・バルトゥール──

（せっかく、貴方あなたに助けてもらった命だけど……）

　雨に打たれて倒れ伏ふしながら、アンジェリカは少年のことを思いだして苦笑した。
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　自分が死んだと知ったら、彼はきっと泣いてしまうと思う。

　それは少し心苦しい。

　だがきっと、シュナイクはそんな悲しみには負けないだろう。

　アンジェリカは、そっと眼めを閉じた。

　やけに耳鳴りがする。

　聴覚が麻ま痺ひしていくにつれて、鳥の羽ばたきのような雨音は、次し第だいに遠ざかっていった。

（シュナイク様──後のことは……）

　──その思し考こうの途と中ちゆうで、彼女の意識はゆったりと暗あん転てんする。

　雨は、降り続いている。

　溢あふれた血を洗い流すように、ただ──ただ、激しく降り続いている。
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　明け方の雨音に気づいて、フェリオは眼を覚ました。

　眠る前の空はよく晴れていたが、いつの間にか雲が出ていたらしい。

「よく降ってるな……」

　ひとりごちて、フェリオは音に耳を澄すませた。

　少し離れた寝台ベツドでは、ウルクが安らかな寝息を立てている。

　広いエアル邸ていでは、客室には余よ裕ゆうがあるものの、フェリオは警けい護ごのために同室を決めた。

　旅の間は、馬車の中でずっと一いつ緒しよに起き居きよしていただけに、今いま更さらに恥はずかしがることもない。

　暗い部屋に身を起こし、フェリオは窓まど際ぎわに寄ってみた。

　雨は激しい。

　その雨のせいでもなかろうが、フェリオは目覚める直前に、リセリナと出会った時の夢を見ていた。

　初めて、リセリナが〝御柱ピラー〟から現れた時のこと──

　彼女は寝台で目覚めるや、怯おびえて窓から逃げ出し、いきなり神殿の堀ほりに飛び込んだ。フェリオもその後を追って、水の中を泳いだものである。

　雨音が水への連想に及び、そんな夢を見たのかもしれない。

　夢の中で、フェリオはリセリナを捕つかまえられなかった。

　彼女は堀を越え、神殿の壁を越え、街まちへと逃げ出した。

　濡ぬれそぼった体のままに走る彼女を、フェリオも追いかけた。

　その時に偶ぐう然ぜん、戦う羽は目めになった神殿騎士のリカルドとは、いくつかの因いん縁ねんを経へて、ジラーハで決けつ着ちやくが着いた。

　リセリナとの出会いからは、まだ半年ほどしか経たっていないが、その間にいろいろなことがありすぎた。

　今では、ずいぶんと昔のことのようにも感じられる。

（リセリナ……元気にしているかな）

　このラトロアでは、彼女は別行動をとっている。

　今は、何をしているのか──少しどころではなく、気になった。

　きっとフェリオ達と同様に、暖かい寝台ベツドで眠っているのだとは思う。

　だが一方で、もしかしたら何か変へん事じに巻き込まれ、厄やつ介かいな目に遭あっているのではないかという危き惧ぐもある。

　今夜訪おとずれたシルヴァーナは、それらのことをほとんど教えてくれなかった。

　情報の流出を恐おそれてのことかもしれないが、もしフェリオの力が必要になれば、彼女が遠えん慮りよなどするはずはない。

　要よう請せいがないのはつまり〝今、役に立てることはない〟ということなのだろう。

　フェリオとウルクも、明日──すでに今日だが、昼にはラトロアの議員達と会うことになっている。

　ラドゥーカとダルグレイの二人は、ハーミットから知らされた〝リーブルマン〟という学者の裏うら切ぎりに、酷ひどく衝しよう撃げきを受けていた様子だった。だがその二人も、眠る前にはもう気持ちの整理がついていたようで、今日の会談ではきっちりと仕事をこなしてくれるだろう。

　どんな話し合いになるかはわからないが、願ねがわくば、両国の開かい戦せんを防ぐきっかけになって欲しい。

　現状、フェリオとウルクは、使者たる任に毅き然ぜんとして臨のぞもうとしている。

　そしてリセリナ達もまた、神霊スピリツトの奪だつ還かんに向けて動いている。

　本ほん音ねを言えば、そちらも手伝いたい。だが、使者として入国した者が、国内で非ひ合ごう法ほうな真似まねをするとなると、これを主しゆ戦せん派は側がわから攻撃の材料にされる危険もある。

　自身の立場を思えば、今は不用意な行動が許されない。

　それがもどかしい。

　ウルクが声を漏もらした。

「ん……フェリオ……さま……」

「うん？」

　起こしてしまったのかと思い、返事はしたものの、ウルクの言葉は後が続かない。

　どうやら、ただの寝言だったらしい。

　苦笑して、フェリオも寝台に戻もどる。

　今日は大切な日になる。

　もしかしたらそれこそ、ラトロアとジラーハの戦争が起きるか否いなかの、分ぶん岐き点てんになる日かもしれない。

　ちらりと横目に見たウルクの寝顔は、とても幸せそうだった。

　主役の使者としては、妙にあどけない。

　彼女のその笑顔を守りたいと、フェリオは切せつ実じつに思う。

　そして、リセリナにも──叶かなうことならいつも、幸せに笑っていて欲しい。

（リセリナは……どうしているかな）

　再度、ぼんやりとそんなことを考えながら、フェリオは眼めを閉じた。

　リセリナと、ウルク──

　どちらの少女も、フェリオにとっては大切な存在だった。

　二人が幸せでいてくれるなら、フェリオは安心できる。

　そのために、自分はどうしたらいいのか──これから、何ができるのか。

　それを考えながら、彼は再び、眠りに落ちていった。
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　その日の朝、国家元げん首しゆ、ジェラルド・メイスンの元には、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に関かかわるレポートが届けられていた。

　ちょうど昨夜の深しん更こうから今朝にかけて、研究施設はジラーハ側の間諜スパイ達の襲しゆう撃げきを受けたらしい。

　予測していたことだけに、神霊スピリツトは無事に守り抜き、暗あん躍やくしていた名無し達もほぼ一いち網もう打だ尽じんにした。合わせて拠きよ点てんも襲い、かなりの数を捕ほ縛ばく、あるいは処理できた。

　名無し達の動きを摑つかんだのは、一週間ほども前のことである。

　前国家元首の息むすこ、ハーミット・エアルの案内で、来訪者ビジター達がリーブルマンの元を訪おとずれた。彼らは不ふ可か解かいな能力で死の神霊アービタ・スピリツトの場所を聞き出し、その一件は、彼の元に忍しのばせた召めし使つかいの女によって、メビウス達にも伝えられた。

　巧こう妙みように仕し掛かけた罠わなに、やっと昨夜、かかってくれたことになる。

　研究施設ではそんな混乱があったばかりだが、ジェラルドの元に届いたレポートは襲撃の前に完成し、衛えい兵へいの手を経けい由ゆして深夜に届けられたものだった。

　情報をまとめたのは、メビウスではない。

　リーブルマンでもなければ、来訪者ビジターのバニッシュでもない。

　コウ・シェルパ──

　捕ほ虜りよとなったシャジールの民である。

　彼は研究には非協力的だったが、それ以外の質問には素直に応じていた。メビウスやその他の人々も、珍ちん客きやくである彼とは幾いく度どか面めん談だんの場を持っている。

　その彼が、ジェラルドのために──否いな、ある意味ではこの世界のために、筆をとった。

　朝の書しよ斎さいで書類を読み進むうちに、ジェラルドは眉み間けんに深い皺しわを寄せていった。

　それは、聞き捨てならない報告だった。

　コウ司し教きようはラトロアに来るまで、ラトロア側の目的は〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の軍事利用だけだと思っていたらしい。

　だが、メビウスは彼に〝別の世界へ行きたい〟という欲求を話したのだという。

　コウ司教は、そのことにいたく驚いたらしい。

　ジェラルドも、メビウスの変わった願がん望ぼうのことは知っている。

　行きたいならば行けばいいと思っているし、役に立ってくれた後ならば、始し末まつする手て間まも省はぶけるというものだった。

　だが──コウからの手紙を読み進むうちに、そうも言っていられなくなった。

　そこに書かれた言葉が、真実であるとは限らない。あるいはメビウスとジェラルドを仲なか違たがいさせようと、虚きよ偽ぎの情報を書いている可能性もある。

　だが、シャジールの民という特殊な精神構造の持ち主が書いたという点で、嫌いやな信しん憑ぴよう性せいが同居しているのも事実だった。

　ジェラルドはすぐさま、腹ふく心しんの秘ひ書しよに命令をくだした。

「──リーブルマン博士はかせに迎えを遣やってください。午後からは例の使者との会談がありますから、午前のうちに会います。それと、来訪者ビジターのイリス達をすぐにここへ」

　コウ司し教きようからもたらされた情報について、リーブルマンは知っているのかどうか──あるいは、まったく知らないかもしれない。情報を得ていれば、なんらかの報告をよこしそうなものである。

　同様に、この地へ来たばかりの来訪者ビジター達も、やはり知らないことだろう。

　ジェラルドは眉まゆをひそめたまま、まずはイリス達が来るのをじっと待った。
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　メイスン家の別べつ邸てい──

　そこに滞たい在ざい中ちゆうのイリスは、エンジュと二人きりで、遅おそめの朝食をとっていた。

　昨夜もバニッシュは、メビウス達のいる研究施設に泊とまり込こんで、帰ってこなかった。

　パンプキンは早朝から、〝朝あさ市いちにて至し高こうのカボチャを吟ぎん味みして参まいる〟と書き置きを残して消え、カトルも見当たらない。目に見えないのはいつものことだが、名を呼んでも出てこないのだ。

　どうやら、彼も何処どこかに出かけたらしい。おそらくは、ユーディエという元げん首しゆの娘のところだろう。

　部下達が半なかば勝かつ手てに動いていることへの不ふ快かい感かんで、イリスは朝から機き嫌げんが悪かった。

　明け方に見た夢も──最悪だった。

　元の世界での夢である。

　周りに誰だれもいない、寂さびしくて、心が潰つぶれそうになる夢──

　養よう父ふのバークライト・ディレインは、イリスに限らず、他人を人間扱いしない男だった。

　彼にとって人の命とは実験体であり、養女として引き取ったイリスのことも、別に娘とは思っていなかったはずである。

　だから、イリスも彼と親したしく言葉をかわした記き憶おくはない。親子らしい会話などあるはずもなく、実のところ、書類上だけの親子関係は酷ひどく乾かわいていた。

　だから、リセリナが彼を殺した時も──

　イリスはその死に泣きもしなかったし、逆ぎやくに嬉うれしいとも思わなかった。

　ただ、リセリナへの憎ぞう悪おだけは強くなったと思う。

　初めて会った時、リセリナは優やさしそうな義ぎ父ふに守られ、いかにも幸せそうに見えた。

　そのことにイリスはずっと苛いらついていた。

　自分と同じ顔をした、同じ遺い伝でん子しの持ち主で、しかも実験動物に過ぎなかったはずの彼女が、まともな父親に恵まれ──両親を失った自分は、バークライトのようなどうでもいい老人に利用されている。

　その理り不ふ尽じんさに、納なつ得とくがいかなかった。

　無む論ろん、それだけのことであれば、殺したいほど憎にくくはならなかっただろう。

　イリスの憎ぞう悪おを決定的なものにしたきっかけは、やはりバークライトの死である。

　家族を失ったことへの恨うらみ──ではなく、一応はイリスの〝味み方かた〟だった便べん利りな庇ひ護ご者しやを、リセリナが奪うばった。

　彼女の義父であるエルシオンが失しつ踪そうした時、イリスはようやく、彼女が自分と近い境きよう遇ぐうになったと思い、満足しかけた。

　その彼女が、まるで仕し返かえしのようにバークライトを殺したことに、イリスは激げつ昂こうしたのだ。

　ちょうどそれは、個人的な財産を奪うばわれた感覚にも近い。

　もし奪ったのがリセリナでなければ、イリスはもっと冷さめた反応をしたはずだった。

　だが、自分と同じはずの彼女だからこそ、許せなかった。

　リセリナは、イリスを自分と同じく孤こ独どくにしようと、バークライトを殺した──そんなふうにも感じてしまう。

　そして孤独が、連れん鎖さする──

　そんな夢を見たせいで、寝ね覚ざめがさらに悪い。

「……イリス、具合でも悪いのか？　顔色がよくないよ」

　向かいに座ったエンジュが、心配げに問いかけてきた。

　イリスはつい強がって見せる。

「別に。なんでもないわ」

　言い方は少しきつくなり、エンジュがさらに心配そうな顔をした。

　イリスは慌あわてて取とり繕つくろう。

「……本当になんでもないんだってば。ちょっと寝不足気味なだけで──」

　切り分けたリンゴを摘つまみながら、苦しい噓うそをつく。

　エンジュは納得したように頷うなずいたが、その後でこうも言った。

「ならいいけれど……でも、イリス。俺おれには、愚ぐ痴ちをいっても大丈夫だよ」

　その声は優しく、真しん摯しな響きをもっていた。

　彼を正せい視しできずに、イリスは視線を逸そらす。

　エンジュは重ねて呟つぶやいた。

「俺は、イリスのことをいろいろ知りたいんだ。どんなことを考えていて、どんなことが好きなのか、嫌いなのかとか──だから、ただの愚ぐ痴ちでも喜んで聞くよ」

「……私は別に、そんなこと話したくないし」

　わずかにむきになって、イリスはそう言った。

　自分とエンジュとでは、生きてきた世界がまるで違う。

　自分の歪ゆがんだ過去を、彼に話したいとは思わない。

　そう──〝歪んでいる〟ことは、一応は自じ覚かくしている。だが、自分ではどうにもできないのだ。

　エンジュは紅こう茶ちやのカップを傾けながら、じっとイリスを見つめた。

　その深い眼まな差ざしに見つめられると、イリスは吸い込まれそうになるのを感じる。

　そして、そんなふうに感じる自分に違い和わ感かんを覚える。

　くわえて今朝のエンジュは、いつもよりやけに真しん剣けんな眼めをしていた。

「……話したくないなら、別にいいんだ。でも、できれば俺おれは、イリスのことをもっとよく知りたい。俺は──君のことが、好きだから」

　末まつ尾びの言葉を聞くや、イリスは硬こう直ちよくした。

　思し考こうがとまって、咄とつ嗟さには返答がでてこない。

　エンジュはイリスから眼を逸そらさず、ゆっくりと声を紡つむいだ。

「わかってるとは思うけど……俺は本気だよ。そもそも本気じゃなかったら、こんなところまでついてきていない。イリスのほうが俺のことをどう思っているかはわからないけれど、とにかく俺は君のことが……」

「ば……馬ばっ鹿かじゃないの!?」

　思わずイリスは、自分の意思とは裏うら腹はらに声を荒げていた。

　考える前に、心に浮かぶのとは別の言葉が口をつく。

「貴方あなた、私のことなんて何も知らないじゃない！　それで好きとか言えるなんておかしいわよ。私は、そんな……」

　エンジュが身を乗り出した。

　逆ぎやくにイリスは身を引かせる。

　二人の間には、見えない壁ができていた。

「俺は確かに、君の過去とか生おい立たちのことは知らないよ。でも、今の君のことは知っている。それで今の君を好きになったんだ。正直にいえば、過去のことなんてどうでもいい。だけど……だけど、君が今も過去の何かを引きずっているように見えるから……誰だれかに話すことで、それが少しでも軽くなるなら……」

「わかったようなこと言わないでよ！」

　イリスは怯えて叫んだ。

　──彼に好かれるのが、今は怖こわい。

　好すかれれば、いずれ嫌きらわれる可能性も出てくる。

　人から好かれたことのないイリスにとって、エンジュが向けてくれる心は重く、そして甘かん美びで、いつしか寄りかかりたいものになっていた。

　だからこそ同時に、それを失ったときの〝恐怖〟を思うと、心が竦すくんでしまう。

〝怖こわい……！〟

　イリスは震ふるえた。

　今までは、寂さびしくてもずっと独ひとりで生きてこられた。

　誰だれも寄せつけず孤こ独どくに、肩かた肘ひじを張って周囲を威い圧あつしてきた。

　そして、それが自分の強さなのだと勘かん違ちがいしていられた。

　本当の自分は、弱くて脆もろくて──何かを失うことを、極端に恐おそれている。

　エンジュと穏おだやかな日々を過ごすうちに、イリスはいつしか、そのことに気づいてしまった。

「やめてよ、そういうの！　私は、そんな好きとか嫌いとか……い、嫌いやなの！」

　激しい拒きよ絶ぜつの言葉に戸と惑まどった様子で、彼は半なかば呆ぼう然ぜんとしていた。

　はっとして、イリスは口を噤つぐむ。

　大切な歯車を今、ずらしてしまったような気がした。

「……イリス……ごめん。そんなに怒おこるなんて、思わなくて……」

　謝あやまるエンジュの言葉が、彼女には痛いたい。

　少し青ざめながら、イリスは口元を覆おおった。

「貴方あなたは……悪くないわ」

　悪いのは、不ぶ器き用ようで臆おく病びようすぎて、なおかつそれを認められない自分だとわかっている。

　わかっていても──この性格は、なかなか直りそうにない。

　気まずい沈ちん黙もくの訪おとずれた部屋に、扉とびらをノックする音が響いた。

「イリス様、おいででしょうか？　ジェラルド元げん首しゆがお呼びです。ご足そく労ろうを願えますか？」

　それは屋や敷しきの使用人の声だった。

「そう……すぐに行くわ」

　エンジュも立ち上がろうとしたが、イリスはそれを視線で制した。

「一人でいい。どうせ、政治絡がらみの話だと思うし……すぐに戻もどるから」

　イリスの拒絶を受けて、エンジュはおとなしくまた座る。

　──私は、何をやっているんだろう──イリスはそう自問したが、彼に何を言えばいいのか、素直にわからなかった。

　呼び出しに来た使用人に連れられて、イリスはジェラルドの待つ本ほん邸ていへと移動した。

　イリス達の滞たい在ざいする別べつ邸ていとは、庭を挟はさんで少し距離がある。

　早足に歩く使用人に歩調を合わせつつ、イリスは乱れた心をどうにか落ち着けた。

　やがてジェラルドの屋や敷しきへ着くと、すぐに書しよ斎さいへ通された。

　朝の挨あい拶さつもそこそこに、ジェラルドはイリスへ椅子を勧すすめる。

「他ほかの方かたは？」

「今日は私一人です。何のお話ですか？」

　ジェラルドは思し案あんげに頷うなずき、机の上に指を組んだ。

「……そうですね。貴方あなただけのほうがかえっていいかもしれない。一つ、伺うかがいたいのですが……貴方は、〝元の世界に帰りたい〟と願っていますか？」

　この唐とう突とつな問いに、イリスは返答に詰まった。

　以前は──戻もどれるようなら戻ってもいいかと、少しは思っていた。

　だが今は、まったく逆ぎやくのことを考えている。

「元げん首しゆ、どうして、そんなことを……？」

「まず正直に答えていただきたいのです。貴方自身、戻りたいのか、戻りたくないのか──」

　脳のう裏りに浮いたのはもちろん、エンジュの姿だった。

　ここに彼はいない。

　だからイリスは、正直なところを答えられる。

「戻りたくは……ないです」

　ジェラルドが、安あん堵どしたように深く息を吐はいた。

「えぇ、貴方はきっとそうだと思っていました。いえ、深い意味はないのですが──実は、死の神霊アービタ・スピリツトについて、予想外の報告がありまして──」

　ジェラルドが、数枚の紙をイリスの前に差し出した。

「この内容の真しん偽ぎについて、来訪者ビジターの方かた々がたの見けん識しきをもって、ご意見をいただきたいのです。私には正直、どう判断したものか──」

　渡された紙には、細かい文字がびっしりと踊おどっていた。

　読み進むうちに、イリスの表情も変わっていく。

「ジェラルド元首、これは──」

　元首は神しん妙みように頷いた。

「どうですか？　そういうことは……あり得るものなのでしょうか？　それがもし本当だとすると、あのエルシオン・エアルも、元の世界に〝戻れなかった〟のではなく、あえて〝戻らなかった〟可能性が出てきますが……メビウスがもし、これを承しよう知ちでなお、向こうの世界を目指しているのだとしたら……由ゆ々ゆしき事じ態たいです」

　ジェラルドの声は険けわしかった。

　イリスも、思わぬ内容に絶ぜつ句くしてしまう。

　コウ・シェルパの署しよ名めいをもって書かれたその紙には、死の神霊アービタ・スピリツトに関する、いくつかの重大な事実が含ふくまれていた。

〝死の神霊アービタ・スピリツトを通って、イリス達の世界に戻る方法がある──〟

　ただし、これには無視できない続きがあった。

　イリス達の世界にある魔術師の軸メイガスシヤフトと、こちら側にある神霊スピリツト、及び御柱ピラーとは、あくまで一方通行の関係にあるらしい。

〝向こう〟が吸すい込こみ口ぐちなら、〝こちら〟は吐はき出だし口ぐちということになる。来訪者ビジター達はそこを通って、こちらの世界に流れてきた。

　そして、神霊スピリツトを用いてこの機能を逆ぎやく転てんさせた場合、〝こちら〟が吸い込み口となり、〝向こう〟が吐き出し口となる。つまり一方通行には変わりないが、入り口と出口が反はん転てんする。

　しかしその行こう為いには、大きすぎる代だい償しようが伴ともなった。

「……ウィータ、フォルナム、ネディア、ザカード、キャルニエ……それぞれ、命、土、水、火、風を司つかさどるこの五本の御柱ピラーは、大陸の存在そのものを支ささえているそうですね。輝石セレナイトなどは副ふく産さん物ぶつに過ぎず、御柱ピラーの真の機能は、〝世界の維い持じ〟にあるとか──」

　ジェラルドが、上うわ目め遣づかいに眼めを据すわらせた。

　フォルナムの御柱ピラーは大地を支え、

　ネディアの御柱ピラーは水を清め、

　ザカードの御柱ピラーは気温を制せい御ぎよし、

　キャルニエの御柱ピラーは空気を生み出す──

　そして、中心たるウィータの御柱ピラーは、それら四本の機能を管理し、正常に保ち続けているという。

　死の神霊アービタ・スピリツトとは即すなわち、それら五本の機能を変へん更こうさせるためのコントロール・システムらしい。

　イリスは、背筋に寒さむ気けを感じた。

　ジェラルドの視線に怯おびえたわけではない。ただ、示された事実に戦せん慄りつしたのだ。

　御柱ピラーの、そして神霊スピリツトの機能の〝逆転〟。

　それはそのまま、現在の御柱ピラーの根本的な機能を〝停てい止し〟させることにもつながるという。

　輝石セレナイトが生まれなくなるといった単純な話ではない。

　つまりは、大地が崩ほう壊かいし、水が毒どく素そをもち、異常気温が襲い、空気が失われる──

　それらの現象が意味するところは、即ち──

「この世界の──終しゆう焉えん……？」

　戸と惑まどいを含ふくんだイリスの呟つぶやきに、ジェラルドは重苦しい顔で、ごく小さく頷うなずいた。





───続












　あとがき




　こんにちは、渡瀬です。

　前巻から少し間が空あきましたが、『空鐘』の十一巻、こうしてお届けできました。

　晩春から初夏を舞台としてはじまったこのお話も、季節は冬へと移ろいつつありますが、現実側ではその間に約三年が経過。あっという間すぎて言葉もありません。

　この三年間、大おお袈げ裟さでなく、寝ても覚めてもこのお話のことばかり考えていました。

　第一巻の発売が、二〇〇三年の十二月。

　おかげさまで、二巻以降も順調に版を重ねることができ、七巻付近では半年ほど間を空けてしまったものの、それ以外はそれなりのペースで続けてこられました。

　その『空鐘』も──次でいよいよ、最終巻を迎えます。

『陰陽ノ京』は一巻ごとの完結、『パラサイトムーン』も三巻毎ごとに区切る構成でしたが、この『空鐘』はほぼ一本道に続き物。当然、毎巻の如ごとくに「以下次号！」的な引きだったにも関かかわらず、ここまで一いつ緒しよに来てくれた方には本当に感謝です。

　こうした続き物で、しかもそれなりの長さとなってくると、書かせてもらえる機会自体がありがたいことなのですが──ここまで来られたのも、本を買ってくれる読者の方がいればこそのこと。最後の巻を目前にして、改めてそう思います。

　ここまで本当に、ありがとうございました。




　──と、これがむしろ最終巻のあとがきみたいなことになってますが、肝かん心じんのその原稿は、ちょうど今、書いているところです。

　この十一巻がいざ出版される頃ころには、作者の手元では書きあがっているはずなのですが、何分にもまだ執しつ筆ぴつ中ちゆうなもので、もし分量が増ふえすぎたらとか、そんな懸け念ねんもないわけではありません。

　もっとも、分量がどうこうというより、〝これで彼らを書くのも最後かー〟と思うと、なにやら感かん慨がい深いものがありまして、筆を進めるのが少し惜しくなったりもしています。

　それに、岩崎先生の描かれるフェリオ達の姿を見られるのも、次の巻で最後かと思うと──正直なところ、これはとても寂さびしいです。

　岩崎先生の挿さし絵えがあってこその『空鐘』で、また作者自身も、その挿絵見たさに頑がん張ばってきたような部分が少なからずあります。

　その一方では、きちんとけじめをつけられることへの喜びもあり──我ながらおかしなジレンマです。




　しかしこの登場人物達とも、三年も付き合っていると、やはりいい所も悪い所も見えてくるもので──や、本当は企画の段階で、その「いい所」も「悪い所」もきっちりとすべて決めておくべきなのですが……実際、大筋の部分は最初に決めていたのですが、それでも書き続けていくうちに、新たに見えてきた部分、変わっていった部分も少なからずあり、このシリーズからは作者もいろいろと勉強させてもらいました。

　シリーズを通して成長した登場人物もいれば、最初から最後まで初しよ志し貫かん徹てつっぽい人物もいそうですが──そんな彼らがそれぞれどんな結けつ末まつを迎えるのか、見守っていただけましたら幸いです。




　次はいよいよ、最後の巻。

　作者としても後こう悔かいのないよう、そしてなにより、物語としてのけじめをつけられるよう──気き合あいをいれて、書き上げていきたいところです。




　それでは最終巻にてまた、この場でお目にかかれることを祈りつつ──





２００６年　初夏　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。なんだか近影に猫が続きます。僕は猫が好きなのですが、大概の猫は僕を好いてくれません。「それは仕様です」と言わんばかりです。たまに近づいてきてくれる子もいるのですが……獲物を狙う眼に見えるのは気のせいですか？
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。










空そらノ鐘かねの響ひびく惑星ほしで⑪
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